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もう、どうなってもかまわない




　大切な人に裏切られ、もうどうなってもかまわない。自暴自棄になっていた私を、彼は優しく抱いた。

　寝室の大きな窓からは柔らかい月明かりが差し込む。その光に照らされる彼は妖艶で、男の人なのにとても綺麗だと思った。

　だけどそんなことを考えていられたのも、ほんの少しだけ。身体中を大きな手で触れられ、甘くて蕩とろけるほどの愛撫をされるたびに、なにも考えられなくなる。

　私の反応を見ながら弱いところを探られ、思考をすべて奪われていく。

「俺が全部、忘れさせてやる」

　私は彼のことが昔から苦手だった。彼もまた私のことなんて好きじゃなかったはず。それなのに私に触れる手は温かい。

　つらくて苦しくて、悲しみでいっぱいだった心が彼の優しさに包まれていくよう。

　幼い頃から知っていたはずなのに、私を抱く彼はまるで別人。

　私を気遣い、愛しそうに見つめてくる。こんなあなたを、知りたくなかった。

　だって私の知っている彼は意地悪で素気なくて、絶対に好きになれないと思っていた婚約者なのだから。




＊　＊　＊




　私、深み山やま凛り々り子こと久く世ぜ零れい士じが初めて出会ったのは、私たちが五歳と十歳の頃だった。

　お互いの父親は大学以来の友人。彼の父親は全国に営業所や工場などを構え、総従業員数一万人以上の家電会社を、そして私の父親も同じ規模の美容家電の会社を経営している。メーカー名を口にすれば、誰もが知っているほど全国的にも有名な会社だ。

　彼は家族とともに十歳までアメリカで生活をしていたらしい。

　帰国したばかりで友達もまだいなくて、寂しい思いをしている。だから友達になってあげてと両親から言われた。

　ひとりっ子の私にとって、お兄ちゃんのような存在になるかもしれないと子供ながらに会うのが楽しみだった。

　そして迎えた当日。両親に連れられてやって来た私を、彼は母親の後ろに隠れて出迎えてくれた。

『あらあら、この子ったら恥ずかしがっちゃって』

　そう話す母親に手を引かれて前に出てきた彼に、目が釘付けになったのを今でもはっきりと覚えている。

　綺麗な顔立ちをしていて、キリッとした印象的な瞳に吸い込まれそう。

　女の子の格好をしたら、私よりかわいいかもしれない。なんてことを考えていると、お母さんに『凛々子、ご挨あい拶さつは？』と言われ、慌てて自己紹介をした。

『初めまして、深山凛々子です』

　ぺこりと頭を下げて挨拶をすると、お母さんたちは微笑ましそうに言う。

『まぁ、お利口さんね。凛々子ちゃん、よかったらうちの零士と仲良くしてね』

『あら、それを言うのはこっちよ。零士君、凛々子と仲良くしてちょうだい』

　口々に言うお母さんたちに『はい』と返事をすると、彼は私を睨にらみつけて言った。

『誰がこんなブスと仲良くするか』

　一瞬にして母親たちの表情は凍いてついた。

『なっ、なにを言ってるの零士。もうこの子ったら、凛々子ちゃんがあまりにかわいくて照れているのよ』

　慌てて母親が弁解するも、彼は私に向かって『ブース！』と繰り返し言う。

　その後もいくら母親が宥なだめても、彼はツンとしたまま。最後まで彼と話すことなくこの日はお別れした。

　しかしそれからも、なにかと理由をつけて私たちは会う機会を設けられた。もちろん彼、零士君の態度は変わらなかった。

　会うたびに『ブス』と言われ、意地悪をされることもしばしば。

　あれは何回目に会った日のことだろう。外で遊んでいる時に、近くにいた毛虫を棒にのせて私に近づいてきた零士君に、たまらず言ったんだ。

『どうしていつも意地悪するの？』って。

　そうしたら零士君は一瞬黙り込んだものの、すぐにこう言った。『凛々子のことが嫌いだからだよ』と。

　嫌いという言葉は、幼い心に深い傷を残した。

　この日を境に私は零士君のことが苦手になった。幼い頃はずっと意地悪をされ続け、私が怖がったり悲しんだりする姿を見ては笑われた。

　思春期に入ると、今度は口をきいてくれなくなった。この頃に両親から私と零士君が婚約関係にあることを聞かされたから、もしかしたら彼も知ったのかもしれない。

　嫌いな私と将来結婚することが決まっているんだもの。だから口をきいてくれなくなったんだと思った。

　それから私たちの距離はますます広がるばかりの一方だったけれど、社交の場では婚約者として振る舞っていた。

　自分の立場をそれぞれ理解していたし、大きくなればなるほど、結婚は自由にさせてもらえないと諦めがつくようになっていったから。

　他人の前では優しい声で「凛々子」と呼び、常に私を気遣う。だけどふたりっきりの時は、私を見ようともしない。それがなぜかとても寂しくてたまらなかった。

　それはきっと、私はできるなら彼と歩み寄りたいと思っていたからだと思う。結婚からは逃れられないなら、少しでもいい関係でいたいと思うのが普通だ。

　でも零士君は違った。私との距離を縮めようとしてくれなかった。

　小さな頃から整った顔をしていてかわいかった彼は、成長するにつれて誰もが見惚れるほど魅力的な大人の男性へと変わっていった。

　中学生から背はぐんぐん伸びて、高校生になる頃には身長は一八五センチになった。私も一六三センチと女性にしては高い方だけれど、零士君と並ぶと見上げるほどの差がある。

　肩幅も広くなって、ずっとサッカーを続けていたからほどよく筋肉もついている。加えて吸い込まれそうなほど綺麗な目。筋の通った鼻にかたちが整った唇。

　どのパーツも完璧で、十人中十人が口を揃えて〝カッコいい〟と言う男に成長した彼の婚約者である私を、誰もが羨うらやんだ。

『あんなにカッコよくて優しい人が婚約者だなんて、本当に羨ましい』と何度も言われてきたけれど、私はちっとも嬉しくなんてない。

　誰か代わってくれるなら代わってほしいくらいだ。

　きっと零士君は、結婚しても今のように外でだけ私と仲睦まじいように振る舞い、家では言葉も交わしてくれないだろう。

　そんな結婚生活を誰が送りたいだろうか。

　できるなら零士君と結婚したくない。でも私には彼との結婚を楽しみにしている両親を裏切ることなんてできなかった。

　どうすることもできず、ずっと女子校だった私が初めて共学の大学に進学して二年後。

　出会ってしまったんだ。大切に育ててくれた両親を裏切ってまで、一緒になりたいと思える大好きな人に……。




「えっ!?　言うの？　例の彼氏にお兄ちゃんのこと」

「うん、もう隠し事をしたくないから」

　大学卒業を半年後に控えた日の夜。私は零士君の妹の千ち鶴づるちゃんと駅前のカフェに来ていた。

　千鶴ちゃんは私のふたつ年下で、零士君にそっくりな美人さん。なにかと気が合い、頻繁に連絡を取り合って遊んでいる。

　そしてなにより零士君とともに幼い頃からの仲で、彼女にだけはなんでも話してきた。両親にも言えない秘密の恋のことも。

　そのたびに千鶴ちゃんは親身に話を聞き、アドバイスをしてくれている。そんな彼女に私は絶対的な信頼を寄せていた。

　珈琲コーヒーを飲んで喉を潤おした後、千鶴ちゃんは神妙な面持ちで私の様子を窺う。

　そして言葉を選ぶように、ゆっくりとした口調で聞いてきた。

「ねぇ、凛々子ちゃん。私……ずっと聞こうと思っていたんだけど、本当に凛々子ちゃんは今の彼氏のことが好きなの？　これから先もずっと？」

「もちろんだよ」

　すぐに答えながらも、小首を傾げてしまう。

　だって千鶴ちゃんには、田た山やま文ふみ也やに恋してからというもの、今までのことをすべて話してきたのだから。

　そんな千鶴ちゃんなら、私がどれだけ文也のことを好きなのか、わかってくれていると思っていたのに。

「千鶴ちゃんも知っているでしょ？　文也と出会うまで、私がどんな思いをしてきたか」

「それはそうだけど……」

　言葉を濁す千鶴ちゃんを見ながら、思い出すのは大学に入学したての頃のこと。

　零士君との結婚が決まっていても、恋愛結婚したいという憧れを捨てられなくて、大学では運命の出会いというものにちょっぴり期待していた。

　だけど現実は思い描いていたものとは違った。誰もが父親が経営する会社を知ると態度を変えてきたんだ。

　それは女友達も同じ。一緒にランチに行くと、「社長令嬢なら奢おごってくれるよね？」なんて言われることも多くあった。

　小学校から高校まで女子校で、会社経営者や医者、国会議員などの親を持つ子ばかりだったから、驚きを隠せなかった。友達なのに、お金を求めるんだって。

　お父さんは確かに会社を経営しているし、それなりに裕福な暮らしをさせてもらっていると思う。

　でもお金に関しては厳しかった。お小遣いは友達の誰よりも少なかったし、欲しいものがあっても、本当に必要なものしか買ってもらえなかったもの。

　大学生になったらお小遣いはもらえなくなり、社会勉強も兼ねてバイトをして自分で稼ぎなさいって言われたほど。

　それを友達に話せば、みんな私から離れていった。

　大学で新たな友達や恋もできるかもしれないと期待していたのに、現実は違っていた。

　私は早々に親しい友人を作ることを諦めて、学業に専念し、合間にバイトをする日々を送っていた。

　友達なら千鶴ちゃんや高校まで一緒だった子たちがいる。それで十分。あとは零士君との結婚までの間、自由な日々を少しでも満喫すればいい。

　そう思って二年が経った頃、バイト先の本屋に新しい人が入ってきた。それが文也だった。

　同い年ということもあり、私が教育係につくことになった。

　明るくて人懐っこくて、誰にでも分け隔てなく接してくれる人。そんな彼と話していくうちに、同じ大学だということが判明した。

　そして私が社長令嬢と知っても、変わらずに接してくれた唯一の人だった。

　話し上手で一緒にいると楽しくて、好きになるのにそう時間はかからなかった。

　好きだと自覚してすぐに文也から告白された時は、どんなに嬉しかったか。

　人生で一番幸せな瞬間だった。

　付き合い始めてからも文也は変わらず優しくて、一緒にいるだけで温かな気持ちで満たされた。こんな人は初めてだった。

　だからこそ文也に、婚約者がいることを打ち明けられずにいた。

「付き合い始めて一年半が経つけど、好きって気持ちは変わっていないよ。それにこれから先もずっと一緒にいたいと思ってる」

「凛々子ちゃん……」

　結納の日が二カ月後に決まった。そしてあと半年で大学を卒業する。そうなれば私は零士君と結婚しなければならない。

　その前にすべて打ち明けたいと思ったの。婚約者がいるけど、文也と一緒にいるために破棄するつもりだということ。そうなったら、家族の縁を切られてしまうかもしれない。だって私と零士君の結婚には業務提携も絡んでいるから。

　たとえお父さんとお母さんを悲しませることになっても、文也と離れたくない。それに他に好きな人がいるのに、零士君と結婚なんてできない。

「お兄ちゃんは？」

「えっ？」

「お兄ちゃんはいいの？　……きっとお兄ちゃんは、悲しむと思うよ」

　千鶴ちゃんの言葉に、大きく目を見開いた。

　悲しむ？　あの零士君が？

「そんなことないよ。だって零士君は私のこと嫌いだし。……むしろ喜ぶんじゃないかな？　私の方から婚約を解消したいって言ったら。それに零士君ならすぐに新しい相手が見つかるよ」

　私と婚約していると公表しているにもかかわらず、零士君はとにかくモテる。

　社交の場に顔を出せば、私を押しのけて零士君を取り巻く女性たちがたくさんいるもの。

　零士君のお父さんは全国的にも有名な家電メーカーの社長。彼と自分の娘を結婚させたい親だっているはず。きっと困らないよ、私がいなくなったって。

「文也に話してから零士君にも話すつもり。そして両親にも。それまでは誰にも言わないでほしい」

「それはもちろん！　でも、その……」

　言葉を濁して口籠る千鶴ちゃん。

「どうしたの？」

　様子がおかしい彼女を不思議に思って尋ねると、千鶴ちゃんは「なんでもない」と言って、首を横に振った。

「たとえお兄ちゃんとの婚約が解消になっても、私はずっと凛々子ちゃんと友達でいたい。そして私は友達として、凛々子ちゃんには幸せになってほしいと思ってるの。そのために私にできることをさせてもらうからね」

　もう千鶴ちゃんには十分すぎるほど力になってもらっているんだけどな。

「本当にいつもありがとう。でもそれを言ったら私も同じだよ。私も千鶴ちゃんには、幸せになってほしいと思ってるから」

　心からそう思う。

「千鶴ちゃんもなにかあったら、いつでも私を頼ってね。……といっても私は年上なのに、千鶴ちゃんほど頼りにならないと思うけど」

　千鶴ちゃんは年下とは思えないほどしっかりしている。私ばかりが甘えてきちゃったもの。たくさん支えてもらった分、少しでもお返ししたい。

「なに言ってるの？　私、今までどれだけ凛々子ちゃんの存在に助けられてきたか。だから本当に凛々子ちゃんには、幸せになってほしいんだ。私は常にそう思っていることを、忘れないで」

「……？　う、ん」

　念を押すように力強い声で言う千鶴ちゃんに、少し戸惑ってしまう。

　こんなに何度も言うってことは、なにか意味があるのだろうか。

　彼女は神妙な面持ちで続ける。

「それで彼氏にはいつ言うの？　心配だから、なにかあったらすぐに駆けつけられるように、会う日時が決まったら教えてね」

「うん、わかったよ」

「絶対だよ、約束ね」

「はい」

　返事をすると、やっと千鶴ちゃんの表情が和らいで私もホッと胸を撫で下ろした。

　私の思い過ごしだったのかも。

　その後はいつものように、他愛ない話で盛り上がった。




　千鶴ちゃんと別れて帰宅後、二十畳ある自分の部屋に入ると、ふと、本棚に飾られている写真立てが目に入った。

　家族や友達との写真がある中で、零士君とふたりで写っている写真が一番多い。それは、幼少期から両親たちが撮り続けてきたもの。

　入学式や卒業式などはもちろん、仲の良い両親たちとともに家族旅行に出かければ、必ずふたりで写真を撮られてきた。それを両親はわざわざこうして写真立てに入れて、毎回私に渡してくる。おかげで零士君との写真がところ狭しと飾られている。

「どれも、無理して笑ってる」

　写真を見て苦笑いしてしまう。

　最近撮ったのは、成人式の時。私も零士君も笑顔で写っているけれど、心から笑っていないのがわかる。

「やっぱりお互いのためにも、婚約は解消してもらうべきだよね」

　きっと会社の後継者という立場上、零士君からは言い出せないはず。私から言うべきなんだ。

　それに私には、零士君のように背負うものがない。幸い、両親のおかげでお金を稼いで生きていけるだけのスキルは身につけた。

　大学では就職に有利な資格をいくつか取得したし、たとえ深山家と縁を切られたとしても、生きる術すべはある。

　文也とのことを告げたら就活をするつもりだ。狭き門だけれど、まだエントリーできる企業はあるはずだから。

　なにより私には文也がいる。彼と最低限の暮らしができれば十分。そう思える相手と出会えて幸せだと思う。

「零士君も、そんな相手と出会えればいいのに、な」

　彼のことは苦手。でも幼い頃から婚約者として一緒に過ごしてきたんだもの。それに千鶴ちゃんのお兄ちゃんだし。……不幸になってほしいとは思わない。

　私との婚約解消後に、どうか零士君にも素敵な出会いがありますように。そう願わずにはいられなかった。




　お互いなにかと忙しく、ゆっくりと文也と会うことができたのは、千鶴ちゃんに会った日から二週間が過ぎた頃だった。

「どこで何時から会うのって……。もう、千鶴ちゃんってば心配しすぎ」

　文也との待ち合わせ場所へ向かう電車の中で、千鶴ちゃんへの返信文に今から会う旨と、ふたりで行く予定の水族館の名前を打ち込んで送信した。

　今日行く水族館は、文也と付き合い始めてから最初にデートした思い出の場所。そこですべて打ち明けたいと思ったんだ。

　大丈夫、きっと文也なら理解してくれる。それに久しぶりのデートだもの。今日は思いっきり楽しもう。

　電車に揺られること三十分。待ち合わせ場所は、水族館のある最寄り駅だ。電車から降りると、多くの人がホームを行き交っている。

　土曜日ということもあって、人出が多いようだ。

　改札口を抜けて時間を確認すると、九時五十五分過ぎ。もう文也は来ているかな。

　キョロキョロしながら文也を捜していると、背後からポンと肩を叩かれた。

「わっ!?」

　びっくりしてすぐに振り返れば、そこには私の反応を見て満足そうに笑う文也がいた。

「びっくりした？」

「びっくりしたに決まってるでしょ？　声をかけてよ」

「ごめんごめん、凛々子のその驚いた顔が見たくてさ」

「もう」

　軽く胸をグーパンチすれば、文也は顔をクシャッとさせて笑う。

　文也は身長一六八センチと男の子にしては低め。カッコいい系というより、かわいい系の顔立ちをしていて、とくに笑った顔が印象的だった。この人の笑顔はとっても素敵だなって思ったの。

「行こうか、凛々子」

「うん」

　歩く時は、当たり前のように手を繋ぐ。こうした些細なことひとつで幸せな気持ちになれちゃう。

「俺、水族館に行くの久しぶりだよ」

「私も」

「そうなんだ。凛々子と一緒に行くのは初めてだし、楽しみだな」

　えっ？　初めてって……付き合って最初のデートで行ったこと、文也は忘れちゃったの？

　それとも私が「そうだね」と言ったら、「忘れたのか？」って突っ込みたくて、わざと覚えていないフリをしているだけ？

　陽気なところがある文也のことだ、きっとそうだよね？

　そう自分に言い聞かせて、「ふたりで行くのは初めてだよね」と話を合わせた。

「まずはなにから見ようか。やっぱりイルカ？　それともクラゲとか、順番に見ていく？」

「えっと、そうだね……どうしようか」

　どうにか返事をしたものの、心は大きく乱れている。

　文也は初デートを覚えていないんだ。私は今でも鮮明に覚えているのに……。

　さっきまで幸せいっぱいだったのに泣きそう。

　そういえば文也って、私の話を覚えていないことがよくあった。

　友達や大学のことといった、本当に些細な内容だけれど、この前言ったじゃないってことが頻繁にあった。

　ただ単に忘れっぽい性格なんだと思っていたけど、本当は違う？　私の話を聞いているようでいつも聞いていなかった？　一緒に出かけた場所も、すぐに忘れちゃうの？　ううん、そんなことない。たまたまだよね？

　気持ちを入れ替えて、着いたらどこから回るか話をしながら水族館へと向かった。

「凛々子、見ろよ！　ペンギンが散歩してる！」

「うん、かわいいね」

　館内に入ると、ちょうどペンギンの散歩が始まるとのアナウンスが流れ、文也に手を引かれて会場へ行くと、よちよち歩きの愛らしいペンギンたちが多くの人を魅了していた。

　私と文也も、人と人の隙間からその愛らしい姿を覗く。

　その後も順路に沿って展示物を見て回る。話は尽きず楽しいはずなのに、心から笑えていない自分がいた。

　やっぱりどうしても初デートのことが引っかかっている。

　どうして文也は忘れてしまったんだろう。もしかして女性と違って男性は、恋人との記念日や思い出など覚えていないもの？　文也が普通なのかな。

　恋をするのも付き合うのも、文也が初めてだから普通がわからない。でも――。

「凛々子、次はこっち！」

　文也は笑顔で私の手を引き、次の展示物へ向かう。

　大切なのは過去じゃなくて、今、現在だよね。重要なのは初デートを覚えているか、いないかじゃない。こうして私とのデートを楽しんでくれていることだ。

　それからは文也との久しぶりのデートを満喫し、時間はあっという間に過ぎていく。

　昼食も水族館でとって、夕方までふたりで見て回った。

「すっごい満喫したな。あと一時間で閉館だけど、最後に見たいところある？」

「大水槽をもう一回見たいんだけどいい？」

「もちろん」

　ここの水族館の目玉のひとつでもある、約五百トンの海水が入った大水槽では、百を超える様々な生き物を見ることができる。

　目の前にはベンチが設置されていて、初デートの時もベンチに並んで腰かけて、生き物を眺めながらいろいろな話をした。

　付き合いたてだったからお互いの話をして、すごく盛り上がったよね。私にとって思い出深い場所。そこで零士君のことを打ち明けたい。

　今日最後のイルカショーをやっていることから、大水槽の前には誰もいなかった。

「お、貸切じゃん。最高」

　私にとっても好都合だ。これなら人の目を気にすることなく話ができる。

「座ってゆっくり見ない？」

「そうだな」

　初デートの時に座った場所と同じところに腰かけて、目の前の水槽を眺める。

　小さな魚に大きなエイなど、多くの生き物たちが優雅に泳ぐ姿は、いつもだったら見ているだけで癒やされる。

　でもこれから文也に打ち明ける内容を考えると、今日ばかりはゆっくりと生き物たちを見ていられない。

　それに閉館時間も迫っている。早く切り出さないと。

　隣に目を向けると、文也は優しい顔をして水槽を眺めていた。

　彼のこの表情も好き。優しさが滲にじみ出る笑顔が大好き。

　募る想いが溢あふれ、私はゆっくりと口を開いた。

「あのね、文也……聞いてほしいことがあるの」

「ん？　なに？」

　小首を傾げて聞いてきた文也に、自分の想いを伝えたい。

「文也は私の家のことを知っているよね？　それでも変わらずに接してくれたことが、本当に嬉しかったの」

　大学で出会った人たちの中で、私自身を見て接してくれたのは文也だけだった。それは付き合い始めてからもそう。

「なんだよ、改まって。そんなの当たり前だろ？　家のことが、凛々子を好きになるのになにが関係しているっていうんだよ」

　笑って言われた言葉に、胸がギュッと締めつけられる。

　文也にとって当たり前のことが、私にはすごく、すごく嬉しいことなの。

「ありがとう、文也。……私、これからもずっと文也と一緒にいたい」

「俺もだよ」

　やっぱり文也も私と同じ気持ちだ。大丈夫、零士君の話も理解してくれるはず。

　小さく深呼吸をして、真っ直ぐに文也を見つめた。

「ずっと一緒にいたいから、全部話すね。……実はね、私には幼い頃から婚約者がいるの」

「えっ」

　さっきまで穏やかな笑顔を見せていた文也の表情は一変し、顔が強張った。それでも最後まで話を聞いてほしくて続ける。

「彼の会社とうちのお父さんの会社の業務提携も絡んでいて、今までずっと嫌とは言えずにきたし、結婚するしかないと思っていたの。でも文也と出会って、やっぱり私……本当に好きな人と結婚したいと思ったの。だから今度、婚約者にも両親にも、婚約を解消してほしいって伝えるつもり」

「婚約解消って……それってマズくないのか？」

　文也に神妙な面持ちで聞かれ、苦笑いしてしまう。

「そうだね。家族にも迷惑をかけることになるし。……でも私は文也と一緒に生きていけるなら、家族を捨ててもいいと思ってる」

　これまで育ててくれたお父さんとお母さんには申し訳ないけれど、それほど文也のことが好きだから。

　しかし、私の話を聞いた文也は動揺しているのか、頭を抱えた。

「ちょっと待ってくれ。それじゃ凛々子は大学を卒業後、父親の会社を継ぐことなく、その婚約者と結婚するってことか？」

「えっ？　あ、うん。そもそも私はお父さんの会社を継ぐつもりはないし、お父さんも最初から私に継がせる気はなかったと思う」

　私にはずっと早くに結婚して、幸せな家庭を築いてほしいと願っていたようだし。だから零士君との婚約を早々に決めたのだろう。

「なんだよ、それ。どうしてもっと早く言ってくれなかったんだよ」

「ごめん、ちょっと言いづらくて……」

　顔を上げた文也は、どこかイラついている様子。

「文也？」

　名前を呼ぶと、文也は深いため息を漏らした。

「別れよう」

「え？」

　耳を疑う話に動揺を隠せない。別れようって本気で言っているの？　だってついさっき、私と一緒にいたいと言ってくれたよね？　それなのになぜ？

　一方的に別れを告げて立ち上がった文也の腕を、慌てて掴つかんだ。

「待って文也！　どういうこと？　別れようって。なにかの冗談だよね？」

　そう聞いた私に、文也は嫌悪感を露わにした。

「冗談じゃない、別れてくれ」

「そんなっ……！」

　急な話に頭が追いつかない。でも、別れようと言われて「うん」などと、簡単に頷うなずけるはずないじゃない。

「どうして急にそんなことを言うの？　婚約者の存在を隠していたことに怒っているの？　理由をちゃんと話してほしい」

　彼の腕をがっちり掴んで懇願すると、文也は声を荒らげた。

「理由？　そんなの簡単だ。凛々子と恋人でいる理由がなくなったからだよっ」

「……え」

　どういうこと？　私と恋人でいる理由がなくなったって。

　聞きたいのに声が出ない。そんな私に文也は冷たい目を向けた。

「俺も他の男と同じだよ。凛々子じゃなくて、凛々子の父親が経営している会社が目的でお前に近づいたんだ。最初から凛々子のことなんて好きじゃなかった」

「う、そ……」

　だって文也、私のこと好きって言ってくれたよね？　ふたりで一緒にいる時はいつも笑っていて、楽しそうだった。

　信じられずにいる私を前に、文也はせせら笑う。

「みんなお金目当てで近づいているのを知っていたからさ、俺は違う方法で近づいたまでだよ。案の定、凛々子は俺に好意を抱いたわけだろ？　作戦成功して、このまま凛々子と結婚となれば、俺も大手企業に就職できて、あわよくば社長になれると思ったのに」

　悔しそうに舌打ちする文也を目の前にしても、これが現実だと実感が湧かない。悪い夢を見ているよう。

「その可能性はもうなくなったわけだ。少し見た目がかわいくていいと思ったけど、それまでだったよ。最初からずっと好きじゃなかった」

　はっきりと告げられた『最初からずっと好きじゃなかった』という言葉に、頭が真っ白になる。

　私に声をかけてくれたのも、私自身を見てくれたと思っていたのも、優しくしてくれたのも、好きになってくれたのも、全部が嘘だったの？

　これまでふたりで過ごした日々が、走馬灯のように頭を駆け巡る。

「どうせ婚約者も、お前の家みたいな大企業の御曹司なんだろ？　そいつに目をつけられて、就職に影響したら困るから、二度と俺に話しかけないでくれ」

　彼の腕を掴む力は弱まる。文也は私の手を払い除け、こちらを見ずに去っていく。

　彼の背中を見つめながら立つことも声を発することもできない。だってこんなの信じられる？

　ふたりで過ごした一年半もの月日が、すべて偽りだったなんて。

　もう一度私の記憶の中にある文也を呼び起こす。

「ううん、なんとなく感じる場面はたくさんあった」

　水族館に着く前にだって感じたじゃない。どうして文也は、私との初デートを忘れているんだろうって。

　深く考えないようにしていたのは、考えたら答えが出ちゃうからだったのかもしれない。文也は優しいけれど、私には興味がないんだって。

　でもそっか、最初から好かれていなかったんだ。好きじゃないのに、キスもその先もできちゃうんだ。

　初めて好きになった人と両想いになれて、浮かれすぎていたのかもしれない。だから文也の本音を見抜けなかったのかも。

　それにしても、あまりに呆気ない最後に乾いた笑い声が漏れる。

　ううん、ものは考えようだ。早くに文也の本音を知ることができてよかったじゃない。

　これからも文也と一緒にいたら、きっと私はもっと彼を好きになっていって、さらに傷は深くなっていた。

　つらくて悲しいはずなのに、あまりに突然なことに涙さえ出ない。

　呆然と大水槽を眺めていると、閉館時間を知らせるアナウンスが流れた。

「帰らないと」

　立ち上がったものの、足に力が入らない。それでもどうにか水族館を出た。

　外はすっかり日が落ちていて薄暗い。十月に入ってそろそろ秋から冬へと季節が変わるこの時期は、夜になると一気に肌寒くなる。

　おぼつかない足取りで進んでいると高校生くらいの男の子にぶつかり、身体がよろめいて倒れ込んでしまった。

「痛っ」

　思わず漏れた声に対し、男の子は「危ねぇな、気をつけろよ」とだけ言って去っていく。

　それは他の通行人も同じ。誰も私に手を差し伸べることなく、迷惑そうに私を見て通り過ぎていく。

　手のひらに痛みを感じて見ると、転んだ時に擦すりむいたようで血が滲んでいた。

　そこに一滴の涙が落ちた。一度溢れると止まらなくなり、ポロポロとこぼれ落ちていく。

　痛い、苦しい、つらい。

　悲痛な思いが押し寄せてきて、胸が痛くて仕方がない。

　通行人の邪魔にならないように立ち上がって、歩道の近くにあるベンチに腰かけた。座ると余計に涙は止まらなくなり、声を押し殺して泣き続けた。

　どれくらいの時間が過ぎただろうか。夜風に当たって身体は完全に冷え切っている。

　スマホで時間を確認すると、十八時半過ぎ。一時間以上ここで泣いていたようだ。

　涙も止まってきた頃、いきなり腕を掴まれた。

　腕を掴んだ手を辿っていくと、膝をついて心配そうに私を見つめる零士君と目が合う。

「零士、君……？」

　どうして彼がここに？

　学生の私とは違い、零士君はもう彼の実家の会社で働いている。しっかり下積みをするべく、いきなり重要なポジションに就くのではなく、一社員として営業部に配属され、営業のノウハウから学んでいるとお父さんたちが話しているのを聞いたことがある。

　土曜日なのにスーツを着ているってことは、仕事だったんだよね？

　ネクタイは緩んでいて、綺麗にセットされていたはずの髪は乱れている。それに、なぜ今にも泣きそうな顔をして私を見るの？

　出会って十五年以上経つというのに、零士君のこんな顔を見るのは初めてで、戸惑いを隠せない。

　すると零士君は私がケガをしていることに気付いた。

「血が出てるじゃないか」

「あっ……」

　咄嗟に手のひらを見ると、すっかり血は止まって乾いていた。だけど零士君は苦しそうに顔を歪ゆがめる。

「行こう」

「行くって、どこに？　きゃっ!?」

　零士君は素早く私の肩と膝の裏に手を回して、軽々と抱き上げた。

　一瞬なにが起きているのか理解できなくて、茫然となる。その間も零士君は周りの視線など気にすることなく、私をお姫様抱っこしたまま歩を進めていく。

　いったいなにが起こっているの？　今こそ夢じゃない？　だって零士君が私を心配して、お姫様抱っこするなんて――。

　大通りに出ると、零士君は一台のタクシーを停めて私を乗せると自分も乗り込んだ。

「一番近くのコンビニまでお願いします」

「わかりました」

　運転手はゆっくりと車を走らせていく。

　静かな車内で、何度も見てしまうのは零士君の横顔。

　なぜ？　どうして？ばかりが頭の中で溢れる。

「知りたいか？　俺がどうして今、ここにいるのか」

　前を見据えたまま言った零士君にドキッとなる。

　そんなの、知りたいに決まってる。

「うん」

　返事をすると、彼はゆっくりとこちらを見た。

「千鶴から聞いていたんだ、凛々子が最低な男と付き合っているって」

「えっ？　千鶴ちゃんが？」

　千鶴ちゃんが零士君に話したの？　しかも〝最低な男〟ってどういうこと？

　疑問が増えるばかりの私に、零士君はひとつひとつ説明してくれた。

「千鶴を責めないでやってくれ。……あいつは凛々子が付き合っている男が、カフェで友達と凛々子の話をしているのを偶然聞いたんだ。そいつが凛々子の家柄目当てで近づいただけだって。すぐに凛々子に知らせようとしたが、凛々子の気持ちを思うと言えなくて、俺に相談してきたんだ」

　そうだったんだ。

　ふと、以前千鶴ちゃんに会った時に言われた言葉が頭をよぎる。

　そういえば千鶴ちゃん、『私は友達として、凛々子ちゃんには幸せになってほしいと思ってるの。そのために私にできることをさせてもらうからね』って言っていたよね。

　それはすべて、文也の本性を知っていたから？

　そうとは知らず、私はいつも文也の話を千鶴ちゃんにしていた。どんな思いで私の話を聞いてくれていたのだろうか。

　彼女の気持ちを思うと、泣きそうになる。

「今日のことも、千鶴から聞いた。俺との婚約を破棄して家族も捨てる覚悟だと知ったら、あの男は絶対に凛々子を捨てるはずだって」

　そっか。千鶴ちゃんはこうなることを予想していたんだ。だからあんなに文也のことを本気で好きなのか、聞いてきたんだ。

「本当はもっと早く来たかったんだけど、今日は大事な取引先との打ち合わせがあって。……悪かった」

「どうして零士君が謝るの？　零士君は関係ないのに。これは私自身の問題だもの」

　文也の本性を見抜けなかった自分のせいだ。

　真実を言っただけなのに、零士君は唇を噛んだ。

「そんなこと言うなよ。現に凛々子はそいつにこんな目が腫はれるほど泣かされたんだろ？　……お前を泣かせていいのは、俺だけなのに」

　ドキッとするようなことを言うと、零士君の長い指が私の目元に触れた。

「零士、君？」

　なにこれ。どうしてこんなに心が落ち着かないの？　相手は零士君だよ？

　ドキドキしすぎて胸が苦しい。ただ、零士君を見つめることしかできない。

　私も零士君も言葉を発することなく、どれくらいの時間が過ぎただろうか。

「お客さん、コンビニありましたけど寄りますか？」

　運転手の声にお互い反応して我に返った。

「はい、お願いします」

　コンビニの前にタクシーが停まると私の目元から手を離し、零士君は降りていった。

　胸に手を当てると、いまだに心臓の動きが速い。

　本当に私ってば、どうかしている。零士君相手にドキドキするなんて。

　心を落ち着かせる時間もなく、零士君はなにかを買ってすぐに戻ってきた。

　そして新たな行き先を告げ、タクシーは再び走り出す。

「凛々子、ケガした方の手を出して」

　言われるがまま手を出すと、傷の手当てをしてくれた。

　どうやらコンビニに寄ったのは、消毒液や絆ばん創そう膏こうなどを買うためだったようだ。

　だけど、どうしてこんなに優しくしてくれるの？　相手は私なのに。

「さっきの話の続きだけど」

　そう切り出した零士君は、傷の手当てをしながら続ける。

「千鶴に相談されてから、俺の方でもあの男のことを調べてみた。あの男、なかなかのクズだったぞ？　高校時代も、恋人に貢がせたり浮気をしたり。本当に最低な男だった」

　怒りを露わにする零士君の真意が見えない。

「どうして零士君が文也のことを調べたの？　……調べるまでもないじゃない。だって私、零士君と婚約しているのに文也と付き合っていたんだよ？　この不貞行為を理由に、婚約破棄できたのに」

　そうだよ、零士君だって親に言われて仕方がなく私との婚約を受け入れたにすぎないでしょ？　それに私のこと、嫌いなはず。

　さっきは動揺していて、そこまで深く考えることができなかった。私がどんな思いをしたって零士君には関係のないことなのに。……もしかして、この時を待っていた？

「こうなることを予想して、落ち込む私を見て笑うつもりだったとか？」

「なにを言ってるんだ？」

　手当てをする手を止め、怪け訝げんそうに私を見る彼に言った。

「だって昔から零士君は意地悪だったじゃない。千鶴ちゃんから聞いて、最低な男に引っかかった私をバカだと思っているでしょ？　文也がどんなつもりで私に近づいてきたのかを、零士君も千鶴ちゃんも知っていたんだよね？　だけど私は一年半も一緒にいたのに気付けなかった。ひとり勝手に盛り上がって、なにも見えていなかったもの」

　感情は昂たかぶり、また涙がこぼれ落ちる。

　最低だ、私。こんなのただの八つ当たり。そうわかっていても、感情のコントロールができなくて口が止まらない。

「私、文也と一緒になるために零士君との婚約を解消して、家族も捨てる覚悟でいたんだよ？　そうなったらみんなに迷惑をかけることになるってわかっているのに。……最低でしょ？　自分のことしか考えていなかった」

　こぼれ落ちる涙を拭ぬぐいながら、自嘲気味に笑ってしまう。

「今回のことを理由に、零士君から婚約解消を申し入れて」

　こんな醜態を晒さらしたのに、このまま婚約関係を続け、結婚なんてできないよ。零士君だってますます私のことが嫌いになったでしょ？

　お父さんとお母さんだって、私に失望するはず。

　もう、なにもかもがどうでもよくなる。

　なかなか涙は止まらず、何度も涙を拭っていると、その手を彼に掴まれた。

「婚約解消なんて、絶対にしない」

　真剣な声で言われた言葉に、胸が高鳴る。

「千鶴から聞いた。凛々子、結婚は本当に好きになった相手としたいって。それは俺も同じだよ。……昔からずっと」

「どういうこと？」

　聞き返した時、タクシーは目的地に到着した。

「着きましたよ」

「ありがとうございます」

　そう言うと零士君は最後に私の傷口に絆創膏を貼り、運転手に一万円札を渡した。

「おつりは大丈夫です」と言い、私の手を引きタクシーから降りる。

　目の前には高層マンションがそびえ立っている。ここってもしかして、零士君がひとり暮らししているマンションじゃない？

「こっち」

「ちょ、ちょっと待って」

　私の手を引いてエントランスへ向かおうとする零士君を、必死に引き止める。

「ここって……」

「俺のマンション。その顔じゃ家に帰れないだろ？」

「それはそうだけど……」

　確かにこのまま帰ったら、両親は心配するだろう。だからといって、零士君が暮らすマンションにも行けないよ。

「それに俺の話はまだ終わっていないから。最後まで話を聞いてほしい」

　真剣な瞳を向けられたら、それ以上なにも言えなくなる。

　それに気付いた零士君は私の手を強く握って、再び歩を進めた。

　エントランスを抜けた先にはふたりのコンシェルジュがいて、「おかえりなさいませ、久世様」と言って深々と頭を下げた。

　零士君は「あぁ」とだけ答えて、足早にエレベーターホールへと向かう。

　到着していたエレベーターに乗ると、彼は最上階のボタンを押す。静かに上昇していく中、零士君はなにも話さない。

　私はさっき零士君に言われたことが気になって仕方がなかった。

　零士君も昔からずっと、結婚は好きになった相手としたかったってことだよね？

　他に好きな人がいるの？　でも婚約を解消しないって言った。それじゃもしかして、零士君の好きな人って私？

　その考えに行きついたけど、すぐにそんなことないと否定する。だって私は零士君に嫌われているもの。

　最上階に着くと、ドアが開いた先にある部屋の前で足を止めた。そしてカードキーをかざして玄関のドアを開けると、間接照明が自動で点灯する。

　先に家に上がった彼に手を引かれ、私もパンプスを脱いで廊下を突き進んでいく。

　その先の部屋に入ると、大きな窓の向こうには都内の夜景が広がっていた。

　ソファに座った零士君は、隣に座るよう促す。いまだに手を放してもらえず、私はおずおずと彼の隣に腰かけた。

　するとやっと手を放してくれた零士君は、苦しげに私を見つめた。

「あいつの本性を知りながらも、凛々子に本当のことを言えなかったのは、お前が幸せそうだったからだよ。それに、絶好のチャンスだと思ったんだ。傷ついた凛々子を助ければ、俺を好きになってくれるかもしれないって。……俺の方が最低だろ？　お前が傷つくことを知りながら、その瞬間をずっと待っていたんだから」

　乾いた笑い声を漏らすと、零士君は優しく私の身体を包み込んだ。

「好きでたまらなかった。凛々子がかわいくて、愛おしくて大切で……。怖くて触れることもできなかったんだ」

　言葉通り、私を抱きしめる彼の手はぎこちなくて、少し震えている。

　でも本当なの？　零士君が私を好きだなんて。

　すぐには信じられなくて聞いた。

「零士君、私のこと嫌いじゃなかったの？　だって子供の頃は意地悪だったし、大きくなってからは冷たくなって目も合わせてくれなくなったじゃない」

「それはっ……」

　零士君はなにかを言いかけて言葉を詰まらせる。

「それは俺も後悔している」

　ゆっくりと身体を離され、そのスピードに合わせて彼を見上げた。

「だからこれからは後悔したくない。ずっと好きだったんだ。婚約解消なんてしないから。お前のこと、絶対に離さない」

　力強い瞳に射い貫ぬかれ、胸がギュッと締めつけられる。

　目を離せずにいると彼の顔が近づいてきて我に返った。

「待って、零士君」

　慌てて彼の口を両手で押さえた。

　だってこれ、キスの雰囲気だよね。

　零士君とは幼い頃から婚約関係にあったけど、キスどころか、手を繋いだこともなかったのに。いきなり抱きしめられてキスなんて無理。心が追いつかない。

「待たないよ。今までどれだけ俺が待ったと思ってる？」

　私の手を掴み、再び縮まる距離。たまらずギュッと目を瞑つむると、零士君はそっと囁いた。

「俺に抱かれて、あいつのことを全部忘れろ。……二度と思い出せないほど、俺で凛々子の心をいっぱいにするから」

　思いがけない言葉に目を開けた瞬間、視界いっぱいに彼の整った顔が広がる。

　触れるだけのキスに胸が苦しくなった私に、零士君は次々と甘いキスを落とす。

「んっ……零士、君」

　呼吸もままならないほどの激しいキス。次第になにも考えられなくなる。

「凛々子」

　キスの合間に愛しそうに何度も名前を呼ばれるたびに、胸がときめく。

　零士君のことなんて好きじゃないのに、どうして抗えないの？　なぜ受け入れてしまうのだろうか。

　その答えは出ないまま、彼とのキスに溺れていく。

　広いリビングには私と零士君の息遣いだけが響き、長い間唇を重ねた。そして……。




　寝室に移動してからどれくらいの時間が過ぎただろうか。何度も彼に抱かれ、私の身体は限界に近づいていた。

　数え切れないほど果てた私を、容赦なく零士君は責め立てる。

「待って、零士君。私、もう……」

　一度休ませてほしくて懇願するも、彼は許してくれない。

「まだ全然足りない」

　私の背中に腕を回して起こすと、再び繋がった身体。深いところまで彼が入ってきて苦しい。

「やぁっ……これ、ダメ」

「どうして？　気持ちいいだろ？」

　図星だけど、恥ずかしくて首を横に振る。

　そんな私の首筋を零士君は強く吸った。

「んっ」

　チクッと走る痛み。赤い印を身体にいくつ付けられただろう。

「好きだよ、凛々子。……好きだ」

　愛の言葉を囁かれると、身体は限界を迎えているはずなのに、彼を受け入れたくて仕方がなくなる。

「凛々子」

　なぜ零士君に名前を呼ばれるだけで、こんなにも泣きそうになるの？

　こんなこと、今まで一度もなかった。

　ヒリヒリと痛むほど口づけを交わしているのに、また零士君は私の唇を塞いだ。

　その後も彼は私を休ませてくれず、何度目の絶頂を迎えた時だろうか。薄れゆく意識の中、零士君は私の耳元に顔を寄せて囁いた。

「あいつに奪われた心も身体も、全部俺が奪うから」と――。










制御不能となった愛しい彼女への想い　零士ＳＩＤＥ




　サラサラの長い髪を手で掬すくい、気持ちよさそうに眠る彼女の頬に触れる。それでも凛々子は規則正しい寝息を立てていて、目を覚ましそうにない。

　時刻は夜中の二時を回ったところ。休日出勤をして、会社から水族館までタクシーで向かい、夢中で凛々子の姿を捜し回った。身体は疲れているはずなのに、目が冴さえている。

「今夜は眠れそうにないな」

　何度こうして彼女の温もりに触れたいと願っただろうか。夢が現実になったんだ。眠れなくて当然だ。

　それに幸せを噛みしめている場合じゃない。これからが勝負だ。身体だけじゃなくて、凛々子の心も手に入れたい。

「早く俺を好きになって、凛々子」

　そっとこめかみにキスを落とすと、凛々子は眉間に皺しわを刻んだ。渋い顔をしてむにゃむにゃとなにか言いながら、また気持ちよさそうに眠る。

　そんな姿を見たら笑ってしまった。

「凛々子を好きになって、十五年以上経つのか」

　頬杖を突いて凛々子の寝顔を眺めながら、思い出すのは初めて会った日のこと。

　我ながら本当に子供だったと思う。〝ブス〟だなんて、思ってもいないことを言ってしまったのだから。

　本当は、その逆だった。大きなクリッとした目が愛らしいかわいい子。それが凛々子に抱いた第一印象だった。

　凛々子を目の前にしたら恥ずかしくなって、素直になれなかった。

　その後も凛々子と会う機会が増えるにつれて、俺の気持ちは大きくなるばかり。

　笑顔がかわいくて優しい。素直で一生懸命で、コロコロと変わる表情から目が離せなかった。

　凛々子のことが好きでたまらなくなる一方、恋心をこじらせていった。

　好きなくせに意地悪をしたくなる。好きな子ほどイジメたくなるという、思春期特有のものだったと思う。

　最初は好意的で会うたびに笑顔で話しかけてくれていた凛々子だったけど、少しずつ笑顔を向けてくれることはなくなり、会っても言葉数が減っていった。

　嫌われて当然だと思う。ブスなどと、心にもないことを何度も言っていたのだから。

　次第に俺も凛々子にどう接したらいいのか、わからなくなった。

　そのくせ気持ちは募るばかりで独占欲は増していき、凛々子が他の男と話しているところを見るとおもしろくなくて、さらに凛々子に冷たく当たったりもした。

　両親から凛々子との婚約の話を聞かされたのはそんな時だった。

　素直に嬉しかった。凛々子との将来が約束されたのだから。それに俺という婚約者がいれば、凛々子に近づく男を牽制できる。

　しかし、喜んでいたのは俺だけだった。

　それ以降凛々子は、俺によそよそしい態度をとるようになった。

　親に決められたから仕方がなく婚約を受け入れたように見えて、胸が痛んだ。

　そんな凛々子にどう接したらいいのか輪をかけてわからなくなり、必要以上に話をすることは減り、目さえも合わせられなくなる。

　何度か諦めようと思った。好きでいても、嫌われているのでは報われない。婚約したといっても、結婚したわけではない。

　きっとお互いに結婚の意志がなければ、両親も俺たちに無理強いはしないはず。

　それで何人かと関係を持ってみたが、どうしても凛々子が俺の中から消えてくれなかった。

　忘れようとすればするほど、彼女が心に刻まれていくようだった。

　嫌いになれないのなら、この恋を諦めなければいい。

　業務提携が絡んでいる俺と凛々子の結婚がたとえなくなったとしても、父さんたちは崩れるような関係ではない。でもそれを凛々子は知らない。

　両親想いの優しい凛々子のことだ、きっと自分から婚約破棄できないはず。

　今は婚約者として彼女を縛り、結婚したら少しずつ距離を縮めていけばいい。そしていずれ俺を好きにさせてみせる。

　そんな俺の決心を知った妹の千鶴には、呆れた顔で『初恋をこじらせた面倒な男』だと罵ののしられ、『今すぐにでも好きって伝えて、凛々子ちゃんに好きになってもらえるよう、挽回すればいいじゃない』と言われた。

　もっともだと思う。でもそれはできない。……ずっとずっと、好きだったんだ。想いを告げたら凛々子に対する愛情は歯止めが利かなくなり、彼女が嫌がることをしてしまうかもしれない。それだけは絶対に避けたい。

　だから永遠の愛を誓い、法的に自分のものにしてから、心も身体も俺だけのものにするつもりだった。

　そんな時だ、あいつが凛々子の心も身体も奪ったのは。

　あいつと出会ってから凛々子は変わった。俺と一緒にいてもどこか上の空で、時折スマホを見ては幸せそうな顔をする。

　悲しくなり、怒りが募る一方で、〝どれだけその男が凛々子を愛そうとも、最後に凛々子を手に入れるのは俺だ。だったらひと時だけでも凛々子との幸せな日々を過ごせばいい〟という歪んだ感情を抱きながら静観していた。

　そんなある日、深刻な顔をした千鶴から相談された。

　凛々子が相手を本気で好きなように、向こうも凛々子のことを愛していると思っていた。しかし違ったのだ。あの男は凛々子を愛してなどおらず、ただ利用しているだけだった。

　千鶴から聞いた時は、はらわたが煮えくり返る思いだった。

　凛々子の気持ちを利用して、なんて最低な男だろうかと。でも凛々子はそんな男を本気で愛していて、幸せそうで。

　千鶴に『お兄ちゃんが早く凛々子ちゃんに好きって言わないからだよ』と怒られたが、俺も千鶴も、ただ様子を見守ることしかできなかった。

　凛々子を悲しませたくなかったし、傷つけたくなかった。凛々子があいつを嫌いになれば一番よかったのに……。

「大切な両親を悲しませるとわかっていても、それでもあいつと一緒になりたかったのか？」

　深い眠りに就いている凛々子から、答えは返ってこない。

　今は俺の腕の中にいるけれど、水族館に向かうまでは不安でいっぱいだった。

　凛々子なら両親を裏切ることをしない、最終的には俺と結婚するはず。そう、高たかを括くくっていたんだ。

　でも違った。それほど凛々子はあの男に本気だったのだろう。

　ベンチに座ってひとり泣いていた凛々子を見た時は、胸が張り裂けそうだった。俺も凛々子をたくさん傷つけてきたくせに、都合がいいとわかっている。

　でも思ってしまったんだ。凛々子を傷つけていいのは、俺だけだと。

　凛々子の泣き顔を見て、彼女に対する恋心は制御不能となった。

　あれほど素直になれなかったのに、凛々子を早く手に入れたくて無我夢中で想いを伝えた。

　もう二度と悲しい思いをさせたくない。傷つけたことを後悔しているからこそ、凛々子を泣かせるようなことをしたくない。

　俺の手で凛々子を幸せにしてやりたいと。

「好きだよ、凛々子」

　彼女の身体を抱き寄せて、そっと愛の言葉を囁く。

　ずっと言いたかった言葉。これからは惜しげもなく伝えていこう。

　凛々子の温もりを肌で感じていると次第に眠気に襲われ、俺もゆっくりと眠りに就いた。

　次に目が覚めたのは、ごそごそと動く気配を感じてだった。

「んっ……」

　重い瞼まぶたを開けると、目の前には凛々子の愛らしい顔があった。俺が起きたことに気付くと、おもしろいほど狼狽うろたえ出す。

「あっ……あの、零士君」

　きっと、どうしたらいいのかわからないんだろうな。

　凛々子の気持ちを思うと笑みがこぼれる。

「おはよう、凛々子」

「……おはよう」

　ワンテンポ遅れて言った凛々子は、チラチラと俺を見る。

　こうして凛々子に笑顔を向けることは初めてだ。だから今までと態度が違う俺に戸惑っているのかもしれない。

「身体は平気？」

　気遣う俺に凛々子はやっぱり困惑した様子で「うん」と頷く。

　これはおそらく、昨日好きだと伝えた気持ちも信じてもらえていなそうだ。

　だけど当然のこと。今までさんざん凛々子には真逆の態度を取ってきたのだから。

　だったら俺の気持ちが伝わるまで、何度も告げればいい。凛々子が好きだと。

　いまだに戸惑っている凛々子の頬に触れると、びっくりして俺を見る。そんな彼女に伝えた。

「昨夜も言ったけど、もう一度言わせて。……凛々子のことが好きだよ。どうしようもないほどに」

「零士君……」

　凛々子はポツリと俺の名前を呟き、ジッと見つめてくる。

「初恋だった。ひとめ惚れだったと思う。でも子供だった俺は素直になれなくて、凛々子をたくさん傷つけてきた。……凛々子に嫌われていることもわかっている。当然だと思う。それだけ俺は凛々子にひどいことをしてきたのだから」

　今でも凛々子に対する態度の数々を思い出すと、後悔で押し潰されそうになる。

「でもこれからは絶対に凛々子を傷つけるようなことはしないと誓う。世界で一番大切にする。……だから凛々子にも、今の俺を見てほしい」

　凛々子に好いてもらえるよう努力する。変わった俺を見て、そして好きになってほしい。

　俺の気持ちを聞き、凛々子の瞳は大きく揺れた。

「あの、零士君……」

「ん？」

　話してくれるのを待っていると、凛々子は恐る恐る聞いた。

「いいの？　私で」

「凛々子じゃないとダメなんだ」

　すぐに答えたら、ほんのりと凛々子の頬が赤く色づいた。

　少しは伝わっただろうか。俺の気持ち。

　しかし凛々子の表情は曇り、視線を逸らした。

「本当にいいの？　だって私、文也のことを好きになって裏切ったのに。昨夜も零士君に当たってひどいことを言ったでしょ？」

　凛々子は本当に優しい子だな。あんなの、ひどい部類に入らないのに。それにお互い様だ。

「凛々子が俺を裏切ったというなら、俺だって凛々子を裏切っていた。凛々子を諦めるために、他の人と関係を持ったことがあるから。でも大切なのは過去ではない、今であり未来だ。この先俺と一緒に生きて、俺を好きになってほしい」

　ひと呼吸置き、真っ直ぐに凛々子を見つめた。

「凛々子が本当に好きになった相手と結婚したいと思うように、俺も好きになった相手と添い遂げたい。その相手は凛々子がいいんだ。……必ず幸せにする。だから俺と結婚してほしい。時間はかかるかもしれないけど、凛々子に好きになってもらえるよう、努力するから」

　必死になってカッコ悪いと思う。でもそうでもしないと、凛々子の心は手に入らないだろ？　今までが今までだったんだ。なりふり構ってなどいられない。

「だから凛々子、婚約を破棄するなんて言わないでくれ。俺は凛々子と結婚したい、夫婦になって長い未来をずっと一緒に寄り添っていきたい」

　何度諦めようと思っても、嫌いになることはできなかった初恋の子。今も好きでたまらなくて、きっと……いや、絶対にこの気持ちは一生変わらないと自信を持って言える。

「凛々子、俺と結婚してくれる？」

　尋ねても凛々子はすぐに答えてくれず、ただジッと俺を見つめ返すだけ。

「じゃあ聞き方を変える。昨夜、俺にキスされて抱かれて嫌だった？」

「えっ？」

　彼女の瞳に戸惑いの色が見え、俺はそこに付け込むように言葉を続けた。

「嫌じゃなかったなら、少しは好きになってもらえる可能性があるってことだよな？　結婚したくないなら、キスを拒否してよ」

「そんな」

　言葉を詰まらせる凛々子に顔を寄せる。そしてわざと凛々子の表情を見ながら近づいていくと、彼女は唇をキュッと噛んだ。

「ずるいよ、零士君」

　ムッとした顔で言われ、思わず笑みがこぼれる。

「ずるい手を使ってでも、凛々子と結婚したいからさ」

　クスクスと笑いながら頬にキスを落とす。

「んっ」

　甘い声をあげた凛々子に、愛しい気落ちが溢れ出す。

「凛々子……」

　ゆっくりと距離を縮め、拒否されたらという不安を抱きながら凛々子の唇を塞いだ。

　凛々子は俺の身体を押し返すことなくキスを受け入れてくれた。それがさっきのプロポーズの答え。

　嬉しくて何度も何度も凛々子と口づけを交わした。当然それだけでは足りなくて、「朝だから恥ずかしい」と言う凛々子を無視して抱いたのは言うまでもない。

　その後、凛々子がスマホに家からの不在着信があることに気付いた時、タイミングよく電話がかかってきた。

　無断外泊したことを、どう言い訳しようか悩む凛々子に代わって電話に出た。

　慌てる凛々子をよそに、俺はおばさんに昨日はふたりで遠出をして、そのまま俺の家に泊まったと説明をし、事後報告になってしまったことを謝罪した。

　だけど咎められることはなく、むしろ今まで婚約しているのに会う時間が少ない俺たちを心配していたようで、大喜びしていた。

　そのまま凛々子を自宅に送り届けると、すぐに帰してもらえず、夕食までご馳走になってしまった。

　連絡を受けたおじさんも早くに帰宅して食事を楽しむ中、凛々子だけは終始戸惑っていたけど。

　でもこうして外堀から埋めていくのもいい。




「さすがですね、久世先輩。今日の相手はなかなか手強いって有名なのに、あっさり落とすんですもん。俺、隣で聞いていて惚れちゃいそうでしたよ」

「なんだよ、それ」

　次の日。営業先の帰り道に言われた後輩の言葉に笑ってしまう。

　今日の商談がうまくいったのは、凛々子とのことがあったからかもしれない。

　彼女との未来が見えてきたんだ、凛々子を幸せにするためにもよりいっそう仕事に精進しないといけない。

　その責任感もあったと思う。今日の商談は絶対に成功させたいと思ったんだ。

「本当ですよ。あーあ、どうして世の中はこうも不公平なんですかね。久世先輩のようにカッコよくて仕事もできて、おまけに大企業の御曹司。そんでもってかわいい婚約者がいるっていうじゃないですか。一方で俺は冴えないし仕事もデキないし、彼女もいない。家も一般家庭。なんでしょう、この差は」

　深いため息をこぼして落胆する後輩に、苦笑いする。

「いや、案外世界は公平に回っているよ。お前が思っているほど、俺は幸せじゃない」

　富や名声を得たとしても、本当に欲しいものが手に入らなければ意味がない。それも幼い頃からずっと欲していたものが。

「えぇー、俺を慰めるための、でまかせじゃないですか？　誰がどう見たって久世先輩は幸せそのものじゃないですか」

「そうとは限らないさ。それに幸せの秤はかりは人それぞれ違うからな」

　裕福な暮らしをしていたって、大切な人とともに過ごせなければ幸せだと思えない。

「くぅー！　そういうところがずるいんですよ！　なんですか、〝幸せの秤は人それぞれ違う〟って。最高にカッコいいですよ！　今度俺、使わせてもらいます」

「おい」

　突っ込みを入れながらも笑ってしまった。

　でもやりがいのある仕事に就くことができ、将来は会社のトップに立つことが決まっている。

　後輩もいい奴で、先輩や同僚も尊敬できる人ばかり。そう思うと俺は幸せなのかもしれないな。

　会社に戻って上司に報告をし、一昨日休日出勤したこともあり、この日は定時で会社を後にした。

　真っ直ぐ帰宅すると、コンシェルジュから部屋で千鶴が待っていると報告を受けた。

　きっと凛々子の話だろう。俺とのことを千鶴に相談すると予想はしていた。そして、話を聞いた千鶴が俺を訪ねてくるとも。

　しかしこれほど早く来るのは、少し予想外だったが。

　明かりが灯った部屋のドアを開けて「ただいま」と言えば、リビングから千鶴が勢いよく飛び出してきた。

「お帰り、お兄ちゃん！　待ってたよ！」

　とびっきりの笑顔で駆け寄ってくると、俺の前で立ち止まり、ニヤニヤし出した。

「なんだよ、その顔は」

　文句を言いながらジャケットを脱いで廊下を進んでいくと、すかさず千鶴も追ってきた。

「もう、とぼけちゃって！　凛々子ちゃんから聞いたよ～！　やっと！　やっと告白したって。ふふふ、凛々子ちゃんすごく戸惑っていたけど、あれは脈ありだね」

「そうなのか？」

　リビングに入ったところで足を止めて聞くと、千鶴は片眉を上げた。

「自信持って言えるよ。凛々子ちゃん、お兄ちゃんのことを意識してるって」

　俺とは違い、幼い頃から凛々子と仲が良かった千鶴に言われると、信しん憑ぴょう性が増す。

「それに安心したよ。あいつにひどい振られかたをされたことより、お兄ちゃんで頭がいっぱいって感じだったから。このままあいつを早く忘れてほしいな」

「……そうだな」

　千鶴は凛々子をとても大切に思っている。その気持ちが伝わってきて、ポンと千鶴の頭を撫でた。

「やだ、やめてよ気持ち悪い！」

「気持ち悪いはないだろ」

「お兄ちゃんに頭をポンとされても、寒気しかしないし」

　あんまりじゃないか？　昔はお兄ちゃん、お兄ちゃんと言って俺の後ろをついてきたというのに。

　カバンを置いてソファに腰かける。窮屈なネクタイを緩めていると、千鶴も俺の隣に腰を下ろした。

「話は戻るけどさ、お兄ちゃん頑張ったね」

　まるで子供を褒めるような言い方に顔が引きつる。そんな俺を見て千鶴は笑った。

「だって本当のことでしょ？　ヘタレで意気地なしだったお兄ちゃんが、凛々子ちゃんのピンチに駆けつけて、ベストタイミングで告白しちゃってさ。ある意味ずるいよねー」

「なんとでも言え」

　ぶっきらぼうに言うと、千鶴は含み笑いをした。

「だけど意地もプライドも捨てたプロポーズだったからこそ、凛々子ちゃんにお兄ちゃんが本気だって伝わったみたいだよ。……あんなお兄ちゃん、初めて見たって言っていたもの」

　いったい凛々子は千鶴にどこまで話したのだろうか。もしかして全部？

　凛々子と千鶴の仲が良いのはいいことだけど、いろいろと筒抜けなのは非常にいたたまれないものがある。

　返す言葉に困っていると、千鶴はゆっくりと立ち上がった。

「とにかく告白をした以上、絶対に凛々子ちゃんを振り向かせてよね。それでお兄ちゃんが凛々子ちゃんを幸せにしてあげて。……お兄ちゃんがどれほど凛々子ちゃんを好きか、私が一番よく知ってるもの。お兄ちゃんになら、安心して凛々子ちゃんを任せられるしね」

　そう話す千鶴に頬が緩む。

「お前は凛々子の母親か？」

「気分はそうかな？」

　俺も立ち上がると、千鶴は人差し指を立てた。

「凛々子ちゃんを泣かせたら許さないからね！　……凛々子ちゃんの好きな人と結婚したいって願いを、絶対に叶えてあげて」

「……あぁ、約束する」

　その願いは俺自身の夢でもあるから。

　俺の答えを聞くと千鶴は満足げに頷いた。

「ん、それを聞いて安心した。私にできることなら、なんでも協力するから。いつでも言ってね」

「サンキュ」

　我が妹ながら心強い。

「あ、もちろんあいつへの制裁は忘れないでよね。たとえばほら、こういう時こそお兄ちゃんの立場と権力をフル稼働して、あいつが就職できないよう手回しするとか」

　前言撤回。我が妹ながら恐ろしい。にこにこ笑いながら随分と怖いことを言うものだ。

　本音を言えばそれくらいの制裁を与えてやりたいくらいだが、相手がどんな人間だろうと、自分の立場を利用して人の人生を壊す真似は絶対にしたくない。

「制裁などするわけがないだろ？　それに因果応報で悪いことをしたら必ず自分に返ってくる。それはあいつも例外ではないはずだ」

　そう言えば、千鶴は目を丸くさせた。

「なるほど、そうだよね。凛々子ちゃんにひどいことをしたんだもの。あいつにも同じくらいつらい思いをする日が絶対にくるよね」

「あぁ、俺はそう思う」

　俺の話に納得した千鶴は、「早く凛々子ちゃんに好きになってもらってよね」と再三言って帰っていった。

　タクシーに乗せて見送った後、千鶴の言葉を思い出す。

「好きな人と結婚したいって願いを、絶対に叶えてあげて……か」

　叶えてやりたいよ、その夢を。

　そのためにも凛々子に好きだと伝え続けよう。

　そう心に誓った。




　それから結婚までの半年間はあっという間に過ぎていった。

　一夜をともにしたことは、おじさんとおばさんからうちの両親にも伝わり、すっかり俺たちが相思相愛の仲だと確信した両親たちは、結婚が近いこともあり大盛り上がり。当初予定していた通り結納も済ませ、そして桜の花びらが舞い散る季節となった、大安吉日。俺と凛々子の結婚式は盛大に行われた。

　俺は神様の前で誓った。凛々子を世界で一番幸せにすると。










新婚旅行で知る、旦那様の一面




　人生で一度きりの結婚式だったのに、なんだかあっという間だったな。

　結婚式を挙げたホテルのスイートルーム。浴室も豪華で浴槽には薔ば薇らの花びらが浮かんでいる。香りを楽しみながらゆっくりと浸かり、今日一日のことを思い出していた。

　最後に熱いシャワーを浴びて浴室を出ると、洗面台に映る自分の姿が目に入る。

　あれほど零士君のことが苦手で、好きになった相手と結婚したいと思っていたのに。

　この半年間、本当にいろいろなことがあった。

　家族を捨ててまで一緒になりたいと思っていた文也に振られ、その日のうちに零士君と関係を持ってしまった。

　最初は信じられなかった。零士君に好かれていたなんて。ずっと嫌われていると思っていたもの。

　好きだと言われた時は耳を疑い、からかわれているのかと思った。落ち込む私を見て、おもしろがっているのかも……なんて、ひどいことも考えてしまった。それほど信じられないことだったから。

　でも零士君に何度も好きだと伝えられ、必死に結婚してほしいと懇願されて気付いた。冗談でも嘘でも、からかっているわけでもない。本気なんだって伝わってきた。

　それを知ったら、ますます私は戸惑った。それからの零士君は、まるで人が変わったようだった。

　優しくて会うたびに好きって伝えてくれる。そのくせ、一度関係を持ったというのに、『結婚するまでは、ちゃんとケジメをつけたいから』と言って、今日まで一度も私に触れてこない。キスさえもしないのだ。

　すごく大切にされていると実感できて、どう接していいのかわからなくなった。

　なにより私は失恋したばかり。それなのに零士君にドキドキしているのはおかしくない？

　そんな自分が嫌で千鶴ちゃんに相談するも、『すぐに冷める恋もあれば、永遠に燃える恋もあるんだから、気にすることない』なんて言われてしまった。

　でもやっぱり気になっちゃうよ。

　文也を好きでたまらなかったはずなのに、零士君に抱かれて彼のことで頭がいっぱいになってしまった。

　まだ不確かな想いではあるけれど、零士君と一緒にいても嫌な気持ちにならない。

　こんなに簡単に気持ちって変わるものなの？　この先、たとえ誰かを好きになっても、また心変わりしそうで怖い。

　そう思うと、零士君とのことになかなか前向きな気持ちになれずにいた。

　だけど周りは待ってくれず、結納に結婚式の準備と目まぐるしい日々が過ぎていき、今日を迎えてしまった。

　広々とした浴室からは夜景が見渡せて、とっても素敵だった。でも当然景色を楽しむ余裕などなく、これからのことを考えると緊張とドキドキでおかしくなりそう。

　結婚式を済ませて宿泊先がスイートルームだもの。……するよね、絶対。

　半年前にもしたけど、だいぶ間が空いちゃっているし、あの時は失恋直後で投げやりになっていたところもあったし。

　だから改まって考えると、顔から火が出そうなほど恥ずかしくなる。

　なんてことを裸のまま考えていたらすっかり湯冷めしてしまい、寒さで身震いした。

　急いで下着をつけて、ふわふわのバスローブを羽織る。そして髪を乾かそうとした時、ドアをノックされた。

「凛々子、出た？　だいぶ時間がかかっているけど、もしかしてのぼせたのか？」

「ううん、大丈夫。心配かけてごめん。髪を乾かしたら終わりだから」

　ドライヤーを手に取ってコンセントにプラグを入れると、同じバスローブ姿の零士君が入ってきた。

「よかった、なにもなくて。髪なら俺が乾かしてやるからおいで」

「え？　あっ」

　零士君はプラグを抜き、ドライヤーを持っていってしまった。

　後を追っていけば、零士君は私にベッドに腰かけるよう促す。

「ほら、早く乾かさないと風邪を引くぞ」

「……うん」

　言われるがまま腰かけると、零士君は私の背後に回り、髪を乾かし始めた。

　美容師さんに髪を乾かしてもらう時はなんとも思わないのに、相手が零士君だと緊張する。

　手つきがぎこちなくて、それがくすぐったくてたまらない。でも嫌じゃない。不思議と心地よい。

　複雑な気持ちに悩まされていると、零士君が口を開いた。

「そんなに緊張しないでくれ。悲しくなるだろ？」

「えっ？　いや、その……」

　どうやら私の緊張は、零士君に伝わっていたようだ。

「よし、終わったよ」

「ありがとう」

　コンセントからプラグを抜いて、ドライヤーをベッドサイドに置くと、零士君は後ろから私を抱きしめた。

「れっ、零士君？」

　突然の抱擁に戸惑いを隠せない。バクバクとうるさい心臓。すると零士君はクスリと笑った。

「だからそんなに緊張しないでくれって。……大丈夫、なにもしないから」

「――え」

　だって今日はいわゆる結婚初夜だ。それなのに、なにもしないの？

　びっくりして彼を見れば、至近距離で目が合ってドキッとしてしまう。だけど少しでも動けばキスしちゃいそうで、微動だにできない。

　トクン、トクンと胸が高鳴る中、零士君は真剣な顔で言った。

「凛々子が俺を好きになってくれるまでなにもしない。……いや、例外はあるな。凛々子からしたいって言われたら、迷いなく襲うと思うし」

　最後は冗談交じりに言って笑う零士君。

　もしかして私の緊張を解こうとしてくれている？

「でも今夜は凛々子が俺のものになった特別な日だから、こうして抱きしめることだけは許して」

　甘い言葉を囁くと、さらに抱きしめる腕の力を強めた零士君に胸がキュンとなる。

「……うん」

　返事をするだけで精いっぱいだった。

　どうして零士君に触れられると、こんなにドキドキするんだろう。そしてなんで嫌じゃないのかな？

　やっぱり私、零士君に惹かれているの？　つい半年前まで文也のことが好きで、零士君のことなんてあんなに苦手だったのに。

「そろそろ寝ようか。明日も早いし」

「うん」

　そうだ、明日から二週間の新婚旅行に出かける。

「おやすみ、凛々子」

　ベッドの中に入ると、零士君はそう言って私の身体を抱きしめた。

「おやすみ」

　とはいっても、なかなか寝付けそうにない。でも零士君からはすぐに規則正しい寝息が聞こえてきた。

「零士君？」

　そっと名前を呼ぶものの、反応がない。

　疲れているよね。結婚式には零士君の会社関係者が多く出席していたもの。常に誰かしら彼に挨拶に来ていたし。

　そんな中でも、零士君は結婚式中ずっと私を気遣ってくれた。

「どうしてそんなに変わっちゃったの？」

　変わらずにいてくれた方がよかった。そうすれば、この結婚も仕方がないことだと受け入れ、こんなにも思い悩むことはなかったのに。

　大切にされて愛されて、どうすればいいのかわからなくなるよ。

　身体は疲れているはずなのに、その後もなかなか眠ることができなかった。




「……子、凛々子」

　何度も名前を呼ばれゆっくりと瞼を開けると、そろそろ着陸態勢に入るというアナウンスが流れていた。

「やっと起きたか。座席を戻してシートベルトを締めるぞ」

「あ、うん。ごめん」

　我に返り、急いで座席を戻せば、零士君は私に代わってシートベルトを締めてくれた。

　昨日、羽はね田だを発って約十二時間。そろそろ新婚旅行の最初の目的地である、フランスのパリに到着する。

　出発日の前夜、あまり眠れなかったから飛行機の中でぐっすりと眠ってしまった。

　その私の隣で、どうやら零士君は仕事をしていたようだ。……なんだか申し訳ない。

　手帳や資料を片づけて、自分のシートベルトを締めると、零士君は嬉しそうに呟いた。

「楽しみだな、旅行」

　その言葉通り、零士君は随分と前から旅行の準備を進めていた。せっかくの新婚旅行なんだから、私の行きたいところへ全部連れていきたいと言って。

　ヨーロッパは仕事や家族でよく訪れている零士君とは違い、私は一度しか来たことがない。それも高校の修学旅行でだ。

　実はお母さんが大の飛行機嫌いで、家族で海外旅行をしたことがなかった。旅行と言えば専もっぱら近場の国内だったから。

　そんな我が家の事情を知る零士君は、私を楽しませたいとフランス、そしてこの次に行く予定のイタリアのガイドブックを大量に買い込み、有名な観光地から名物料理、おすすめスポットまでピックアップしてくれた。

　すごく楽しそうに旅行の計画を立てる零士君に、私はなんとも言えない気持ちになった。

　自分のためにやってくれているのだから、素直に言えば嬉しい。でも零士君が私を喜ばせるために行動してくれることに、やっぱり慣れなくて変な感じがするし、なにより卒業を控えた学生の私とは違い、彼は社会人で超多忙。

　そんな中、結婚式の準備も一緒にやってくれたのに、旅行の計画までさせてしまうことに申し訳ない気持ちもあった。

　もちろん私が計画を立てると何度も言った。だけど決まって彼は『楽しいから苦じゃない、これは俺にやらせて』って言ったんだ。

「着いたらさっそく観光するぞ。時間はいくらあっても足りないくらいだ」

「えっ？　二週間近くあるのに？」

「あぁ」

　いったいどんなスケジュールを組んだんだろう。

　ちょっぴり不安になりつつ、飛行機は無事に着陸した。

　入国審査を経てパリの街に降り立った。まずは荷物を宿泊先のホテルに運んでもらえるよう手配をして、さっそく観光に乗り出した。

「うわぁ、すごい」

　パリ観光で代表的な移動手段であるトラム、いわゆる路面電車に乗って、石造りの重厚な街並みが見えてくると思わず声が漏れる。

　高校生の頃に訪れた時も感じたけど、古きよきパリの街並みは本当に美しい。〝花の都〟と呼ばれているだけあるよね。

　まるで子供のように興奮し、次々と移ろいゆく景色を眺めていると、隣からは「クククッ」と笑い声が聞こえてきた。

　零士君を見れば、口元に手を当てて必死に笑いをこらえている。

　やだ、私ってば零士君がいることも忘れてすごくはしゃいでしまった。

　一気に恥ずかしくなり、姿勢を戻す。すると零士君は意地悪な顔をして聞いてきた。

「いいの？　景色を見なくて」

「うん、大丈夫」

「子供みたいにはしゃぐかわいい姿をもっと見たかったのに」

「……っ」

　ムッとなって彼を見れば、零士君は意地悪な顔をしたまま私を見つめていた。

「凛々子が楽しそうだと俺も楽しいからさ。俺のこと気にせずはしゃいでいいよ？」

「気にするよ」

　そんな顔で見つめられたら余計に。

　唇を尖とがらせて文句を言うと、零士君は顔をクシャッとさせて笑った。

「アハハッ。そっか、ごめんごめん」

　そう言って頭を撫でられたら、ますますおもしろくない。

　ジロリと睨めば、零士君は嬉しそうに目を細めた。

「凛々子には悪いけど、そうやって感情を露わにしてくれることがすごく嬉しいんだ。……これまでは凛々子、常に俺の様子を窺って、いつも無理して笑っていただろ？　だから素の凛々子を見せてくれてすごく嬉しい」

　そういえば私、いつから零士君に対して、気遣うことも無理して笑顔を取り繕うこともしなくなったんだろう。

　それに今、彼に対してムスッとしたところを見せちゃったよね？　本当、半年前の自分には想像さえできないことだった。

　でもそれが嬉しいだなんて――。

　優しく微笑む彼を見たら、さっきまで感じていた苛いら立だちなど消えてしまう。

「これからも俺の前でだけは、ありのままの凛々子でいてほしい。俺も凛々子の前では、もう自分を偽らないから」

　零士君は私の肩に腕を回して、自分の方に引き寄せた。

「素直な想いを凛々子に伝え続ける。今はこうして凛々子と新婚旅行に来られていることが、たまらなく幸せだよ」

　しみじみと言われると、恥ずかしくて顔が熱くなる。

　愛の言葉を囁かれることに慣れない。その相手が零士君だから。

　なんて返したらいいのかわからない。そんな私に気付いたのか、零士君は髪を撫でながら「大丈夫、凛々子がなにも言わないのは照れているからだって、ちゃんとわかっているから」と言われてしまった。

　彼に肩を抱かれて路面電車に揺られること数分。降りてから坂道を上って向かった先はモンマルトルの丘。

　パリで一番大きな丘だ。そこに建つのは、気品あふれるサクレクール寺院。

　内部に入ると、天井が高くて正面には荘厳なモザイク画が描かれていた。

　そしてドームに上ると、パリの絶景が広がる。

「素敵」

「あぁ。何度見てもパリの風景は飽きないな」

　肩を並べ、しばし綺麗な街並みを眺める。

「さて、そろそろ次へ行こうか。テルトル広場やモンマルトル墓地にも行くんだろ？　それにお土産屋も見たいって言ってたし」

「うん、見たい」

　すぐさま言えば、零士君は微笑んだ。

「よし、じゃあ行こう」

　そう言って零士君は強く私の手を握った。

　その後も観光を続け、一日目はあっという間に終了。この日は疲れ果てて早々と眠ってしまった。

　そして迎えた二日目は、マレ地区にやって来た。十七世紀の邸宅が残る優美な地区だ。

　パリの歴史がわかる美術館などはもちろん、最近ではグルメやショッピングも楽しめる。

「うわ、すごいボリュームだな」

「うん、でもこれお肉はいっさい使われていないんだって」

　食べ歩きフードの定番として有名な、ファラフェル。ひよこ豆で作ったコロッケのピタパンサンドを買った。

　ガイドブックを見て絶対に食べたかったものだ。

「んー、美味しい」

　きゅうりやキャベツも奥に詰められていて、それがソースとよく合う。

「意外とうまいな」

「うん。あ、ここのお店のパンも美味しそう。零士君、食べてもいい？」

「いいけど、お腹大丈夫か？」

「大丈夫」

　楽しくて無意識のうちに零士君の手を引いていた。そしてそのことに気付かないままパン屋に着くと、ここでやっと事態を把握する。

　私に手を握られた零士君はご満悦。

「あっ、ごめん！」

　慌てて手を放そうとするも、零士君はそれを許してくれず、強く手を握られた。

「放さないでよ。せっかく凛々子から初めて手を繋いでくれたのに」

「それはっ……だから、ごめんって」

　謝罪の言葉を繰り返すと、零士君は首を横に振った。

「嬉しいから謝らないでほしい。行こう、大好きなクロワッサンが食べたいんだろ？」

「どうしてそれを？」

　びっくりして目を見開くと、零士君は「しまった」と言うように、顔をしかめた。

「いや、その……実は千鶴からいろいろと凛々子のことを聞いていて」

「千鶴ちゃんから？」

「あぁ。好きな食べ物や嫌いな食べ物とかはもちろん、些細なことでもいいから知りたくて、昔から凛々子のことを教えてもらっていたんだ」

　昔からっていったいいつからだろう。だって幼い頃からずっと嫌われていたと思ったのに。本当に違ったんだね。

　改めて実感していると、零士君は気まずそうに俯うつむいた。

「悪い、気持ち悪いよな」

「え？　どうして？」

　キョトンとなる私に零士君は続ける。

「陰でコソコソと凛々子のことを聞いていたんだぞ？　普通は不快に思うだろ」

　そういうものなの？　だけど不思議と私は零士君の言う感情を抱かないよ？

「普通がどうなのかわからないけど、私は全然思わないよ？　ただ、千鶴ちゃんがなにを話したのか気になるし、もし恥ずかしいことを言われたら嫌だから、これからは千鶴ちゃんにじゃなくて、私に聞いてほしい」

「凛々子……」

　目を丸くする零士君に、私自身がもっと驚きを隠せずにいた。

　私って零士君に対して、こうもはっきりと物申せたの？　いや、違う。零士君が変わったから、私も変われたんだ。

　零士君が優しくて私の意見を尊重してくれる。だから安心して素の自分でいられて、思ったことを素直に伝えられているんだと思う。

「わかったよ、じゃあこれからはなんでも凛々子に聞く。凛々子も俺のことで聞きたいことがあったら、なんでも聞いてくれ。凛々子には正直に話すから」

　柔らかい笑顔で話す零士君に、胸が苦しくなる。

　それでもどうにか「うん」と返すと、彼は私の手を引いた。

「じゃあ今度こそ買いに行こう。でもランチも予定しているから、食べすぎるなよ？」

「うん、わかった」

　おどけて言う零士君につられて、笑ってしまった。

　クロワッサンと気になったパンを二個選んで、会計は零士君が対応してくれた。

　それというのも零士君はフランス語もペラペラだからだ。私も英語ならある程度スムーズに会話ができるけれど、フランス語は無理だった。

　観光に必要な最低限の言葉しか話せない。

　隣で終わるのを待っていると、なにやら零士君はフランス語で店主と話している。

「お待たせ。この辺でゆっくり食べられる場所を聞いたから、そこに行こう」

「うん」

　やって来たのはヴォージュ広場。その芝しば生ふの上に座ってさっそく焼き立てパンをいただく。

「クロワッサン、すっごいサクサクしているな」

　私もちょうど頬張っているところで声が出ず、何度も首を縦に振った。

「ハハッ。凛々子、ハムスターみたいだな。頬張りすぎ」

　どうやら口にパンが付いているようで、零士君が取ってくれた。

「ごめん、ありがとう。……あまりに美味しくて」

　正直に言うと、零士君は優しく微笑む。

「それならよかった。俺のも食べる？」

「えっ？　ううん、大丈夫！　ランチ食べられなくなっちゃうし」

「ちゃんとそこは理解してるんだな。えらいえらい」

　子供を褒めるように頭を撫でられ、なんだかおもしろくない。

「零士君、私のこと子供扱いしすぎだよ」

「違うよ、かわいいから愛でているだけ」

　それが子供扱いって言うんじゃないかな？

　そんな時、彼のスマホが鳴った。すぐに電話の相手を確認すると、表情が一変する。

「ごめん、会社からだ。少し出てきてもいい？」

「うん、もちろん」

　私の了解を得ると零士君は立ち上がり、少し離れた場所に移動した。

　真剣な顔で話している。新婚旅行中に電話をかけてくるくらいだもの、なにかトラブルでもあったのかな？

　そういえば私、零士君が営業の仕事をしているってこと以外、なにも知らない。

　彼の好きな食べ物もよく聞く音楽も、趣味や特技もなにも。

　そういう会話をいっさいしてこなかったのだから、当然といえば当然だ。でもなぜすごく寂しく感じてしまうのだろうか。

　その答えが見出せずにいると、電話を終えた零士君が戻ってきた。

「ごめん、凛々子」

「ううん。……仕事、大丈夫だったの？」

「あぁ、大丈夫。早く食べて次行こうか」

「そうだね」

　仕事の話をされても、私にわかることなんてなにもないもの。零士君が話してくれなくて当たり前だ。

　ヴォージュ広場を後にして徒歩で移動していると、目に入る建築物について零士君が説明してくれた。

　仕事でパリを訪れるたびにガイドしてもらっていたから、自然と覚えてしまったそう。

　私はずっと、大学を卒業したら零士君と結婚するものだと思っていたし、文也と出会ってからも、家を追い出されてもどうにかなるって安易な考えでいた。

　でも仕事をするって、とても大変なことだよね。責任が生まれるもの。

　それはどんな仕事も同じだと思う。それなのに私ってば、文也がいれば、なんでも乗り越えられる！なんて、夢みたいな気持ちでいた。

　冷静になって考えれば、そう簡単に生きていけるわけがないのに。

　反省していると、零士君があるショップの前で足を止めた。

　そこはジュエリーショップで、店頭の窓ガラス越しに見える商品をジッと見つめる彼に、「零士君？」と声をかける。

　すると零士君は私の様子を窺いながら聞いた。

「嫌なことを思い出させて申し訳ないけど、聞かせてほしい。……凛々子はあいつにこういった物をプレゼントされたことがあるのか？」

「えっ？」

　零士君に聞かれて並んでいる商品に目を向けると、そこには指輪やネックレス、イヤリングといった身につけられるアイテムが並んでいる。

「ううん、ないよ」

　一度も文也から高価なプレゼントをされたことなどなかった。誕生日やクリスマスは、ふたりでどこかに出かけてそこの入場料などを払ってもらうのが、プレゼントみたいな感じだったから。

　学生同士だし、それが普通だと思っていたけど、周りはそうじゃなかったよね。

　バイトしていればそれなりに収入があるもの。恋人ならなにかしらプレゼントし合って当然だったのかも。

　本当に私ってば、初めての恋に浮かれていたんだろうな。よく考えれば、文也が私を愛していないことに気付けたはずなのに。

　自分に情けなくなっていると、零士君は私の手を引いてショップに入った。

「え？　零士君？」

「好きなものを選んで」

　びっくりする私に零士君は続ける。

「あいつに凛々子の初めてをすべて奪われたと思ったけどさ、違ったと思うと嬉しくて。……凛々子に初めてプレゼントする権利を俺にくれ」

　なにそれ。〝初めてプレゼントする権利を俺にくれ〟だなんて――。

　胸が苦しくてたまらない。

「指輪なら婚約指輪と結婚指輪があるし、イヤリングやブレスレットとかどうだ？　もちろんネックレスでもいい」

　そう言うと零士君は私に似合いそうなものを、真剣に選び始めた。

　その姿に心が温かくなりながら、私も商品に目を向けた。

　斬新なデザインのものから、宝石が大きくあしらわれたものまで数多くある。どれも素敵。

　しかし、ふと値段を見て目を疑った。

　え？　ちょっと待って。ユーロを円に計算し直してみると、とんでもない金額だよね？

「凛々子、これなんてどうだ？」

　彼が指差しているのは、ピンクダイヤモンドが使用されたネックレス。思わず値段を見ると、これも高価なものだった。

「えっと……」

　すごくかわいいと思うけど、それを素直に伝えたら買っちゃいそうだよね。

　返答に困っていると、私が考えていることがわかったのか、零士君は眉間に皺を刻んだ。

「値段を気にしているだなんて言うなよな。それくらいの甲斐性はある。初めてのプレゼントなんだ、凛々子が本当に気に入ったものを贈りたい」

　それを言われたら、「高いからいいよ」だなんて言えない。

「えっと……じゃあ、それがいいな」

　それはさっき零士君が選んでくれた、ピンクダイヤモンドのネックレス。

「それでいいのか？」

「うん」

　私もかわいくて気に入ったし、なにより零士君が選んでくれたものだから。

「わかった」

　そう言うと零士君は店員を呼び、フランス語で話し始めた。

　そして綺麗にラッピングしてもらったものを、私にプレゼントしてくれた。

「ありがとう、零士君。大切にするね」

「あぁ」

　不思議。どうしてこんなに嬉しいんだろう。

　喜びを噛みしめるように、ネックレスが入った紙袋をギュッと抱きしめた。

「じゃあ次、行こうか」

「うん」

　それからも、マレ地区を満喫した。




　新婚旅行は、零士君が組んでくれたスケジュールのおかげでフランス、そしてイタリアを思う存分楽しんだ。

　そんな楽しい時間はあっという間に過ぎていった。イタリアを訪れるのは初めてで、有名観光名所を中心に回っていく。

　コロッセオやトレヴィの泉。ベネチアの美しさを味わえるゴンドラクルーズに、美味しいイタリア料理やジェラートなど。

　そしてもちろん、イタリアの芸術にも触れ、多くの歴史も学ぶことができた。

　中でも感動したのは、本場のオペラ鑑賞。零士君が新婚旅行の日程が決まるとすぐにチケットを手配してくれていて、有名な演目を鑑賞した。

　それが、新婚旅行最後の夜。ミラノ・スカラ座からホテルに戻っても興奮冷めやらず。テラスに出てミラノの街並みを眺めながら、零士君とシャンパンを楽しんでいた。

「私、オペラ鑑賞って実は初めてで楽しめるか不安だったんだけど、圧倒されちゃった。ありがとう、連れてきてくれて」

「どういたしまして。凛々子に楽しんでもらえたなら本望だよ」

　旅行中ずっと向けられていた優しい笑顔に、胸がきゅんとなる。

　この日のために私に似合うドレスも用意してくれていた。そして胸元には、フランスでプレゼントしてもらったネックレスが輝いている。

　零士君もタキシードを着ていて、それがまたすごく似合っていてカッコいい。

「寒くないか？」

「うん、平気」

　テラスにあるベンチに並んで腰かけ、ミラノの夜景を目に焼きつける。

　正直、二週間も零士君と過ごせるか不安だったけど、そんなの杞憂だった。楽しくてあっという間だったよ。

「なぁ、凛々子。この二週間、俺はちゃんと凛々子を楽しませることができた？」

　不安げに聞いてきた零士君に、すぐさま答えた。

「もちろんだよ。すごく楽しかった」

「そっか」

　私の答えを聞き、零士君はホッとした顔をする。

　本当に楽しかった。それと、零士君のことをたくさん知ることができた。

　優しいけど時々意地悪で、でも一緒にいると大切にされているのが伝わってくる。

　フランス語だけではなく、イタリア語も堪能でびっくりしたけど、中国語などもマスターしていると聞いて、さらに驚いた。

　グローバルな企業へと成長していることから、今後はマレーシア語や韓国語も習得したいと言っていた。

　それだけでも零士君がどれだけ仕事に対して真摯に取り組んでいるのかわかり、私の中で零士君に対する印象はこの旅行で大きく変化したと思う。

　それに手を繋ぐこと以上のスキンシップを求めてこない。

　ホテルのベッドが一緒でも、仕事をするからと私を先に寝かせ、同じ時間に寝ても零士君は「おやすみ」と言って、すぐに寝ちゃうもの。

　結婚式の日の夜に言っていたように、零士君は私が自分を好きになるのを待ってくれているんだと思う。

　それがますます本気で愛されていることを実感させ、私の胸を苦しくさせる。

　ジッと彼を見つめていると、視線に気付いた零士君は頬をかいた。

「あんまり見ないでくれ。……凛々子に見つめられるといろいろと困る」

「困るって？」

　小首を傾げる私を零士君はチラッと見た。

「理性を抑える自信がなくなるってこと。だから凛々子を好きだと自覚してから、目を合わせないように必死だったんだ」

　嘘。それじゃ昔からずっと目を合わせてくれなかったのは、そういう理由からだったの？

　ますます視線を逸らせなくなると、零士君は私との距離をグッと縮めた。

「だからあんまり見るなって言ってるだろ？　そんなに見るなら、キスするぞ」

「えっ？」

　ドキッとすれば、零士君はそっと私の頬に手を当てた。

「言ったよな？　例外はあるって。凛々子にしたいって言われたら俺、自分を止める自信なんてないよ。だから早く俺から目を逸らしてよ」

「……っ」

　無理だよ、そんなのできない。……だって私、零士君とキスしてもいいと思っている。

　本当に信じられない。零士君に対してこんなことを思うなんて。

　でも自分に嘘をつきたくない。たくさんの想いを伝えてくれた零士君に、自分を偽りたくないもの。

　壊れてしまいそうなほど速く脈打つ心臓。どうにか必死に声を絞り出した。

「目、逸らさないよ」

　震える声で言うと、零士君は目を丸くした後、苦しげに顔を歪めた。

「そんなこと言って、後からやめてって言っても止める自信なんてないからな」

　早口で捲まくし立てて、零士君は早急に私の唇を塞いだ。

　余裕のない荒々しいキスに胸が跳ねる。

　後頭部に手が回り、よりいっそう引き寄せられると口づけも深さを増した。

「んあっ」

　思わず声を漏らしてしまう。

　その声に触発されたように零士君は私の口をこじ開ける。

　彼の舌が入ってきて、私の舌を執拗に責め立てていく。

　そうなるともうなにも考えられなくなる。零士君のことで頭の中はいっぱいだ。

　次第にお互いの息は上がっていき、零士君は名残惜しそうにゆっくりと離れていった。

　でも少しでも動けばまた唇が触れてしまいそうな距離間に、瞬まばたきさえもできなくなる。

　だって私を見つめる彼の瞳は熱を帯びていて、男の色気を含んでいるから。

　また目が離せなくなっていると、零士君は擦かすれた声で囁いた。

「この後はどうするか、凛々子が決めて」

「……えっ」

　聞き返すと零士君はリップ音を立ててキスを落とした。

「凛々子の嫌がることはしたくない。だから凛々子からお願いしてよ」

「そんなっ……！　無理だよ」

　恥ずかしくて言えない。

　パッと視線を逸らすと、零士君は素早く私の腰に腕を回した。

「逃げるなよ、凛々子。嫌ならちゃんと俺を拒絶しろ」

「そんな」

　がっちり身体をホールドされ、身動きが取れない。

「答えて、凛々子。……このまま続けてもいい？　凛々子のこと、めちゃくちゃに抱きたい」

　色っぽい声で囁かれ、ゾクリとする。

　無理だよ、言えない。そんな恥ずかしいこと。

　でもそれを零士君は許してくれない。

「ほら、早く」

　頬や瞼、鼻や頬へと次々にキスが落とされる。

　そのたびに胸がときめく。そして恥ずかしいという心とは裏腹に、身体は彼を求めていく。

「言ってよ、凛々子」

　彼を求める気持ちが限界に達すると、羞恥心などどうでもよくなり、素直な気持ちが口をついて出た。

「やめないで。もっとして欲しい」

　気持ちは昂り、自ら彼に口づけをした。

　次の瞬間、零士君は私を抱き上げて部屋へと急ぐ。そしてベッドに私を下ろすと、すぐに覆い被さってきた。

「煽あおったのは凛々子だからな。もう止められない」

　再び唇を塞ぐと、彼は私の首に顔を埋めた。

　舌の感触に身体が反応してしまう。

「凛々子」

　余裕ない様子で私のドレスを脱がせ、零士君も纏まとっている服を脱ぎ捨てた。

　この前は零士君の身体を見ている余裕もなかったから、こうしてまじまじと眺めるのは初めてだ。

　とても引き締まっていて、男の人なんだって実感させられる。

　ギシッと音を立てて抱きしめられると、肌と肌が触れて心地よい。

　私の感じるところを探るように触れる手と優しい愛撫に、声が止まらなくなる。

「もっと凛々子を気持ちよくさせたいけど、ダメだ。もう中に入りたい」

「え？　あっ」

　早急に繋がった身体に息が詰まりそう。

「大丈夫か？　凛々子」

「う、ん」

　唇を塞がれると、すぐに彼の舌が私の舌を搦からめとる。

　お互いの息は乱れ、零士君の額には汗が光っていて、それがまた妙に色っぽい。

　今までも零士君はカッコいいと思っていた。でもこうして私を求め、乱れる彼はよりいっそう素敵に見えるなんて、おかしいだろうか。

　零士君のことをカッコいいと思うたびに、彼は苦しげに顔を歪めた。

「凛々子」

「……ん？」

　息を絶え絶えになりながら返事をすると、零士君は自分の額を私の額に押しつけた。

「早く俺を好きになればいい。そうしたら、世界で一番幸せにしてやるから」

　優しい顔で囁かれたひと言に、ギューッと胸が締めつけられた。

　零士君とは婚約者といっても、自ら会おうとはしなかった。会うのは社交の場や、両親たちに言われてだったから。

　そんな数少ない中で会う零士君はいつも意地悪で冷たくて、私は彼に嫌われているとばかり思っていた。

　でも今はそう思わない。優しくて仕事に真摯に向き合っている真面目な一面もあった。

　私、零士君のことをもっと知りたい。

「好きだよ、凛々子。……好きだ」

　愛の言葉を囁かれるたびに願ってしまう。

　好きな人と結婚したいという夢は、零士君となら叶うかもしれないと。

　このまま一緒にいたら、私は零士君のことを心の底から愛することができると信じてもいい？

　彼の愛を一身に受けながら、何度も心の中で零士君に問いかけている自分がいた。










甘々な新婚生活




　規則正しいアラームの音で目が覚めて、すぐに止める。そっと隣を見ると、零士君が気持ちよさそうに寝息を立てていた。

　よかった、起こさなくて。

　静かにベッドから出て寝室を後にした。

　廊下を進んでいくと、リビングに太陽の日差しが降り注いでいて廊下まで明るさが届いている。

　新婚旅行から戻った後すぐに、零士君が住むマンションでふたりでの生活をスタートさせた。

　戻った次の日から零士君はさっそく仕事に向かった。一緒に暮らし始めて一週間が経つけれど、朝は早くて、帰りも遅い日がほとんどだった。

　休んでいた分の仕事が溜まっているのかもしれない。

　だけど今日はゆっくり出社するって言っていたから、朝ご飯を食べる余裕もあるよね。

　結婚してから零士君は、一度も家で朝食を食べたことがない。朝早いから私を気遣い、「起きなくていい、ゆっくり寝てて」と言うんだもの。

　でも今日はいいよね、作っても。

　帰宅も深夜０時を回ることがほとんどで、夕食も簡単にひとりで済ませる日々だった。

　零士君は「外食してきてもいいし、デリバリーを頼んでもいい」って言っていたけど、ひとりではそんな気分になれなかった。

　そして思ったの。早く零士君の仕事が落ち着いて、ふたりでゆっくり食事をとれる日がきてほしいと。

　昨晩のうちにご飯を炊いておいたし、きゅうりとナスも漬けておいた。

　鮭さけを焼いて味み噌そ汁を作って、それとだし巻き玉子も焼こう。

　お母さんにひと通りの家事を教わっておいてよかった。料理も人並みにできるし。

　ただ、零士君の口に合えばいいんだけど……。

　不安と期待を入り交じらせながらだし巻き玉子を作り、味噌汁の具材を煮込んでいる間に洗い物をしていると、急に背後から抱きしめられた。

「きゃっ!?」

　びっくりして悲鳴にも似た声をあげたら、零士君は可お笑かしそうに「おはよう」と言った。

「お、おはよう。びっくりしたよ。普通に声をかけてほしかった」

　そう言うと、零士君は私を抱きしめたままクスクスと笑う。

「ごめん、朝起きたら凛々子が隣にいないのが寂しくてさ。ちょっと意地悪をした」

　頬を摺り寄せてそんなことを言われたら、朝からドキッとしてしまう。

「それに俺のために一生懸命朝ご飯を用意してくれているんだろ？　それが嬉しくてさ。楽しみだな、凛々子の手料理」

「あんまり期待しないでね」

　釘を刺すと零士君は首を横に振った。

「大丈夫、凛々子が作ったものなら、どんなにマズイものでも美味しく感じるから」

　それは遠回しに私の料理には期待していないって言っているようなものじゃない？

「それなりに食べられるものを作れるよ？」

「うん、わかってるよ。あくまでもたとえばの話だよ。凛々子が作ったものなら、なんでもいいってこと」

　ポンと私の頭をひと撫ですると「着替えてくる」と言ってキッチンから出ていった。

　なんだか腑に落ちない。じゃあ零士君はどんな料理でも私が作ったって言えば、美味しいと言って食べてくれるってことでしょ？

　それは嬉しいことかもしれないけど、やっぱり心から美味しいと言ってもらいたい。

　もっと料理をお母さんに習っておけばよかったな。

　完成した料理を皿に盛ってテーブルに並べ終えると、ちょうど身支度を整えた零士君がリビングに入ってきた。

　そしてテーブルに並ぶ料理に目を向けて、目を輝かせた。

「美味しそうだな。食べてもいい？」

「うん」

　零士君は私がお茶を淹れて席に着くまで、食べるのを待ってくれていた。

「いただきます」

　向かい合って座り、手を合わせて食事をする。当たり前のことが、やっとできることを嬉しく思いながらも、やっぱり気になるのは料理の味。

　どうかな？　零士君好みかな？

　箸を手にしたまま彼の様子を窺う。

　すると味噌汁を啜すすった零士君は、顔を綻ほころばせた。

「ん、美味しい」

　心からの美味しいに、胸を撫で下ろした。

「よかった。だし巻き玉子も食べてみて。あ、でも零士君、甘い玉子焼きは大丈夫？」

「うん、甘いの好き」

　そう言って零士君は美味しそうにだし巻き玉子を頬張る。私も箸を伸ばした。

「あ、そういえば今日だったよな？　千鶴に会うって言っていたのは」

「うん、新婚旅行のお土産を渡してくるね」

　今日は千鶴ちゃんとランチの約束をしている。お土産を渡すのはもちろん、零士君のことで相談に乗ってもらうつもりだ。

「そっか、千鶴によろしく伝えておいて」

「わかったよ」

　零士君は私が作った料理をすべて食べてくれた。

　そして髪を整えてジャケットを着た零士君は、仕事ができる男の雰囲気を醸かもし出していて、すごくカッコいい。

　いつも私が寝ている間にそっと出かけていたから、玄関まで見送るのは今日が初めてだ。

　靴を履いて振り返った零士君に、「いってらっしゃい」と伝えた。

　すると彼は嬉しそうに目を細め、私に向かって手招きをした。首を傾げながらも一歩距離を縮めると、唇に触れた温かな感触。

　一瞬のことに瞬きさえできず、驚き固まる。そんな私を見て零士君はにっこり微笑んだ。

「夢だったんだ、凛々子に、いってきますのキスをするの。今日はいつも以上に仕事頑張れそうだよ」

「それは……よかったです」

　恥ずかしくてなんて言ったらいいのかわからず、敬語になってしまった。すると彼は声をあげて笑う。

「そんなに笑うことないじゃない」

　顔中が熱くなるのを感じながら文句を言うと、零士君は笑いをこらえながら「ごめん」と言う。

「仕事を頑張れるのは本当だよ。……じゃあいってくる」

「うん、いってらっしゃい」

　手を振って送り出すと、零士君も手を振り返して出かけていった。

　パタンとドアが閉まると同時に、身体中の力が抜けて座り込んでしまった。

「私、こんな調子でこれから生活していけるのかな」

　零士君と一緒にいると、ドキドキして調子が狂うんだもの。

　ため息をひとつこぼし、家事を済ませて身支度を整え、千鶴ちゃんとの待ち合わせ場所へと向かった。




　千鶴ちゃんが選んだランチの場所は、表おもて参さん道どうにある隠れ家的レストラン。フルコースを注文し、次々と運ばれてくる料理に舌鼓を打つ。

　そしてメインの肉料理を食べ終えたところで、千鶴ちゃんに聞かれたのは零士君のこと。

　千鶴ちゃんには昔からなんでも話す仲で、隠し事なんてしたくないから、包み隠さず最近の零士君とのやり取りを話していたわけだけど……。

「ごめん、凛々子ちゃん。これ以上お兄ちゃんのそんな話はちょっと聞きたくない」

「えぇっ？　だって千鶴ちゃんが聞きたいって言うから話したのに」

　ギブアップと言うように両手を挙げて、千鶴ちゃんは水を一気に流し込んだ。

「そりゃ聞きたいって言ったのは私だけど、あのお兄ちゃんの甘い言葉を聞いたら寒気がして吐きそう」

　そこまで言う？　でも兄妹ってそういうものなのかな。ひとりっ子だからよくわからない。

「まぁ、とにかくお兄ちゃんがやっとなりふり構わずに、凛々子ちゃんを振り向かせようとしているのはわかったよ」

　うんうんと頷くと、千鶴ちゃんは私の顔を覗き込んできた。

「それで凛々子ちゃんは戸惑っているわけだ。お兄ちゃんの猛アタックに元カレの存在を忘れるほどに」

「……うん」

　あれほど文也に振られた時は、悲しくてつらくてどうしようもなかったのに。

「ねぇ、千鶴ちゃん。これってどうなのかな？　振られた直後にその、零士君と身体の関係を持っちゃって、それがきっかけで気になるようになるなんて私、最低な女なんじゃないかと思って」

　ずっと思い悩んでいたことを打ち明けると、千鶴ちゃんは目をパチクリさせた後に声をあげて笑い出した。

「アハハッ！　やだ、凛々子ちゃんってば真面目すぎ」

「えっ？　いや、だって普通はそう思うでしょ？　振られてすぐ心変わりしちゃったわけだし」

　笑われたのが心外でムッとなって言えば、千鶴ちゃんはニヤニヤし出した。

「ふ～ん、お兄ちゃんに心変わりしちゃったんだ」

「それはっ……！　まだそうと決まったわけではないけど」

　言葉を濁すと、千鶴ちゃんはますますニヤニヤする。

「私はべつになんとも思わないよ。だって人の気持ちってそういうものでしょ？　誰に惹かれて誰を嫌いになるかって、自分でも予想できないもの。それは突然だったり、ゆっくりと時間をかけてだったりと様々だと思うし。友達もそうじゃない？」

　千鶴ちゃんの言葉は、妙に説得力がある。

　よく考えれば友達に関してはよくある話だよね。仲が良くてもあることをきっかけに急に仲が悪くなることもあるし、些細なことで意気投合することもあるし。

　それは恋愛に関しても同じことが言えるのかもしれない。

「それにお兄ちゃんからしてみれば、凛々子ちゃんがこうなることを狙っていたと思うし」

　そう言うと千鶴ちゃんは周りに聞こえないよう、声を潜めた。

「あの人、結構腹黒だよ。凛々子ちゃんが傷ついて落ち込んでいるところに付け込んだんだから」

「そうなの？」

「そうだって！」

　千鶴ちゃんに力強い声で言われ、思い出すのは文也に振られた日に零士君に言われた言葉。

　そういえばそんなことを言っていたような……。

　曖昧な記憶を呼び起こしていると、千鶴ちゃんは続けた。

「とにかく凛々子ちゃんは気にすることないと思う。自分の気持ちに正直になっていいんだよ。それに元カレが最低すぎたもの、すぐに忘れて当然！　いや、あんなやつのことなんて速攻忘れるべきだよ」

　そう言うと千鶴ちゃんは、急に申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「とはいえ、凛々子ちゃんはあいつのこと本気で好きだったでしょ？　それなのに本当、前にも言ったけどごめんね。もっと早くにあいつの本性を話してあげることができなくて。それにお兄ちゃんにも勝手に話しちゃってごめん」

「ううん、そんなことないよ。千鶴ちゃんは私のことを思って言えなかったってちゃんとわかっているから」

　それは零士君にも聞いて痛いほど理解している。きっと私も千鶴ちゃんの立場だったら、同じように言えなかったと思うから。

「あの時、本当につらくって。……そこに零士君が来てくれてすごく救われたの。零士君がいてくれたから、今こうやって笑っていられると思うもの。だからありがとうね、千鶴ちゃん。零士君に話してくれて」

「凛々子ちゃん……」

　文也のことを思い出す暇もないほど、零士君で私の頭の中はいっぱいにさせられた。

　そのおかげでこんなにも早く立ち直ることができたんだ。

　素直な想いを伝えると、千鶴ちゃんはキュッと唇を噛んだ。

「私、本当に全力で凛々子ちゃんの幸せを応援しているから！　その点、うちのお兄ちゃんはおすすめなの。ちょっとこじらせていて重い時があるかもしれないけど、でも凛々子ちゃんに対する愛情は本物だから、それだけは信じてあげて」

「……うん」

　何度も零士君に気持ちを伝えてもらい、全身で感じているもの。

「ありがとう、千鶴ちゃん。……私ね、新婚旅行で零士君と一緒に過ごして、幼い頃からの付き合いなのに、零士君のことをほとんど知らないことに気付いたの。だからこれから少しずつでもいいから知りたいと思ったし、その……零士君のことを、好きになれたらって思ってる」

　私と零士君はもう夫婦関係にある。零士君は大手企業の次期社長になる立場にあって、私だってお父さんのメンツがある。

　そう簡単に離婚なんてできないだろう。

「一緒に生きていくなら、嫌いな人より好きな人がいいでしょ？　零士君は、どうやら私が思っていたような人ではなかったし」

「ふ～ん、そっかそっか」

　生温かい目を向けられて言われたら、非常にいたたまれなくなる。

「お兄ちゃんの長年にわたる愛が報われたって報告を聞けるのを心待ちにしているね」

　やっぱり零士君は長い時間、私のことを好いてくれていたんだ。だからこそちゃんと零士君と向き合いたいと思う。

　気持ちを改めていると、食後のデザートと珈琲が運ばれてきた。すると千鶴ちゃんがわざとらしく咳払いをした。

「ところで凛々子ちゃん、そのかわいいネックレスはお兄ちゃんからのプレゼントなの？」

「あ、うんそうなの。旅行先で零士君が選んでくれたんだ」

「さすがお兄ちゃん。凛々子ちゃんに似合うものをよくわかってる」

　ふと、まだ渡せていなかった、千鶴ちゃんへのお土産を思い出した。

「そうだ、これ。遅くなっちゃったけど新婚旅行のお土産」

「わぁ、ありがとう！　嬉しい」

　零士君と選んだのは、イタリアの有名店のチョコレートと、お土産として人気のある香水と石せっ鹸けん。

「あ、ここの香水って日本で展開していないんだよね。嬉しい、一度使ってみたかったの」

「本当？　よかった」

　零士君に相談して決めてよかった。

　それからデザートを食べながら他愛ない話をすること一時間。

「そろそろ出ようか」

「そうだね」

　千鶴ちゃんは近くの店員に声をかけた。

「すみません、支払いはこれで」

　そう言って千鶴ちゃんが出したのは一枚のクレジットカード。

「え？　待って、自分の分は自分で払うよ」

　奢ってもらうわけにはいかないと財布を出そうとすると、すぐに千鶴ちゃんに止められた。

「いいの、大丈夫！　あとでお兄ちゃんに請求するから」

「どういうこと？」

　頭にハテナマークがいっぱい浮かぶ。

「実はお兄ちゃんから、凛々子ちゃんと美味しいものをたくさん食べてこいって言われたの。その代金は俺に請求してほしいとも。凛々子ちゃんにお金を渡しても、遠慮して受け取ってくれないだろうからって言って」

「そうだったんだ」

　確かに零士君にお金を渡されても、申し訳なくて受け取らなかったと思う。仕事はしていないけど、大学四年間ずっとバイトをして貯めたお金があるし、しばらくは自分が遊ぶお金くらい払えるもの。

「だから気にしなくていいんだよ。お兄ちゃん、結構稼いでいるから甘えちゃおう」

「うん」

　それに千鶴ちゃん、もう店員にカードを渡しちゃったし。今さら取り消すこともできないよね。

　帰ったら零士君にお礼を言わないと。

　支払いを済ませて店を出ると、千鶴ちゃんは私の腕に自分の腕を絡ませた。

「さて、凛々子ちゃん。お腹も満たされたし、今度は買い物といきましょうか」

「いいよ、付き合うよ」

　私はとくに欲しいものはないけど、見るだけでも楽しいし。

「違うよ、私じゃなくて凛々子ちゃんの服を買いに行くの」

「私の？」

　びっくりして自分自身を指差せば、すかさず千鶴ちゃんはさっきのクレジットカードを出した。

「言ったでしょ？　お兄ちゃんに、あとでちゃんと請求するって。今度お兄ちゃん、凛々子ちゃんをデートに誘うつもりらしくて、その日の服を選んでこいって言われたの。とびっきりかわいい凛々子ちゃんをリクエストされたから、頑張らないと！」

「えっ？　ちょっと千鶴ちゃん？」

　私の腕を引いて歩き出した千鶴ちゃんは、意気揚々と続ける。

「フフフ、それに凛々子ちゃんの服と一緒に私の服も買っていいって言われているの。だから凛々子ちゃん、ここは私のためにも服のコーディネートをさせてもらうからね！」

　有無を言わさぬ物言いに口を結んだ。

　これはおとなしく千鶴ちゃんの言うことを聞いた方がよさそうだ。

　諦めて千鶴ちゃんとともに、近くのショッピングモールへと向かった。




「疲れた……」

　両手を塞いでいた大量のショッピングバッグ。それをリビングのソファに置くと同時に、どっと疲れが押し寄せた。

　荷物を端に退けてソファに腰かける。

「言われるがまま買っちゃったけど、本当に大丈夫だったのかな？」

　服はもちろん、バッグやアクセサリーに靴など、小物まで揃えてしまった。

　それもなかなか高価なものばかり。

　でもどれもかわいくて、私好みのものだった。千鶴ちゃんってば、私が好きそうなものばっかり勧めてくるんだもの。ずるいよね。

　壁にかかっている時計に目を向けると、十七時を回っていた。

　今日も零士君は遅いのかな？　それとも朝ゆっくりだったし、仕事が落ち着いて定時で帰ってくる？

　連絡がきていないかスマホをチェックするも、彼からのメッセージは届いていない。

　いつもだったらこの時間に遅くなるって連絡をくれていたのに。連絡できないほど忙しいのかも。

「とにかく片づけよう」

　ゆっくりと立ち上がり、買ってきたものをクローゼットへ運ぶ。

　千鶴ちゃんが選んでくれたのは、大人っぽい透け感のあるワンピース。こういう服って自分に合わない気がして避けていたけど、実際に試着してみたらそうでもなかった。

　これを着て出かけるのが楽しみ。

「あ、そういえばデートって本当なのかな？」

　千鶴ちゃんにサラッと言われたことを、今さらながら思い出す。

　零士君、今朝はそんなことひと言も言っていなかったし、なにより仕事は？　この前の休日は出勤していたくらいだもの、忙しいんだよね。

　デートするにしても、当分先なのかも。それでも忙しい合間を縫って、私との時間を作ろうとしてくれているのはすごく嬉しい。

　クローゼットにしまい終えると、隅に置かれている小さな箱に目がいく。

「これはもう処分しようかな」

　手に取ってリビングへと運んだ。ソファに腰かけて蓋を開けると、中には文也との思い出の品が詰まっていた。

　ほとんどがふたりで撮った写真で、他にはふたりで出かけた水族館や遊園地のパスポートなど。

　とくに写真はどうやって捨てたらいいのか迷って、引っ越しの時にとりあえず持ってきちゃったんだよね。

　スマホで写真の処分方法を検索し、一番簡単なシュレッダーを使用することに決めた。

　リビングに置いてあるシュレッダーで一枚一枚、写真を細かくしていく。

　写真に写っている頃は、確証もないのにずっと文也と一緒にいられると思っていたんだよね。

　今思うと本当に初めての恋に浮かれて、なにも見えていなかった。

　すべての写真と思い出の品をシュレッダーにかけ終えると、大量のゴミとなった。

　袋に詰め終えたら、文也とのことにひと区切りつけられた気がした。

　初恋っていうのは、次の恋があるから言うものだと思うし、文也のことはもうすべて忘れよう。

　でも次にする恋が最後の恋であってほしいと願ってしまう。あんなつらい想いは二度としたくないもの。

　だけどみんな、私より多くの恋を経験しているものなんだよね？　そう思うとすごいな。恋の終わりを経験してもまた誰かを好きになる勇気を持つことができるのだから。

　もしかしたら私は、零士君と向き合おうとしていても、まだ次に恋する勇気が出ずにいるのかもしれない。

　ゴミをまとめ終え、もう一度スマホを見ても零士君からの連絡はない。今夜もひとり分のご飯だけでいいのかも。

　今朝の味噌汁が少し残っていたし、お漬物もある。あ、たしか冷蔵庫には納豆もひとパックあった気がする。

　夕食の献立を考えながらキッチンに入ると、インターホンが鳴った。

「誰だろう」

　すぐにモニターを確認すると、見知らぬ男性が映っていた。

《お待たせしました。ケータリングで伺った者ですが》

「ケータリングですか？」

　心当たりがなくて、聞き返してしまった。

《はい。本日十八時に久世様宅からご予約をいただいております。さっそく上がらせていただき、調理を始めたいのですが》

「えっ？　本当に予約があったんですか？」

《はい、久世零士様から確かに》

　零士君が予約したんだ。

「すみません、今開けます」

　部屋に向かってもらい招き入れると、男性はコックコートに着替え、キッチンで調理を開始した。

　こういうサービスがあるのは知っていたけど、実家には住み込みのお手伝いさんがいたから利用したことがない。

　どんな料理を作ってくれるんだろう。だけどどうして急に零士君はケータリングをお願いしたのかな？

　疑問に思いながらも、プロの包丁さばきに目が釘付けになる。

　味つけなども興味深くてジッと眺めていると、クスリと笑う声が聞こえた。

　驚いて室内を見回せば、いつの間に帰ってきたのか零士君がいた。

「びっくりした、いつ帰ってきたの？」

「さっきだよ。もうシェフが来ていると思ってインターホン押さなかったんだ。でもさすがにドアを開ける音には気付くと思ったんだけど……」

「ごめん、気付かなかった」

　正直に謝ると、零士君の笑いは増す。

「そうみたいだな。興味津々でシェフが料理するところを見ていたし」

「うん、プロが作っているところをこんな間近で見られる機会なんて、なかなかないから」

　そう言うとシェフは、「恐れ入ります」と言って気恥ずかしそうにした。

「あ、でもどうして急に？」

「んー？」

　着替えるためにキッチンを出ていく零士君の後を追う。

「どうしてケータリングをお願いしたの？」

　あ、もしかしてやっぱり私の作る料理が口に合わなかったとか？　だからプロにお願いしたの？

　そんな不安が頭をよぎる。

「凛々子が疲れていると思って」

「えっ？」

　意外な答えに廊下に出たところで足が止まる。すると零士君も足を止めて、振り返った。

「千鶴と買い物にも行ったんだろ？　あいつ、妙に気合いが入っていたし、欲しい服があるって言っていたから、連れ回されて大変だったんじゃないか？」

「えっと……」

　図星で言葉を濁すと、零士君は「フフッ」と笑みをこぼした。

「やっぱりそうだったか。それはお疲れさん。じゃあケータリングを頼んで正解だったな。どうだ？　千鶴はちゃんと凛々子に似合う服を選んでくれたか？」

「あっ……！　零士君、ありがとう。ランチご馳走さまでした。それで服やバッグとか一式揃えてきちゃったんだけど大丈夫だった？」

「大丈夫に決まってるだろ？　千鶴には凛々子が欲しがったもの全部買ってこいって言ったんだけど」

　とんでもない！　千鶴ちゃんに同じことを言われたけど、全力で拒否した。

　首をブンブンと横に振る。

「なんだよ、遠慮することないのに」

「するよ。それに服なんて何着もいらないでしょ？　すごく気に入った服を買わせてもらったから、大切に着るね。本当にありがとう」

　改めてお礼を言うと、零士君はふわりと笑った。そして一歩距離を縮め、屈んでそっと触れるだけのキスを落とした。

「えっ……えっ？」

　まさかこのタイミングでキスされるとは思わず、目を白黒させてしまう。

「ごめん、凛々子のことやっぱり好きだなーってしみじみと感じたら、無性にキスしたくなった」

　キスしたくなったって……！

　キッチンには人がいるのに。見られていないよね？

　気になってソワソワしていると、零士君は私の肩に腕を回した。

「大丈夫、見られていないよ。べつに見られてもいいじゃん。仲が良い夫婦だとしか思われないよ」

「そうかもしれないけど、恥ずかしいよ」

　こうして肩に腕を回されて至近距離で見つめられているんだもの。

「恥ずかしいだけ？　俺にキスされるのは嫌じゃないんだ？」

　また意地悪な零士君になって、私の答えを待っている。

　聞くまでもなく私の答えなんてわかるくせに。

「知らないよ」

　プイッと顔を背けると、零士君はまた笑う。

「アハハッ。そうやってむくれる凛々子もかわいいから困るよ」

　サラッと『かわいい』と言えちゃうのもずるい。私はそのたびに心を乱されているというのに。

　一枚も二枚も零士君の方が上うわ手てで一生敵わない気がする。

「話は戻るけど、今週末は休めそうなんだ。だからデートしよう」

「疲れていないの？」

　せっかくの休みなのに大丈夫？　新婚旅行から戻ってきてから、まともに休んでいないのに。

　心配で聞くと零士君は頬を緩めた。

「全然。だから俺とデートして」

　少しだけ首を傾げて聞く零士君は、失礼ながらとっても愛らしい。そんな風にお願いされちゃったら断れそうにないよ。

「わかった」

「やった」

　零士君が満面の笑みで喜ぶ姿を見れば、温かい気持ちでいっぱいになる。

「行き先は俺に任せてくれる？」

「うん」

　どこに連れていってくれるんだろう。零士君とデートするのは初めてだし、すごく楽しみだ。

　それから着替えを済ませた零士君とともに、シェフが用意してくれた美味しい料理をいただいた。




　そして迎えた週末。

　朝から快晴で絶好のデート日和。零士君に昨夜、八時には家を出ようと言われていたので、早めに起床した。

「変じゃないかな？」

　ワンピースが大人っぽいから、それに合わせてメイクと髪型も変えてみた。少しは零士君に釣り合いが取れたかな？

　洗面台の前で最終確認してから廊下に出て、零士君が待つリビングへと向かう。

　ドアの前で小さく深呼吸をしてから開けると、着替えを済ませた零士君がソファに座って新聞を読んでいた。

　今日の彼は無地のシャツに黒のジャケットを羽織り、紺のチノパンを穿いてロールアップしている。

　とってもシンプルな服装なのに、零士君が着るととってもカッコいい。つい見惚れてしまうほどに。

　私に気付いた彼は新聞を畳んだ。

「準備終わった？」

「うん、お待たせ」

　慌てて彼のもとへ駆け寄ると、零士君はジッと私を見つめてくる。

「どうかな？　千鶴ちゃんには試着した時、似合うって言われたんだけど」

　なにも言わない零士君に不安になって早口で捲し立て、零士君は深いため息をこぼした。

「どうしよう、凛々子。想像以上にかわいくて、外に連れ出したくないな」

「えっ？」

　キョトンとなる私を零士君は恨めしそうに見た。

「いつもとメイクも違うし、髪型もまとめていてかわいいし。……こんな凛々子を見たら、誰でも一瞬で好きになるから。ダメだ、今日は家でゆっくり過ごそうか」

　真面目な顔で言い出した零士君にギョッとなる。

「そんなことないよ。……でも、かわいいって言ってくれて嬉しい。千鶴ちゃんにもお礼を言わないとね」

　似合っていないんじゃないかと不安だったから、本当に嬉しい。

「やっぱり家で過ごそう。凛々子がかわいすぎて俺、外で襲いかねない」

「えっ!?」

　冗談に聞こえなくて思わず後退ると、零士君は苦笑いした。

「ごめん、冗談だよ。そんな本気にされるとショックなんだけど」

「えっと……ごめん」

　謝って彼を見ると目が合う。するとどちらからともなく笑ってしまった。

「じゃあそろそろ行こうか」

「うん」

　戸締りを確認して、地下駐車場へと向かう。

「零士君、運転するんだね」

「あぁ、ドライブが好きでよくひとりであてもなく遠出していたんだ。無性に海が見たくなったり、山に行きたくなったりすることがあると、休日に出かけていた」

「そうなんだ」

　また新たな一面を知ることができて胸が鳴る。

　黒のセダンの前で足を止めると、零士君は助手席のドアを開けてくれた。

「どうぞ」

「ありがとう」

　照れくささを感じながら乗るとドアまで閉めてくれて、零士君も運転席に乗り込む。

「出発するぞ」

「お願いします」

　彼の運転する車は首都高速に入っていく。車内に流れている音楽は、私が好きなバンドの曲。

「千鶴から凛々子がライブに行くほど好きだと聞いて聞き始めたんだ。そうしたら俺もハマっちゃってさ。今度、ライブがあったら一緒に行こう」

「うん、行きたいね」

　周りに同じバンドが好きな友達がいなかったから嬉しい。

　でもそっか、私が好きだと聞いたから聞き始めてくれたんだ。

　零士君が陰で私に歩み寄ろうとしてくれていたことがわかるたびに、胸がギュッと締めつけられていく。

　バンドの話をしながら車に揺られること約一時間。着いた先は関東でも有数の水族館だった。そしてここは、文也と初めてデートをして、そして振られた日にも訪れた場所。

「今一番来たくない場所かもしれない。でもだからこそ俺との楽しい思い出に塗り替えてほしいんだ」

「零士君……」

　彼は笑顔で続けた。

「ここ、水族館の他に遊園地もあるし一日遊べるみたいだから、今日はめいっぱい遊んでいこう」

「うん！」

　正直、水族館にはしばらく行きたくないって思っていた。でもそれじゃいつまで経っても、文也のことを完全に忘れたとは言えないよね。それに文也と来た時は、水族館しか見て回らず、遊園地には行ったことがない。

　零士君の言う通り、思い出は新しいものに塗り替えればいいんだ。

　事前に零士君がフリーパスを購入してくれていたようで、さっそく館内に入ると、大きな水槽で優雅に泳ぐ魚たちが出迎えてくれた。

「どうしようか、凛々子。この後すぐにイルカのショーが始まるみたいだけど、先に見ちゃう？」

「そうだね、見ちゃおうか」

「了解」

　急いでショーの会場に向かうと、同じ考えの人が多くてすでに席は埋まっていた。

「すごい人だね」

「休日だしな。仕方ない、立って見るしかないようだな」

「うん」

　まだ立ち見の席は空いていて、後ろの方で観覧できそうだ。

　ステージからは遠くなっちゃったけど、全体を見渡せて逆にいいかもしれない。

　そうこうしている間に立見席も人で埋め尽くされていく。

「タイミングよかったな。あと少し遅かったら、次の回に見るしかなかったかも」

「本当だね」

　そんな話をしていると、三歳くらいの男の子が人の間をすり抜けて私たちのところまで来た。

　だけど安全のために設置されている柵が邪魔して、男の子の身長だと見えそうにない。

「イルカさんどこ？　見えないよー」

　男の子が涙声で言うと、後ろから父親らしき声が聞こえてきた。

「大たい雅が、戻ってきなさい。ダメだろ？　みんな並んでいるんだから横入りしたら」

　父親は男の子、大雅君を迎えに来たくても人がいっぱいで来られない様子。すると零士君は大雅君を抱き上げた。

「ほら、大雅君。これならイルカさん見えるだろ？」

「うん！　ありがとうお兄ちゃん」

　大喜びする大雅君。零士君は後ろにいる父親に向かって言った。

「大雅君のお父さん、大雅君なら僕が責任を持ってイルカのショーが終わるまでお預かりしますよ」

「え？　でもそんな申し訳ないです」

「大丈夫です。ご迷惑でなければぜひ」

「そんな迷惑だなんて。えっと、ではすみません、お言葉に甘えて……」

「わかりました」

　そう言うと零士君は大雅君にイルカはどこから出てくるのか、どんなジャンプを見せてくれるのかなど話し出した。

　すごいな、零士君。子供の扱いに慣れている。

　それに迷うことなく手を差し伸べちゃうところが、すごくカッコいい。

「ごめん、凛々子。勝手に決めちゃって」

　申し訳なさそうにコソッと耳打ちしてきた彼に首を横に振った。

「ううん。だけど大丈夫？　ショーは三十分くらいあるみたいだけど、その間ずっと抱っこしてて」

「大丈夫。意外と体力はある方だから。あ、始まった」

　それから大雅君と三人で、イルカの華麗なるジャンプや泳ぎに魅了された。

　三十分間はあっという間に過ぎ、私たちは大きな拍手を送った。

「イルカさん、すごかったな」

「うん、すごかった！　お兄ちゃん、抱っこしてくれてありがとう！」

　満面の笑みで零士君に言うと、大雅君は今度は私に向かって言った。

「お姉ちゃん、一緒に見てくれてありがとう！　でも僕のせいでお兄ちゃんとのデートを邪魔しちゃってごめんね。お姉ちゃんもお兄ちゃんに抱っこされたかったよね」

「えっ？」

　目をパチクリさせた後、大雅君が言ったことを理解して顔がみるみるうちに熱くなる。

「えっと、その……」

　これは非常に返答に困る。大雅君は純粋に心配して言ってくれているわけだし。どう答えればいいの？

　チラッと零士君を見ると、必死に笑いをこらえている。

「お姉ちゃん？　やっぱり怒ってる？」

　なにも言わない私を見て、大雅君はビクビクしている。

「ううん、怒っていないよ？　……大丈夫、お姉ちゃんはいつでもお兄ちゃんに抱っこしてもらえるから」

「本当？　よかったぁ」

　安心した大雅君を見てホッとするも、非常に恥ずかしいものがある。

　現に零士君はもう笑いをこらえることができなくて、「クククッ」って声が漏れちゃっているし。

「大雅！」

「パパー！」

　人が移動して父親が慌てて駆け寄ってきた。

　父親の姿を見るなり、大雅君は必死に手を伸ばす。その姿に零士君は寂しそう。

「すみません、ご迷惑をおかけしました。本当にありがとうございました」

「いいえ、俺たちも大雅君と一緒にショーを見られて楽しかったです。……な？　凛々子」

「うん」

　父親に抱かれると、大雅君は私たちに向かって笑顔で手を振った。

「お兄ちゃん、お姉ちゃんまたねー！」

「うん、またね」

　きっともう二度と会うことはないと思う。それでも偶然が重なり、また出会えたらと願ってしまう。

　何度も頭を下げて去っていく父親に抱かれ、大きく手を振る大雅君に私たちもずっと手を振り続けた。

「かわいかったな、大雅君」

「うん」

　笑顔がとっても魅力的な男の子だったな。

「きっと俺と凛々子の子供も、大雅君のようにかわいく成長するだろうな」

「……えっ？」

「うん」と言いそうになるほど、自然に私たちの子供の話をされた。

　彼を見れば、「おいおい考えようか」なんて言われてしまった。

　零士君とは結婚しているわけだし、後継ぎも必要だもの。子供を持つ未来を考えるのは当然のこと。

　その行為も二回しているというのに、リアルに考えると恥ずかしくなる。

　だけどさっきの零士君、子供の扱い方がすごく上手だったよね。子供が好きなのかな？

　大雅君に接する零士君の姿を思い出すと、彼ならいい父親になりそうだと思える。

　そんなことを考えていると零士君は私の手を握った。

「次はなに見る？　他のショーまで時間があるから、順番に見ていこうか」

「う、うん」

　やだ、私ってばなにを考えているんだろう。まだまだ先の話だ。それに子供の前に、零士君のことをしっかり考えないとじゃない。

　ショーの会場を後にし、順路に沿って見ていく。次にやってきたのは、くらげの展示スペース。

　照明が落とされていて、非常灯の明かりのみが点灯されているスペースでは、水槽の中で優雅に泳ぐくらげを鑑賞することができる。

「見て、凛々子。くらげがいっぱいだ」

「綺麗」

「あぁ、暗闇の中で水槽だけライトアップされていると、こんなにも綺麗に見えるんだな」

　しばし足を止めて眺めていると、展示スペースの入口で年配の女性が乗った車椅子を押す、女性と同年代の男性がやってきた。

　だけど入口に少し段差があるようで、入れない様子。

「凛々子、手伝ってあげよう」

「……うん！」

　私も今、同じことを考えていた。でも勇気が出なくて言い出せずにいたのに、零士君は違うんだ。ちゃんと行動に移せる勇気を持っている。

　思っていても行動しようとしなかった自分が情けなくなりながらも、零士君とともに駆け寄る。

　零士君が「お手伝いします」と言うと、男性は「ありがとうございます」と深く頭を下げた。

　女性にも「すみません」と言われながら、私たちも手伝って段差を越えることができた。

「本当にありがとうございます。助かりました」

「いいえ」

　そんなやり取りをしながら展示されているくらげを眺めていると、女性が聞いてきた。

「ご夫婦でいらしたんですか？」

　夫婦と言われ慣れていない私に代わって、零士君はすぐ「はい」と答えた。

「そうですか、いいですね。……私たちも昔から何度もふたりでここに来ていたんです。でも私がこういう身体になっちゃって、もう来ることを諦めていたんですが、主人が連れてきてくれて」

「息子に車椅子の貸し出しをしているか調べてもらいましてね」

「こうしておふたりのように親切にしてくださる方もいらっしゃるし、また来たくなっちゃったわね」

「あぁ、そうだな。何度でも来よう」

　ふたりの話を聞き、目頭が熱くなる。

　お互いを大切に想い合っているのがこっちにまで伝わってくる。なんて素敵なご夫婦だろう。

　出口にも段差があり、お手伝いした私たちに何度も感謝してふたりは次のスペースへと向かっていった。

「理想の夫婦そのものだな」

「……うん」

　ふたりを見て、私も零士君とあんな夫婦になりたいと思った。なれるかな？

　すると零士君は再び私の手を包み込んだ。

　横を向くと重なり合う視線。零士君は優しく目を細めた。

　言葉にしなくても、零士君の表情や繋いだ手の温もりから伝わってくる。零士君も私と同じ思いでいることに。

　そう信じてもいいかな？　零士君も私と一緒に歳を重ね、あんな夫婦になりたいと思っていると。

　いいよね、信じても。

　そう聞くように手を握ると、彼もまた答えるように握り返してくれた。

　そのまま手を繋いで館内を見て回り、アシカショーやペンギンのお散歩を鑑賞し終える頃には、十二時を回っていた。

「お昼ご飯、どうしようか。遊園地のエリアにレストランが結構あるみたいだから行ってみる？」

「そうだね、行ってみよう」

　水族館を出て園内を歩いていると、所々に設置されているベンチでは家族や恋人たちが、手作りのお弁当を食べていた。

「お弁当作ってくればよかったかな」

「え？　どうしたの、急に」

　ポツリと呟くと、すぐに零士君が不思議そうに聞いてきた。

「お天気もいいし、外で食べたら美味しいだろうなって思って」

　ピクニックみたいで楽しかったかもしれない。

「そうだな、凛々子の料理美味しいし最高だったかも」

「本当？」

　思わず聞き返すと、零士君は大きく頷いた。

「うん、この前の朝食、すごく美味しかった」

　そう言ってもらえて、たとえお世辞だったとしても嬉しい。

「忙しい時期は生活が不規則になるから作らなくてもいい。でも、落ち着いている時はご飯お願いしてもいい？」

「もちろんだよ。零士君はなにが好きなの？」

　できるなら零士君の好きなものを作ってあげたい。

「んー、そうだな……凛々子が作ったものならなんでも好き」

「それじゃ答えになってないよ」

「だって本当のことなんだから仕方がないだろ？　作ってくれるだけでありがたいさ。また凛々子の手料理が食べられると思うと嬉しいよ」

　零士君はそう言うけど、嫌いなものを作っちゃったらどうするんだろう。

　きっとその時は顔に出さず、「美味しい」って言って食べるんだろうな。

「わかった、じゃあ今度作るね」

「ありがとう、楽しみにしてる」

　今度、零士君の好きな食べ物と嫌いな食べ物を千鶴ちゃんに聞いてみよう。

　遊園地エリアにあったシーフードレストランに入り、ピラフなどを食べた後は、アトラクションに乗って回った。

　ジェットコースターなどの絶叫系はもちろん、体験型のアトラクションも楽しみ、遊び疲れた頃辺りは薄暗くなっていた。

「さすがに疲れたな」

「うん、足が痛いね」

　たくさん叫んで笑って思いっきり遊んだ。

「でも嬉しかったよ。あんなにはしゃぐ凛々子を初めて見ることができて」

　退場ゲートに向かいながら零士君はニヤニヤしながら言う。でもそれを言ったら零士君も同じだ。

「私だって初めて見たよ。零士君のあんな楽しそうな顔」

　子供みたいに笑って楽しんでいたよね。

「だって本当に楽しかったからさ。また今度ふたりで来よう。若いうちじゃないと、遊園地では全力で遊べなくなるだろ？」

「ふふっ、そうだね」

　零士君も私につられるように笑う。

　退場ゲートを抜けて駐車場に着くと、また零士君は助手席のドアを開けてくれた。

　紳士な振る舞いにはまだ慣れなくて、「ありがとう」と言って乗り込むと、ドアを閉めてくれた。

　そして運転席に回り、彼が車を発進させる。

「夕食も食べていこう。店を予約してあるんだ」

「うん」

　至れり尽くせりで申し訳なくなるくらいだ。零士君はどこのお店を予約してくれたんだろう。

　彼のことだから、きっとどこか有名なレストランや老舗しにせの割かっ烹ぽう料理店かな？

　しかし予想に反して着いた先はお好み焼き店。しかもこのお店、たしか文也と初デートの日に立ち寄ったところだ。

　車から降りたまま店を見上げて立ち尽くしていると、車を施錠した零士君が隣に立った。

「言っただろ？　凛々子の思い出を塗り替えるって」

　得意げに言う彼を見れば、にっこりと微笑んだ。

「あいつのことを一ミリも思い出すことがないよう、俺でいっぱいにするから。だからお好み焼き屋の次は、コンビニに寄ってソフトクリームを食べるからな」

　えっ？　そこまで知ってるの!?と思ったけど、すぐに千鶴ちゃんには嬉しくて初デートの詳細を何度もしていたことを思い出した。

　全部千鶴ちゃんに聞いたんだよね。

　呆気にとられていると、零士君は私の背中をグイグイと押した。

「ほら、早く入ろう。めいっぱい遊んだから腹減った」

「あっ、うん」

　だけど零士君、お好み焼きなんて食べたことあるのかな？　焼き方とかわかる？

　そんな不安がよぎったけど、どうやら学生時代はよく友達と来ていたようで、私よりも焼くのがうまかった。

　お腹いっぱい食べた後は、宣言通り歩いて五分の場所にあるコンビニに向かい、ソフトクリームを購入。

　それを食べながら駐車場へと向かう。

「正直に言って、引いた？」

「えっ？」

　その道中に急に聞かれてキョトンとなる。すると零士君は苦笑いした。

「普通は引くだろ？」

　そうなのかな？　でも好きな人に抱く当たり前の感情じゃないだろうか。

「確かにびっくりしたけど、でも引いたりはしていないよ。だって好きな人相手だったら普通じゃないかな？　私も嫉妬したもの」

　文也が他の女の子と楽しそうに話しているのを見て、すごくおもしろくなかった。その感情と同じでしょ？

「そっか。凛々子は嫉妬したのも、あいつが初めてなんだな。それもどうにかして塗り替えないと」

　どうやって？　まさか浮気するとか？

　ギョッとなる私に、すぐさま零士君は笑った。

「冗談だよ。俺は凛々子以外の女に興味ないし、親しくしたいとも思わないから。だから残念だけど、凛々子に嫉妬させることはできそうにないな」

　それに対して私は、どう答えたらいいのやら。……でも不思議と嫌な気持ちにはならない。

「でも引かないんだったら、今まで我慢していた分もっと凛々子を独占してもいい？」

「えっ!?」

　独占ってどういう意味？

　彼の意図がわからなくて変に身構えてしまう。

「今日みたいに、凛々子の心の中を俺でいっぱいにしたいってことだよ。それと凛々子の初めてを、もっと俺で増やしたい」

　彼の言葉にドキッとなる。だけど、どうやらからかわれていたようで、困惑する私を見て零士君は笑い出した。

「アハハッ！　これも別に深い意味はないから。そんな身構えないでよ」

「……っ！　零士君の冗談はわかりづらいよ」

　笑われたのが気に入らなくて文句を言ったというのに、零士君はどこか嬉しそう。

「どうしようか、凛々子。文句を言う凛々子もかわいくてたまらないんだけど」

「そ、そんなの知らないよっ！」

　ぶわっと顔が熱くなり、恥ずかしくて零士君を置いてけぼりにして早足で突き進む。

　もう零士君ってば、聞いているこっちが恥ずかしくなることをいつも簡単に言うんだから。

　絶対私の反応を見ておもしろがっているよね？

　時折見せる意地悪な一面は、昔と変わらないようだ。

「待ってよ、凛々子」

　すぐに零士君が追いついてきた。隣に並ぶと「ごめんごめん」と謝る。

「本当に悪いと思っているように見えないよ？」

　だって顔が笑ってるもの。

「悪いと思ってるよ。だから機嫌直してよ」

「……やだ」

　丸め込まれるのが嫌で珍しく反発をすると、零士君は目を見開いた後、顔をクシャッとさせて笑った。

「じゃあ凛々子が機嫌直すまでご機嫌取りするよ」

　そう言って彼は私にくっ付く。

「わっ!?　ちょっと零士君、歩きづらいよ」

「大丈夫、歩けてる」

　そんなやり取りをしているのが、なんだか可笑しい。

　少し前までは考えられなかったな。零士君に文句を言い、こうやって笑い合って歩くなんて。

　それに今日一日で、また新たな零士君の一面を知ることができた。こんな風にこれからも一緒に過ごす日々の中で、彼を知れたらいいな。

　駐車場に戻り、帰りにスーパーに寄ってもらって明日以降の食材を購入してから家路についた。

　買ってきたものをふたりで冷蔵庫に詰め終えると、零士君は「さて、と」と言って、珈琲メーカーに珈琲豆をセットした。

「これから少し仕事をするから、先に風呂入って寝てて」

「えっ？　これから？」

「あぁ。明日の会議用の資料を作らないといけないんだ。今日は疲れただろ？　だから気にせず先に休んでいいよ」

　次第にキッチンには珈琲の芳かんばしい香りが漂う。それをカップに注ぎ、零士君は「おやすみ」と言って書斎へと向かった。

「おやすみ」

　そう返したものの、本当にこのまま先にお風呂に入って寝ちゃってもいいのか迷う。

　かと言って、私に手伝えることなどない。彼の言う通り先に寝た方がいいのかも。

　ふと、冷蔵庫が目に入る。

　そうだ、零士君が明日元気に会議に挑めるように朝食を用意しよう。それなら、お弁当も作ってみようかな。

　零士君、私の料理を楽しみにしているって言ってくれたよね。作っていらないって言われたら、私がお昼に食べればいいし。

　だったら今夜のうちに仕込みをしておこう。ちょうど食材をたくさん買い込んできてよかった。

　手を洗ってエプロンをつけ、零士君の仕事の邪魔にならないよう、できるだけ物音を立てずに調理を開始した。

　喜んでくれるかな？　その前に明日、お弁当を受け取ってくれるといいけど。

　でもこうして誰かのために料理を作るのは楽しい。零士君の喜んだ顔を想像すると、絶対に美味しいものを作ろうって思うよ。

　朝食とお弁当の仕込みを終え、先にお風呂に入っても零士君は書斎から出てこなかった。

　申し訳ないと思いつつ、明日に備えて先に就寝した。




　次の日。零士君を起こさないようにベッドから出てキッチンへと向かう。お弁当と朝食を同時進行で作っていき、お弁当のおかずがすべて完成した。

　それらを今度はていねいにお弁当箱に詰めていく。

「ん、見た目もいい感じ」

　おかずは零士君が美味しいと言ってくれただし巻き玉子と、定番の唐揚げ。それとレンコンのきんぴら炒めに、ぶりの塩焼き。あとブロッコリーと卵のサラダも彩りに加えてみた。

「あ、急いで朝ご飯も用意しないと」

　そろそろ零士君が起きてくる頃だよね。

　味噌を溶いて味噌汁を完成させ、他のおかずを皿に盛りつけていく。そしてすべてをテーブルに並べ終えると、鼻をクンクンさせて零士君がキッチンに入ってきた。

「おはよう、すごくいい匂いがする」

「おはよう、零士君。ご飯ちょうどできたよ」

「ありがとう」

　今日のご飯も零士君は「美味しい」と言ってすべて食べてくれた。そして身支度を整え、家を出る時間になった時。

　お弁当が入ったランチバッグを後ろに隠して玄関まで向かう。ちょうど彼は私に背を向けて靴を履いているところだった。

「あの、零士君」

「ん？」

　履き終えて振り返った彼に、両手でランチバッグを差し出した。

「お弁当作ってみたの。もしよかったら食べて」

「お弁当って……凛々子が作ってくれたの？」

「うん。あ、もちろん外回りや会議が忙しくて食べる暇がないなら、無理に持っていかなくてもいいからね。私が食べるし」

「なに言ってるんだよ、食べるに決まってるだろ？」

　そう言って零士君は私からランチバッグを受け取った。

「ありがとう、凛々子。今日の会議、絶対うまくいくよ。なんたって凛々子の弁当があるんだから」

「零士君……」

　なんだろう、この気持ち。零士君の笑顔を見ただけで胸がきゅんとなる。

「それじゃいってくる」

「う、うん。いってらっしゃい」

　手を振って彼を見送った後、その手を胸に当てた。心臓は速く脈打っている。

　零士君の笑顔を見ただけで、胸がときめいた。それに喜んでもらえたのが嬉しくて、もっと彼が喜ぶことをしてあげたいと思った。

　この感情を私はよく理解している。恋の始まりの合図だ。

　私……零士君のことを、好きになりかけている。ううん、もしかしたらもうとっくに好きになっているのかもしれない。

　それとこれも知っている。一度自覚した恋愛感情は、とどまることなく大きくなるってことも――。










初めて抱く感情




「ごめん、凛々子。さすがにもう食べられそうにない」

「全然大丈夫！　ごめんね、作りすぎちゃって」

　あぁ、またやってしまった。

　零士君のことが好きだと自覚してから十日余り。夕食時にこの同じやり取りをもう三日ほど繰り返している。

「明日の朝にまた食べるから、ラップしておくよ。凛々子は早く食べちゃいな」

「うん、ありがとう」

　まだ食事途中の私を気遣い、席を立ってラップを取りにいった零士君に、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　零士君の喜ぶ顔が見たい。私にできることといえば、ご飯を作ること。そうなると張り切りすぎてたくさん作ってしまう。

　こうして夜のおかずが、朝食や零士君のお弁当にいくことはここのところ多い。

　それなのに嫌な顔ひとつせず、最後まで食べてくれるのがすごく嬉しい。

　ダメだな、私。確実に零士君のことを好きになっている。




　次の日の午後。千鶴ちゃんに相談したくて会える日がないかと聞くと、さっそく大学終わりにマンションに立ち寄ってくれた。珈琲とお菓子を用意して、本題に入る。

　そして私の話を聞き終えると、千鶴ちゃんは興奮気味に言った。

「え？　どうしてダメなの？　むしろいいことじゃない。やっとお兄ちゃんの恋が報われると思うと、妹としてすごく嬉しいよ。それでいつ告白するの？」

「告白って……！　まだ考えられないよ」

　首をブンブンと横に振れば、千鶴ちゃんは小首を傾げた。

「どうして？　お兄ちゃんは凛々子ちゃんのことが大好きなんだもの。両想いじゃない」

「だってまだ自信を持って好きって言えないし、零士君だってこの先、どうなるかわからないでしょ？　暮らし始めて間もないもの。もしかしたら一緒に過ごす中で、私のことが嫌になるかもしれないじゃない」

　まだ生まれたての気持ち。大切にしていきたいと思うし、零士君に愛されていると実感しているからこそ、生半可な気持ちのまま想いを伝えてはいけない気がするの。

　それに私が一緒に暮らすようになって、零士君の初めて見る一面があったように、零士君も私のことでまだ知らないことがあると思う。

　本当の私を知ってその上で好きになってほしい。

　その思いで言うと、千鶴ちゃんは不服そうに唇を尖らせた。

「えぇー。お兄ちゃんはどんな凛々子ちゃんを知っても、絶対に嫌いにならないと思うけどな。凛々子ちゃんって、本当に真面目だよね」

「そうかな？　普通だと思うけど」

　今度は私が首を傾げると、千鶴ちゃんはクスリと笑った。

「お兄ちゃんと凛々子ちゃんを見てると、政略結婚でも幸せになれるんじゃないかって希望が持てるよ」

　千鶴ちゃんにはまだ婚約者という存在はいない。でもいずれは親の決めた相手と結婚するって前に言っていたよね。

「もしかして婚約が決まったの？」

　恐る恐る問うと、千鶴ちゃんはすぐに否定した。

「ううん、まだ。でも近いうちに決まるんじゃないかな。お父さんってば最近よくパーティーに私を連れ出して、気になる人はいるか？って聞いてくるから。少しは娘の意志を尊重してくれるようだから、そこが救いかな」

「……そっか」

　私たちはなに不自由ない暮らしをさせてもらってきた。でもその暮らしとは引き換えに、多くの自由を失っている。恋愛もそのうちのひとつだ。

「でもなー、あぁいう社交の場に来る人気者はライバルが多いし、女の闘いとかがあって面倒そうなんだよね」

「それはちょっとわかるかも。零士君もすごい人気だったから、婚約者ってだけで私も色々言われてきたもの」

　だから零士君と一緒に社交の場に顔を出すのが、すごく嫌だったんだよね。

　好きで零士君と婚約したわけじゃないのに、どうして私ばかり嫌な思いをしなくちゃいけないの？って。

「そうだ、思い出した。私、ずっと凛々子ちゃんに言わなくちゃって思っていたことがあるの」

「なに？」

　真剣な瞳を向けられ、緊張が走る。

　聞く態勢に入った私に千鶴ちゃんは話してくれた。

「この前のパーティーで聞いた話なんだけどね、最近どうやらお兄ちゃんの周りを女め狐ぎつねがうろついているらしいの」

「め、女狐？」

　聞き返すと千鶴ちゃんは眉間に皺を刻んだ。

「そう、女狐！　絶対凛々子ちゃんも知ってると思う。会うたびに先陣を切ってお兄ちゃんにべったりくっ付いていた、笹ささ野の綾あや子こ！」

　その名前はもちろん知っている。

　笹野さんは千鶴ちゃんと同い年の二十一歳。少しつり上がった猫目できつい印象を抱く。

　でもすごく美人で、私より年上に見えるほど大人っぽい。

　千鶴ちゃんとはたしか犬猿の仲だった気がする。

「お兄ちゃんはもう凛々子ちゃんと結婚したっていうのに、まだ諦めていないようでさ。権力を振りかざして会社まで押しかけているっていうじゃない」

「そうなの？」

「うん、お兄ちゃんの仕事が終わるのを待ち伏せしたり、父親にお願いしてお兄ちゃんと会う機会を作ってもらったりしているみたい」

　笹野さんの父親は大手銀行のトップ。

　うちのお父さんの会社もそうだけど、お義父さんの会社も多くの融資を受けている。

　だから結婚する前まで、笹野さんは私よりも零士君に見合うと思っていた女性のひとりだった。

「本当に綾子ってばずるいんだから。昔からそう。みんなにいい顔をして裏では汚い手を使っているの。大人になっても変わらないとか最低」

　ブツブツと文句を言うと、千鶴ちゃんは力強い瞳を私に向けた。

「凛々子ちゃん、綾子には充分気をつけてね！　お兄ちゃんはまったく相手にしていないと思うけど、目的のためには手段を選ばない子だから。凛々子ちゃんに危害を加えてこないとも言い切れないもの」

「そんな、まさか」

　否定するものの、千鶴ちゃんは顔を険しくする。

「そのまさかなの。とくにお兄ちゃんに随分惚れ込んでいるようだし。どんなかたちで凛々子ちゃんに接触してくるか、わからないでしょ？　なにかあったらすぐにお兄ちゃんに言ってね！　もちろん私でもいいから」

「う、うん」

　千鶴ちゃんの迫力に圧倒されて、思わず返事をしてしまった。

　それを聞いて彼女は安心したのか、珈琲を啜る。

「綾子もさ、どうしてあんな自信があるのかわからないけど、周りに言いふらしているらしいの。お兄ちゃんが本当に愛しているのは自分だって」

「えっ？　そうなの？」

「うん、怖いでしょ？　お兄ちゃんが好きなのは、凛々子ちゃんなのに」

　だけど笹野さんも根拠があるから、そう言っているわけだよね？

　ふと、零士君に想いを告げられた日のことを思い出す。

　そういえば零士君、言っていたよね。『凛々子が俺を裏切ったというなら、俺だって凛々子を裏切っていた。凛々子を諦めるために、他の人と関係を持ったことがあるから』って。

　その相手って、もしかして笹野さんだったの？

　そうなら、笹野さんが言っていたという言葉の意味が理解できる。

　たとえ相手が笹野さんではないとしても、零士君が私以外の人と関係を持ったというのは事実。

　そう思うとなぜか胸がモヤモヤする。

　なんて身勝手な思いだろうか。自分だって零士君が初めての相手じゃない。文也と関係を持ったというのに。

　芽生えた感情を必死に打ち消し、その後は千鶴ちゃんと他愛ない話を楽しんだ。

　千鶴ちゃんが帰っていったのは十七時半過ぎ。

　カップなどを洗って片づけ、夕食はなににしようかと冷蔵庫を開けた。

　昨日も作りすぎちゃったし、今日は気をつけないと。

　食材と睨めっこしていると、リビングに置いてあるスマホが鳴った。

「誰だろう」

　鳴り続けているスマホを確認すると、電話の相手は零士君だった。

「もしもし」

　すぐに電話に出ると、彼の優しい声色が届く。

《もしもし、凛々子？　千鶴から連絡がきた。ついさっきまであいつ家にいたんだって？》

「うん」

　もしかして千鶴ちゃん、零士君に笹野さんの話をしたのかな？　だからこうして電話をくれた？

《悪かったな。それじゃ夕食の準備もまだだろ？　だったら外食しないか？》

「え、外食？」

《うん。デートみたいに外で待ち合わせしてさ》

　零士君に言われた言葉に、ドキッとなる。

《俺もあと少しで仕事が終わるから、そうだな。……駅前の改札口で待ち合わせしようか？　それこそデートっぽいだろ？》

　冗談交じりに言う零士君に笑みがこぼれる。

「わかった、じゃあ準備して向かうね」

《うん、俺も急いで行く》

　通話を切った後も、頬は緩んだまま。

　過去はどうやったって変えることはできないもの、気にすることないよね。大切なのは今だ。

　一緒に過ごす時間を大切にしていこう。

　急いで準備を進めて家を後にした。




　帰宅ラッシュの時間帯ということもあって、最寄り駅の改札口は多くの人が行き交っている。

　人の往来の邪魔になりそうだし、改札口前の広場で待っていた方がいいよね。

　そこには私と同じように待ち合わせ相手を待つ人がたくさんいた。

　空いているベンチに腰かけて、零士君に着いたとメッセージを送る。

　まだ仕事が終わっていないようだったし、もう少しかかるかも。その証拠にメッセージには既読が付かない。

　周囲をキョロキョロしながら待つこと十分。遠くにいてもひと際目を引く男性が目に入る。

　あ、零士君だ。

　背が高いから見つけやすい。

　なんてことを考えながら立ち上がり、彼のもとへ駆け寄っていったものの、その足が止まる。

「あれって……」

　心臓がドクンと鳴る。

　零士君の隣には、見覚えのある女性が寄り添うように歩いている。

　綺麗で大人っぽくて、零士君の隣に立っても見劣らない。お似合いの人。

　どうして笹野さんが零士君と一緒にいるの？

　ふたりとどんな顔をして対峙したらいいのかわからなくて、逃げ出したい衝動に駆られる。

　だけどそれは叶わず。私に気付いた零士君は「凛々子！」と呼び、駆け寄ってきた。

「悪い、遅くなって」

「あ……ううん、お仕事お疲れ様」

　笑顔で零士君の隣に立つ笹野さんのことが気になって仕方がない。

　そんな私に気付いたのか、笹野さんが口を開いた。

「お久しぶりです、深山さん。あ、今は違うのよね。凛々子さんって呼ばせてください」

「はい。……お久しぶりです」

　まずは挨拶をして頭を下げると、笹野さんは声を弾ませた。

「ごめんなさい、まさか零士さんが本当に凛々子さんと待ち合わせしているとは夢にも思わなくて。だっておふたりは政略結婚でしょう？　食事をする仲だったなんて」

　棘とげを感じる言葉に、胸が苦しくなる。

　いや、以前の私たちを知る人から見たら、そう思われても仕方がない。

「久しぶりに零士さんと食事をしようと思っていたのに」

　笹野さんの言葉に、心が大きく揺れる。

　久しぶりにってことは、以前にも笹野さんは零士君と食事をしたの？

　疑心暗鬼になっていると、零士君が迷惑そうに言った。

「さっきも一緒に食事する気がないと言っただろ？　それにもういい加減帰ってくれないか？　これから夫婦の時間なんだ」

　毅然とした態度で接する零士君に、笹野さんは悔しそうに唇を噛んだ。

　だけどすぐにハッとし、笑顔を取り繕って私を見つめた。

「そんな寂しいこと言わないでよ、零士さん。そうだ、せっかくの機会だし三人で食事しませんか？」

　三人で食事って嘘でしょ。

「するわけないだろ？」

　零士君が断っても、笹野さんは引き下がらない。

「凛々子さんとの交流を深めたいの。それに私とはいい関係を築いていた方が、零士さんにとっても凛々子さんにとっても悪い話ではないのでは？」

　それは彼女の言う通りだと思う。

　今後も笹野さんのうちの銀行とは、うちの会社も零士君の会社も付き合いが続いていくだろう。

　零士君と結婚した以上、私も社交の場での付き合いをしっかりしていかなければならない。

　そのためにも笹野さんとの仲を深めることは大切なこと。そう頭ではわかっているけれど、心が拒否している。三人で食事なんてしたくない。

「悪いけど、帰ってくれ」

　零士君がはっきりと告げると、笹野さんは表情を歪める。

「それは零士さんの考えでしょ？　凛々子さんは違うわよね？」

「えっ？」

　すぐに矛先を私に向け、笹野さんは責め立てるように続ける。

「私と仲良くして損はないと思いますよ？　それでなくとも凛々子さん、零士さんの奥さんってだけで、なにかと妬まれる対象になっていますし。それに零士さんの立場を理解しているなら、断れませんよね？」

　まるで脅しのような言い方に、零士君は「やめろ」と言って笹野さんを止めた。

「俺の立場を凛々子に押しつけるつもりはないし、凛々子のことは俺が守る。綾子の力を借りることは今後いっさいないから」

　零士君が動じることなく言ってくれて嬉しいはずなのに、それよりも彼が笹野さんのことを〝綾子〟と呼んだことが気になって仕方がない。

　ふたりは親しい関係にあったんだという確証を得てしまった。

　そう理解すればするほど、説明しようがない怒りが込み上がってくる。

　ここでなにも言わずにいるのが悔しい。それに零士君に守られてばかりも嫌。

　その思いが強くなり、自分を奮い立たせた。

「零士君、笹野さんの言う通りせっかくの機会だし、ご一緒させてもらおう」

「えっ？」

　私の言葉に零士君も笹野さんも目を見開いた。

「だけど、凛々子……」

「そうしましょう。私、この辺で美味しいお店を知っているの。席が空いてるか確認してみるわ」

　戸惑う零士君の声を遮って言うと、笹野さんはどこかに電話をかけ始めた。

　すると零士君はコソッと私に耳打ちする。

「本当にいいのか？　綾子と一緒に食事なんて」

　また彼の口から〝綾子〟と聞き、心がざわつく。

「うん、大丈夫」

　だけど私は変な強がりをして、平気なフリをする。

　こうすることしかできない自分がすごく滑こっ稽けいだ。プライドが芽生え、自ら嫌な時間を過ごそうとしているのだから。

　電話を終えた笹野さんに先導され、駅からほど近いところにあるイタリアンの店へと向かった。

「いらっしゃいませ、笹野様。お越しいただき、大変光栄です」

「久しぶり。急な話だったのに対応してくれてどうもありがとう」

　笹野さんに深々と頭を下げる支配人。ここは、なかなか予約が取れないことでも有名な店だ。

　私も家族で何度か利用したことがあるけど、当日予約なしで来たことはない。さすが笹野さんだ。

　通されたのは奥の個室。私と零士君が並んで座り、テーブルを挟んで笹野さんがひとりで座った。

「まずはシャンパンで乾杯しましょ」

　笹野さんがそう言うと、スタッフがシャンパンを私たちのグラスに注いでくれた。

「これからも素敵な交流を持てることを願って、乾杯」

　乾杯を皮切りに、次々とコースの料理が運ばれてくる。

　一方的に笹野さんが話を振ってきて、私と零士君が答えるということが続く中、笹野さんは私にはわからない仕事の話を零士君にし始めた。

「そういえば零士さんはご存じですか？　この前お話しした例の会社、やはり買収に乗り出そうとしているようですよ」

「そうなのか」

　これには零士君も目の色を変えた。

　笹野さんはただの社長令嬢じゃない。後継者のひとり娘として、大学生にもかかわらず、融資を受けてアプリの制作を手掛ける自分の会社を設立した。

　その手腕はメディアに大きく取り上げられている。

　だから本当に結婚する前は、笹野さんの方が零士君に見合うと思っていたんだ。

　でも今はそんなこと思えない。仕事の話を白熱させるふたりに入っていけないことが悔しくて寂しい。

　むしろ私は邪魔でしかないのでは？とさえ思う。

　黙々と料理を食べ進めていると、笹野さんがわざとらしく言った。

「やだ、私ったら凛々子さんがいることも忘れて零士さんに仕事の話をしちゃって。すみません、凛々子さん。退屈だったでしょう？」

「いいえ、大丈夫です」

　平然を装う私に、零士君も「ごめん」と謝ってきた。

　謝らないでほしい。惨みじめな気持ちになるよ。

「ううん、大丈夫だから。私のことは気にせず話を続けて。こういう機会でもないと、なかなか話せないことでしょ？」

　精いっぱいの強がりを見せると、笹野さんは「凛々子さんもこう言ってくれていますし、話を続けましょう」と言った。

　零士君はチラチラと私の様子を窺う。

　やめてほしい、これ以上惨めな思いをさせられたら泣いてしまいそう。

「本当に大丈夫」

　必死に涙をこらえて言うと、笹野さんは零士君と話を続けた。

　笹野さんの話に耳を傾けながらも、零士君は時折私の様子を窺う。

　そのたびに笑顔で平気なフリを続ける私の心は、醜みにくい感情で覆われていく。

　どうして零士君と笹野さんが話しているところを見るだけで、こんなにイライラするんだろう。

　彼が笹野さんのことを〝綾子〟と呼ぶたびに胸が痛んで、泣きそうになる。

　この場に私がいないかのように、仕事の話で盛り上がるふたりを見ていると、惨めで仕方がない。

　こんな感情を抱くのは初めて。

　もうダメだ、私。一度気付いた気持ちは大きく膨れ上がり、零士君のことが好きでたまらなくなっている。

　こんなにも嫉妬と独占欲で、醜い感情を抱くほどに――。










複雑な想い　零士ＳＩＤＥ




　ここ最近、凛々子の様子がおかしい。

　塩と砂糖を間違えて味つけを失敗したり、ご飯を炊き忘れたり。頼んでおいたことをすっかり忘れ、アイロン中に考え事をしていたのか、ワイシャツを焦がすこともあった。明らかにいつもと違う。

　母さんには家政婦を雇うべきだと助言されたが、凛々子もいらないと言っていたし、なによりふたりっきりの新婚生活を楽しみたくて断った。

　俺もできるだけ凛々子の負担にならないよう、早く帰れた日は洗い物を手伝い、風呂掃除やゴミ出しなど協力してきた。

　だけどもしかしたら家事が、凛々子の大きな負担になっているのかもしれない。

　そう思って夕食時、凛々子に家政婦を雇ってみようかと再び提案したものの、彼女からの返答はない。

　どこか上の空で俺の声は耳に届いていないといった様子。

「凛々子。……凛々子？」

　彼女の名前を何度か呼ぶとやっとこちらを見た。

「あ、ごめん。なに？」

「もし家事が凛々子の負担になっているなら政婦を雇おうかと思っているんだけど」

　同じ話を繰り返し伝えると、凛々子は慌て出した。

「そんな、いいよ。家政婦さんだなんて。私なら大丈夫！」

　そうは言われても引き下がれない。

「本当に？　無理していない？」

　最近の凛々子を見れば、どうしても負担になっているようにしか思えない。

「本当に大丈夫だから。私にできることといえば、これくらいしかないもの。それまで取り上げないで」

　大きく瞳を揺らして引っかかることを言うと、凛々子は黙々と箸を進めていく。

　それ以上聞いてはいけない雰囲気に、「わかった」と言うしかできなかった。

　家事が負担になっているのかもしれないと思う一方で、もしかしたら十日ほど前に綾子と三人で食事をしたのがまずかったのではないかと考えていた。

　できることなら過去をやり直したいほど後悔していることがある。凛々子を諦めたくて、綾子をはじめ、複数の女性と関係を持ったことだ。

　もちろんみんな一回きりで付き合いも短かった。他の女性は俺に遊ばれただけだと割り切り去っていく一方で、綾子だけは違った。

　一度きりの関係を本気だと思い、凛々子と結婚した後も「本当に好きなのは、私でしょ？」と、たびたび会社にまで押しかけてきた。

　冷たく接するものの、相手は融資を受けている銀行の娘で、しかも後継者の最有力候補。完全に突き放せずにいた。

　それでこの前のような事態を引き起こしてしまった。凛々子に嫌な思いをさせたよな。

　綾子が凛々子を敵対視していたことを知っていたから、社交の場ではできるだけそばを離れず、凛々子に危害が及ばないようにしていたというのに。

　会社の目立つところで待ち伏せされては、強気に出ることもできなかった。

　せっかく凛々子との距離が縮まっている気がしていたのに一気に遠ざかった気分だ。

　俺と結婚した以上、凛々子は俺の妻として今後はよりいっそう面倒な社交の場に同伴してもらう必要がある。

　父さんからトップの座を引き継いだらなおさらだ。

　どんなに俺が守ろうとしたって、限界があるかもしれない。守ることができない場合も出てくるかもしれない。

　それに気づき、凛々子は俺との結婚が嫌になったのでは？　その可能性も十分あり得る。

　しかしそれを凛々子に直接聞く勇気が出ない。できるなら頼りたくなかったけど、仕方がない。

　この日の夜、凛々子が風呂に入っている間に千鶴に連絡をして、三日後の昼に会う約束を取りつけた。高いランチ代と引き換えに。




「お兄ちゃんって本当に最低だよね。女心をまるでわかっていない。そんなんじゃ凛々子ちゃんに愛想尽かされちゃうからね」

　約束の日。千鶴は会うなり開口一番に容赦なく責め立て、俺は先制攻撃を受けた。

「だからこうしてお前に相談に乗ってもらおうと思ったんだろ？　わざわざこのホテルのランチを予約してまで」

　言葉に棘を生やして言うと、千鶴はにっこり微笑んだ。

「当然の報酬でしょ？　貴重な時間をお兄ちゃんに割さいてあげるんだから。もちろんここの一番高いコースを頼んでもいいよね？」

「好きにしろ」

　そう言うと千鶴は「わーい」と言って、さっそく店員にランチコースをふたつ注文した。

　すぐに運ばれてきた前菜を食べながら、千鶴は口を開いた。

「凛々子ちゃんから聞いてるよ。綾子と三人で食事をしてきたんだって？」

「あぁ、不可抗力でな」

　俺もフォークを手に料理を口に運ぶと、千鶴は深いため息をこぼす。

「お兄ちゃんのバカ。綾子の思うがままに動いちゃって。どうしてはっきり断らなかったのよ」

「断ったさ。でも凛々子がいいって言ったから。……それに相手は最大の融資元だし、お前の友達でもあるだろ？」

　綾子と千鶴は同い年ということもあって、よくふたりで話しているのを見かけていた。それに家にも何度か遊びに来たこともあり、自然と俺も綾子と話す機会が増えていったんだ。

　だからてっきり千鶴と綾子は友達だと思っていたんだが、どうやら違ったようで千鶴は嫌悪感を露わにした。

「私の友達って……冗談やめてよ。私と綾子が友達のわけがないでしょ？　お兄ちゃん気づいてなかったの？　綾子はお兄ちゃんに近づくために私と仲が良さそうに装っていたってことに」

「そうだったのか？」

　初めて知る事実に驚きを隠せない。そんな俺を見て千鶴は呆れたように言った。

「それでお兄ちゃんが私に相談したいことって？　なにを聞きたいの？」

　本題を切り出した千鶴に、凛々子のことを相談した。

　俺の話を聞いた千鶴は大きく目を見開き、「ありえない」と言うように目をパチクリさせた。

「お兄ちゃんってば本気で凛々子ちゃんの様子がおかしいのは、お兄ちゃんとの結婚生活に不安を感じたからだと思っているの？」

「え？　違うのか？」

　こっちも信じられなくて目を瞬かせる。

「違うに決まってるでしょ？　本当にお兄ちゃんって女心がわかってなさすぎ！」

　周りの目など気にすることなく、千鶴は興奮した状態で捲し立てる。

「凛々子ちゃんは、お兄ちゃんと綾子の関係が気になっているんだよ！　食事中にふたりで仕事の話をしたり、綾子のことを〝綾子〟って呼んだりしていたんでしょ？　そんなの普通に嫌に決まってるじゃない」

「ちょ、ちょっと待ってくれ千鶴」

「なに!?」

　興奮冷めやらぬ千鶴に、頭を整理しながら聞いた。

「千鶴の話を聞いていると、凛々子が俺のことを好きなようにしか聞こえないんだけど」

　確かにここ最近、凛々子との距離が縮まっているという実感はあった。でもまだ好かれているとは思えない。

　だけど違ったのか？　凛々子は俺を想ってくれている？

　その答えを知りたくて返事を待つ。すると千鶴は思いっきり顔を逸らした。

「そんなの私の口から言えるわけないじゃない！」

「ここまで言っておいてか？」

　思わず突っ込めば、千鶴は子供のように俺に向かって、あっかんべーをした。

「当たり前でしょ？　大事なことは凛々子ちゃんからちゃんと聞いて」

　それでは遠回しに俺の勘違いではないと言っているようなもの。

　そうなのか？　本当に凛々子が俺を好き？　だから綾子に嫉妬した？

　考えれば考えるほどそんな気がしてならない。

「ちょっとお兄ちゃん？　ニヤニヤしないでよ、気持ち悪い」

「仕方がないだろ？　そりゃ顔もニヤけるさ」

　ずっと好きだった。嫌われているとわかっていたからこそ、彼女に好かれる日がくるとは夢にも思わなかったのだから。

　その夢が現実になったんだ。顔の表情筋も緩んで当たり前だ。

「夢見心地のところ申し訳ないけど、綾子をどうにかしないとお兄ちゃん、また凛々子ちゃんに嫌われる可能性もあるからね」

「そうだな」

　千鶴の言う通りだ。

「凛々子ちゃんに接触したからには、なにかしら仕掛けてくると思うよ？　それこそお兄ちゃんと離婚に追いやるようなことを」

「やめてくれよ」

「その可能性もあるって言ってるの！　とにかく、自分の立場とか気にしている場合じゃないからね！　いいじゃん、大好きな凛々子ちゃんと一緒にいられるなら、他はどうなったって」

「それはそうだけど、そうなったら凛々子を幸せにすることはできないだろ？」

　銀行との関係を崩さぬよう、綾子に手を引いてもらうのが一番だ。

　だけど俺の話を聞いた千鶴は、心配そうに瞳を揺らした。

　千鶴は俺が会社のために凛々子に我慢をさせたり、傷つけたりすることも厭わないと考えていると思っているのかもしれない。

「言っておくけど、だからといって凛々子に悲しい思いなど絶対にさせないさ。凛々子を傷つけず、会社にも影響を及ぼさない方法で解決する」

　俺の話を聞き、千鶴はホッとした様子だ。

「それならいいけど。でもどうやって？」

　食い気味に聞いてきた千鶴。

「それはまだ考えていない」

　正直に話すと、千鶴は「なんだ、頼りない」なんて言う。

「でもプライドの高い綾子に諦めてもらうのは、案外簡単な気がするんだ」

「本当にぃ？」

「本当に」

　そう言っても千鶴は納得していない様子。

「大丈夫。早くにケリをつけるさ」

　せっかく凛々子と想いが通じ合っても、それを伝えてもらわないことにはなにも変わらない。

　凛々子から「好き」と言ってもらえるよう、綾子の問題を早くに解決しよう。

「お兄ちゃんのその言葉を信じるからね！　……早く本物の夫婦になってよね。でないと妹としては心配でお嫁にいけないから」

「なんだよ、そんな相手なんていないくせに」

　千鶴はまだ婚約していないし、恋人がいる気配もない。それなのに、なぜか意味ありげな顔をして俺を見る。

「それはどうかな？　私だって恋のひとつやふたつ、しているかもしれないでしょ？」

「なんだよ、それ。ちゃんとした相手なんだろうな」

　なんだかんだ言って、千鶴とはたったふたりの兄妹。大切な妹だ。変な男に引っかかったりしないか心配にもなる。

「やだな、心配しすぎ。大丈夫！　もう少ししたらお兄ちゃんや凛々子ちゃんにも報告するから」

　その口ぶりから、相手がいるのは間違いなさそうだ。

　これには驚きを隠せない。

「その前にお兄ちゃんは早く綾子のことをどうにかしてね！　それといち早く凛々子ちゃんの不安を取り除くこと」

「わかってるよ」

　そうだ、まずは凛々子を最優先にしないといけない。

　帰ったらきちんと伝えよう。綾子と呼ぶことになんの意味もなく、ただ幼い頃から顔見知りだということ。

　それと改めて俺が好きなのは凛々子、ただひとりだけだと。

　それから千鶴はコースに付いているデザートだけでは足らず、ケーキを追加注文。食欲旺盛さに呆れつつも、最後に千鶴に「悪い男に引っかかるなよ」と念を押して別れた。




　この日は定時から三十分過ぎて会社を出た。

　会社を出る前に凛々子にメッセージを送ったものの、いまだに既読が付かない。いつもだったらこの時間に送れば、すぐに返信がくるというのに。

　もしかしてなにかあったのか？

　そんな不安を募らせながら家路を急ぐ。

　たどり着き、エントランスを抜けるとすぐにコンシェルジュが出迎えてくれた。

「おかえりなさいませ、久世様」

「ただいま。妻は在宅だろうか？」

「はい、ご在宅です。只今、お客様がいらっしゃってます」

「客？」

　一瞬千鶴の顔が浮かんだが、今夜は両親と食事に行くと言っていたから違うだろう。だったら誰が？

　コンシェルジュに「ありがとう」と告げて部屋へと急ぐ。

　部屋に上げるくらいだ。凛々子も顔見知りの者のはず。まさか綾子が？

　エレベーターが最上階に着くと、走って部屋へ向かい、はやる気持ちを抑えて玄関のドアを開ける。

　バタンとドアが閉まり、靴を脱ぎ終わった時、キッチンの方から綾子の悲痛な叫び声が聞こえた。










信じてほしかった




「家政婦、か」

　零士君から家政婦の提案をされてから三日後。彼を送り出した後に家事をしながら、もう何度目のため息を漏らしただろうか。

　でも零士君にそう言われても仕方がないよね。最近の私はふとした瞬間に笹野さんと零士君のことを考えてしまい、失敗ばかりだったのだから。

　どうにか家政婦を雇わないことに納得してもらえたけれど、今のままではまた言われてしまいそう。

　私には社会人経験もない。かといって笹野さんのように自分で起業しようなんて知識も勇気もない。

　そんな私が勝てるものといったら、彼を支えることくらい。それさえも奪われたら、私の存在意義がなくなってしまうもの。

　なにより零士君には嫌われたくない。

　零士君のことを好きだと実感するたびに、どうしても文也のことが脳裏に浮かぶ。

　人の気持ちは簡単に変わるもの。零士君だって例外じゃない。

　なにげないことで嫌われる可能性だってあるんだから。

　そうならないためにも、家事だけは完璧にやらないと。

　そう意気込み、彼のワイシャツのアイロンがけに取りかかる。

　一枚目のアイロンがけが終わり、二枚目に取りかかろうとした時、スマホが鳴った。

　時刻は十三時過ぎ。相手を確認すると千鶴ちゃんからだった。

「もしもし、千鶴ちゃん？　どうしたの？」

　今日は大学の授業がないのかな？　それとも昼休み中に電話をしてきた？

　そんなことを考えていると、千鶴ちゃんは開口一番に力強い声で言った。

《凛々子ちゃん、私はなにがあっても凛々子ちゃんの味方だからね！》

「どうしたの？　いきなり」

　少し前に、零士君と笹野さんと食事をした時に感じた気持ちを、千鶴ちゃんに打ち明けた。

　それをいまだに私が引きずっていると思って、こうして連絡をくれたとか？

《覚えていてほしいの、凛々子ちゃんには私がついているって。だから自分の気持ちに正直になってよ》

「えっ？」

《この前は言えなかったけど凛々子ちゃん、綾子に嫉妬するほどお兄ちゃんのことが好きなんでしょ？》

「それは……」

　言葉に詰まると、千鶴ちゃんは畳みかけてきた。

《嫉妬するってことは、もうお兄ちゃんのことが好きでたまらないんだよ！　だったら伝えないと。……凛々子ちゃん、元カレのことがあって踏み出せずにいるのかもしれないけど、元カレとお兄ちゃんは違うからね？　お兄ちゃんは絶対に凛々子ちゃんを悲しませるようなことはしないもの》

　自信を持って言う千鶴ちゃんに、思わず言い返した。

「どうしてそう言い切れるの？　だって現に私の気持ちは変わったでしょ？　あんなに文也のことが好きだったのに、今は零士君のことを好きになっている。それなのに零士君の気持ちが変わらない保証なんて、どこにもないよ」

　そうだよ、保証なんてない。いくら兄妹でも零士君の気持ちをすべて理解できているわけではないでしょ？

「それなのに簡単に好きなんて言えない。その後が怖いもの」

　想いが通じ合えた幸せがずっと続くとは限らない。いつ終わりがくるかもわからないもの。

　すべて吐き出してから気付く。これはただの八つ当たりだと。千鶴ちゃんは私のためを思って言ってくれたのに。

　後悔でいっぱいになり、すぐに謝ろうとした私より先に千鶴ちゃんが口を開いた。

《それを全部お兄ちゃんに言ってあげて。凛々子ちゃんが不安に思っていることを言わない限り、お兄ちゃんは凛々子ちゃんの不安を取り除いてあげることができないよ》

　ひと呼吸置き、千鶴ちゃんは優しい声色で続ける。

《お父さんとお母さんを見てて思ったの。よくケンカもするけど、そこで毎回思っていることを言い合って仲直りするたびに、お互いのことを知り、絆を深めているんだって。夫婦ってそういうものじゃないかな》

　千鶴ちゃんの話を聞き、自分の両親が重なる。

　お父さんとお母さんもなにげないことで、よくケンカをしていた。それでも、もう三十年近く夫婦を続けている。

　それはきっと千鶴ちゃんの言う通り、ありのままの自分を見せ合うことができているからかもしれない。

《凛々子ちゃんはもっとお兄ちゃんに愛されている自信を持ってほしい。その自信はきっと、お兄ちゃんに本音をぶつけることで強くなるはず。だからお兄ちゃんに話してあげて。凛々子ちゃんの気持ちを全部》

　そうだよね、私ひとりでグルグル考えていたってなんの解決にもならない。

　ちゃんと零士君に向き合わなければいけない。

「ありがとう、千鶴ちゃん。私に大切なことを気付かせてくれて」

《それじゃ凛々子ちゃん……》

「うん、今夜にでも零士君に話すよ。自分の気持ちも、笹野さんに嫉妬して、不安に思っていることも」

　不安そうに聞いてきた千鶴ちゃんに伝えると、電話越しからホッとした声で言われた。

《よかったー。うんうん、凛々子ちゃんの本音をお兄ちゃんに伝えてあげて。その方がお兄ちゃんも嬉しいと思うから》

「……うん」

　そうだよね、私だって零士君がひとり悩んでいるのに、力になれなかったら嫌だもの。

《今夜頑張って》

「ありがとう、頑張るよ」

　最後に《明日報告を待ってるよ》と言われて通話を切った。

　私はそのままスマホを胸に当てる。

　千鶴ちゃんに勇気をもらったんだから、本当に頑張らないと。

　この頑張りが零士君との未来に繋がっていくと信じたい。

　そうと決まれば、残りの家事を片づけて夕食のおかずも買いにいこう。

　急いでアイロンがけをして、お風呂掃除を済ませ、マンションの地下通路を通った先にあるスーパーへと向かった。




「少し買いすぎちゃったかも」

　両手にエコバッグを持って来た道を戻っていく。

　そしてマンションのロビーに出ると、コンシェルジュがいるカウンターが見えてきた。

　いつものように挨拶をして通り過ぎようとしたけれど、カウンターにいる人物を見て目を疑った。

「笹野さん？」

　信じられなくて声に出してしまうと、私に背を向けてコンシェルジュと話をしていた笹野さんが気付き、振り返った。

「あ、よかったわ。会えて」

　私の顔を見るなり、笑顔で駆け寄ってきた笹野さんに動揺を隠せない。

「留守だって聞いて、今日は会えないかと思っていました」

「あ……すみません、買い物に行っていて。それで、あの……」

　どうしてうちに？　そもそもどうして場所がわかったの？

「この前はゆっくり凛々子さんとお話しできなかったから、ずっとお会いしたいと思っていたの。でもほら、私は凛々子さんの連絡先を知らないでしょう？　だからダメもとで零士さんのマンションを訪ねてきたの。よかったわ、新居を構えていなくて」

　それはつまり笹野さんは、このマンションを訪れたことがあるってことだよね？

　零士君と付き合っていたなら当然かもしれないけど、ふたりで暮らしているあの家に笹野さんも入ったことがあるのかと思うと、激しい嫉妬心に襲われる。

　そんな私に気付いたのか、笹野さんは勝ち誇った顔で言った。

「お邪魔してもいいかしら？　美味しいケーキを買ってきたの。もちろん三人分買ってきたから、零士さんと三人でいただきましょう」

　本音を言えば笹野さんを家に上げたくない。でも、零士君とこれから先も一緒にいたいなら、笹野さんは避けて通れない道。

　だって笹野さんは零士君のことが好きなんだよね？　だからこうして私を訪ねてきたんでしょ？　それなのにここで逃げたらダメだ。

　そう自分を奮い立たせた。

「はい、どうぞお上がりください。じきに零士君も帰ってくると思うので」

　笑顔で言うと、笹野さんは険しさを滲ませる。

「ありがとうございます。ではお邪魔させてもらいますね」

　目は笑っているけれど、その奥には怒りが見え隠れする。

　エレベーターに向かう道も、そしてエレベーター内もお互い口を閉ざしたまま。

　きっと笹野さんの目的は言葉通り、私と話をすることだよね。もしかしたらストレートに零士君と別れてって言われるのかもしれない。

　だからといって簡単に引き下がれるほど、零士君への気持ちは軽くない。

　最上階に着き、部屋へと案内する。

「どうぞお座りください。笹野さん、珈琲でも大丈夫ですか？」

「はい、ありがとうございます」

　笹野さんをリビングに通して、私はキッチンに入る。

　まず買ってきたものを冷蔵庫にしまっている途中、リビングの笹野さんを見ると、興味深そうにキョロキョロと室内を見回していた。

　なんとなくリビングにふたりの写真を飾るのが恥ずかしくて、結婚式や新婚旅行のものは寝室に飾っている。

　でもそれを今は後悔した。もっと目立つところに飾っておけばよかった。

　笹野さんには、私と零士君は愛のない政略結婚をしたと思われているのに。

　そんなことを考えながらも食材をしまい終え、今度は珈琲の準備にとりかかる。

「キッチンも随分変わったんですね」

　棚にしまってある珈琲豆を捜している時に間近に聞こえた声に、心臓が跳ねる。

「ごめんなさい、驚かせるつもりはなかったの」

「いいえ、大丈夫です」

　顔の前で両手を合わせる笹野さんに言い、珈琲豆を手にする。すると彼女は遠慮なくキッチンに入ってきた。

「零士さんはあまり料理をしない人だったから、昔は調理器具も調味料も揃っていなかったの」

「そうなんですか」

　笹野さんは私の知らない零士君を知っていることをチラつかせて、私が動揺するのを狙っているのかもしれない。

　でも、もう決めたんだ。過去は気にしないって。大切なのは今であり、未来だと。

　珈琲メーカーをセットして、笹野さんと対峙した。

「結婚を機に彼がすべて買い揃えてくれたんです。休みの日は手伝ってくれたり、洗い物をしてくれたりしているんですよ」

「そうなんですか、零士さんも変わったんですね」

　ひと呼吸置き、笹野さんは続けた。

「そこまでして夫婦関係を続けることに意味があるんですか？　だってふたりは、愛のない政略結婚をなさったんですよね？」

「それは……」

　言葉を詰まらせた私を笹野さんは責めるように言った。

「私、知ってるんですよ。凛々子さんが零士さんと結婚する間際まで、別の男性と交際していたことを」

「どうしてそれを」

　珈琲の芳しい香りが漂う中、思わず声を漏らすと、笹野さんは鋭い目を私に向けた。

「今は便利な世の中です。ちょっと調べればすぐにわかりましたよ。ですが、凛々子さんのプライベートなことを調べたことについては謝罪します」

　そう前置きして笹野さんは私との距離を縮めた。

「零士さんと婚約していながら、一年半もの長い間、他の男性と交際していた人が、零士さんを幸せにすることなどできるはずありません。なにより零士さんに失礼だとは思わないんですか？」

　笹野さんの言う通りで返す言葉もない。

　だって私、文也の思惑に気付くことができず、恋に溺れて周りが見えなくなっていた。

　両親を裏切り、最悪のかたちで零士君との婚約を破棄するところだったのだから。後悔してもしきれない。

「おふたりのご両親が決めた結婚であり、業務提携が絡んでいることも知っています。だからって夫婦関係を続ける意味があるんですか？　零士さんだって本当は、あなたの存在がなければ心から愛している相手と結婚したいと思っているはずです。彼に相応ふさわしい相手はたくさんいます」

　その相手は自分だと言いたいのだろうか。確かに、少なくとも私より笹野さんの方が零士君に見合っている。

　そうわかっていても引き下がるわけにはいかない。

「確かに私たちは政略結婚です。結婚前に、零士君と婚約していたにもかかわらず、他の男性とお付き合いしていたことも事実です。だからといって、愛のない政略結婚だと決めつけないでください」

「えっ？」

　目を見開いた笹野さんに想いをぶつけていく。

「まだ芽生えたばかりの気持ちですが、私は零士君のことが好きです。これからもずっと一緒にいたいほどに」

「なにを言って……。この短期間に変わってしまうような軽い気持ちなんでしょ？　そんな人が軽々しく零士さんと一緒にいたいなんて言わないで！」

　さっきまで敬語で話していたのに、興奮しているのかタメ口で声を張り上げた。

「私はずっと零士さんのことが好きだった！　やっと私に振り向いてくれたと思ったのに、凛々子さんがいるから別れを切り出されたわ。凛々子さんさえいなければ、零士さんは私と結婚するはずだった！　私の方が絶対零士さんに相応しいのに……っ」

　笹野さんの悲痛な叫びに胸が締めつけられる。

　ここまで感情を露わにするのは、それだけ笹野さんが零士君に本気だからだと思う。

「凛々子さんは零士さんに愛されていると、自信を持って言えるの？」

「えっ？」

「私は零士さんが凛々子さんを愛しているとは思えない。だってふたりはいつも、仲が良いように取り繕っていただけでしょ？　態度がすごくよそよそしかったもの」

　笹野さんには気づかれていたんだ。結婚前は社交の場でだけ、仲が良いフリをしていたことに。

　私だって最初零士君の想いを聞かされた時は、半信半疑だった。なかなか信じることができなかった。でも今は違う。

「私はただ、零士君が言ってくれた言葉を信じています」

　真っ直ぐに彼女を見つめて言うと、笹野さんはギュッと唇を噛んだ。

「そんなことあるはずがない。だって零士さんは私を抱いてくれたもの。仕方がなく凛々子さんと結婚しただけ。そうに決まってる」

　笹野さんは俯き、ブツブツと呟く。そして私に敵意を向けた。

「零士さんを幸せにできるのは私。凛々子さんは私のように、彼の役に立てることなどなにもないでしょ？　零士さんがかわいそうよ。きっと世間の目もあるし、自分から凛々子さんに言えないのよ。だから凛々子さんから別れを切り出して」

「それはできません」

　はっきりと告げた時、玄関のドアが開く音が聞こえてきた。どうやら零士君が帰ってきたようだ。

　するとなぜか笹野さんは急に、淹れたての珈琲が入ったガラス容器を手に取った。

「零士さんが本当に愛しているのはどっちか、わからせてあげる。絶対に零士さんは私を信じてくれるはず」

「えっ？　あっ」

　次の瞬間、笹野さんは手にしていたガラス容器を手放した。熱々の珈琲が彼女のスカートにかかる。

「キャーッ!!」

　笹野さんは悲痛の声をあげてうずくまる。コロコロとガラス容器が転がる中、私は呆然と立ち尽くすことしかできない。

　すぐに笹野さんの声を聞いて、零士君がキッチンに駆け込んできた。

「どうした!?　なにがあったんだ!?」

　零士君は状況を把握するように、私と笹野さんを交互に見る。すると、すかさず笹野さんが涙声をあげた。

「痛いよ、零士さん。凛々子さんがわざと私の足に淹れたての珈琲が入った器を落としたの」

「え……凛々子が？」

　信じられないという目を向けられ、我に返る。

「ちがっ……。違うよ、零士君」

　私はそんなことしていない。

「私がいけないの！　零士さんと過ごした思い出を話したから。それで凛々子さん、怒っちゃって……」

「違う、零士君、信じて」

　首を横に振って必死に否定する。

「ごめんなさい、凛々子さん。気分を害するようなことを言っちゃって。でも、だからといって珈琲をかけるなんてあんまりよ。痕あとが残ったらどう責任をとってくれるの？」

「話は後だ。まずは手当てを急ごう」

　零士君はそう言うと、笹野さんを抱き上げた。

「凛々子、氷を持ってきてくれ」

「あ……うん」

　そうだ、まずは笹野さんの火傷やけどの手当てが優先だ。

　笹野さんを抱えて浴室に向かう零士君。すぐに冷凍庫の中から氷を取り出し、袋に詰めていく。

　零士君はどう思った？　私より笹野さんを信じている？

　その答えを聞くのが怖くて、逃げ出したい衝動に駆られる。でも、早く氷を持っていかないと。

　冷凍庫にあるすべての氷を袋に詰めて、浴室へと急ぐ。そこでは零士君がシャワーで笹野さんの足を冷やしていた。

「零士君、これ」

「ありがとう」

　氷を渡すと、零士君は笹野さんの足に押し当てた。

「それほど赤くなっていないし、痕は残らないだろう」

　零士君の話を聞き、ホッと胸を撫で下ろす。

　よかった、ひどい火傷じゃなくて。

「どうだ？　綾子。まだ痛むか？」

「大丈夫です、零士さん」

　心配する零士君を見て、笹野さんは嬉しそう。だけど『大丈夫』という答えを聞いた零士君は、笹野さんに自分で氷を当てるよう言って立ち上がった。

「一応病院に行った方がいい。待ってろ、今タクシーを手配するから。それと笹野社長にも連絡を入れておく。きっと社長ならすぐに病院に駆けつけてくれるだろう」

「えっ……どういうことですか？　零士さんも病院に付き添ってくれるんですよね？」

　慌てた様子で聞く笹野さんに、零士君は首を横に振った。

「俺がいなくても大丈夫だろ？　応急処置もしたし、歩けるはずだ」

　突き放す零士君に、驚きを隠せない。さっきの様子から笹野さんのことを心配していたし、私も病院まで付き添うものだと思っていたから。

　笹野さんは私以上にびっくりしていて、目を瞬かせている。

「ちょっと待ってください。私は零士さんに付き添ってほしいです。……ううん、零士さんにはその責任がありますよね？　だって私、凛々子さんのせいで火傷したんですよ？」

　責め立てるように言って笹野さんは、勢いよく立ち上がった。

「本当に熱かったんですから。それに私、凛々子さんにあんな怖い顔で珈琲をかけられて、トラウマになりそうです」

　泣いているような声で言うと笹野さんは零士君の腕にしがみついた。

「ねぇ、零士さんお願い。病院に付き添って」

　潤んだ瞳で見つめる笹野さんに、零士君はどう返すのだろうか。

　やっぱり私のことを信じてくれない？　笹野さんの言葉を信じる？　もしそうなら私、耐えられないよ。

　零士君にどうしてこんなことをしたのかと責められることを考えただけで、胸が苦しい。泣きたくなる。

　すると次の瞬間、零士君は笹野さんの身体を引き離した。

「零士さん？」

　戸惑う笹野さんに、零士君は真剣な面持ちで言った。

「綾子に珈琲をかけるようなことを、凛々子は絶対にしない」

「えっ……？」

　力強い声で言う零士君に、笹野さんは目を見開いた。そんな彼女に零士君は続ける。

「ふたりの間になにがあったかわからないけど、凛々子は怒りに任せて人を傷つけるようなことはしない」

　零士君……。

　信じてくれたんだ、私のことを。

　それが嬉しくて目頭が熱くなる。

「なにを言って……。どうしてそう言い切れるんですか？　現に私は火傷しているんですよ!?」

　興奮し、声を荒らげる笹野さん。だけど零士君は取り乱すことなく言った。

「綾子の足を見る限り、火傷をしているようには見えないが？」

「そんなっ……！　あんまりです！　私、ケガをしているのに」

　わっと泣き崩れる笹野さん。だけど零士君は膝を折ることはなかった。

「悪いけど綾子、どんなに泣き叫んでも、俺は凛々子以外の涙を拭うことはしないから。わかったらもう少し冷やしておいた方がいい」

　それを聞き諦めたのか、さっきまであげていた泣き声がピタリと止む。そして笹野さんは、鋭い目を零士君に向けた。

「零士さん、変わりましたね。そんな冷たい人じゃなかったのに」

「変わったつもりはないよ。ただ、凛々子を大切にしたい。それだけだよ」

　そう言って零士君は私を見ると、優しい笑みを漏らした。その笑顔を見たら、自然とひと粒の涙がこぼれ落ちた。

　さっきまで零士君が笹野さんを信じるのではないかと、不安でいっぱいだった。

　たとえ、他の人が私を信じてくれなくてもいい。零士君にだけは信じてほしかった。その願いが叶い、涙が止まらない。

　必死に涙を拭っていると、零士君がそっと指で拭ってくれた。

　すると笹野さんはため息を漏らした。

「付き合っていられない」

　ゆっくりと立ち上がれば、嫌悪感を露わにして私と零士君を見た。

「今の零士さんに、なんの魅力も感じません。どうぞお幸せに」

　淡々と言い、浴室から出ていこうとする笹野さんを零士君は呼び止めた。

「綾子、タクシーを呼ぶから待ってて。それに病院も行った方がいい」

　零士君の声に足を止めた笹野さんは言った。

「大丈夫です。珈琲がかからないようにガラス容器を落としたから。全然痛くないもの」

「えっ」

　あれほど私にやられたと言っていたのに、あっさりと自分でやったと認めた笹野さんに、私も零士君も絶句してしまう。

　そんな私たちを見て、笹野さんはにっこり微笑んだ。

「名演技だったでしょう？　凛々子さん、よかったですね。零士さんに信じてもらえて。せいぜい愛想を尽かされないように頑張ってくださいね」

　笑顔でチクリと嫌みを言うと、笹野さんは「タオル、お借りできます？」と聞いてきた。

「は、はい」

　言われた通りに脱衣所にあるタオルを渡すと、笹野さんは平然と足を拭く。

「ありがとう」

　差し出されたタオルを受け取ると、笹野さんは「お邪魔しました」と言って去っていった。

　玄関のドアがバタンと閉まっても、私も零士君も言葉を発することができない。だけど少しして零士君が口を開いた。

「ごめん、凛々子。嫌な思いをさせて」

　深く頭を下げた零士君に慌てて言った。

「やだ、やめて零士君。どうして零士君が謝るの？」

　零士君はなにも悪いことをしていない。むしろ信じてくれて嬉しかった。それなのに零士君は頭を上げてくれない。

「もとはと言えば、もっと早くに俺が綾子に毅然とした態度を取っていればよかったんだ。そうすれば綾子が、こうして家を訪ねてくることもなかったはず」

　ゆっくりと顔を上げた零士君は、苦しそうに顔を歪めた。

「まさか綾子が自分で珈琲をかぶって、それを凛々子のせいにするなんて……。本当にすまない」

　何度も謝罪の言葉を繰り返す姿に、胸が痛む。

　零士君は今、どんな思いでいるのだろうか。笹野さんとは昔からの顔なじみだったんでしょ？　付き合ったこともあるんだもの、きっとショックだったよね。でも……。

「謝らないで、零士君。私、すごく嬉しかったから」

「えっ？」

　目を見開いた彼に伝えた。

「だって零士君は私のことを信じてくれたんでしょ？　それがどんなに嬉しかったか」

「凛々子……」

　本当に嬉しかった。どんなことよりも。

　喜びを噛みしめていると、零士君は私との距離を縮め、ふわりと笑った。

「信じて当然だろ？　どんなことがあっても俺は凛々子を信じているし、たったひとりになっても味方になるさ」

　また零士君が嬉しいことを言うものだから、涙がこぼれそうになり必死にこらえた。

「ありがとう、零士君。……私も同じだよ。なにがあっても零士君のことを信じたいと思うし、一番の理解者でありたい」

　そう強く思うのは零士君のことが好きだからだ。この想いを、しっかりと彼に伝えたい。

　気持ちは大きくなり、真っ直ぐに彼を見つめた。

「零士君、私のことを好きになってくれてありがとう」

「え？　どうしたんだよ、急に」

　困惑する零士君。

　そうだよね、急に話し出したのだから。でも今夜、絶対に伝えようと思っていたの。その思いはさっき、零士君が私を信じてくれたことでさらに強まった。

「零士君がいたから文也に振られても、私はすぐに立ち直ることができたの。零士君はずっと私を想ってくれていたのに、気付けなくてごめんね。ずっと避けていてごめん」

　私がもっと早くに零士君の気持ちに気付くことができていたなら、私たちの関係は変わっていたかもしれない。

「それを言ったら謝るのは俺の方だ。俺がもっと早く素直になって恥ずかしがらず、凛々子に好きだと伝えていればよかったんだ。……でも今さらどんなに後悔しても仕方がないだろ？　だから気にしないでほしい。今の俺の気持ちを知っててくれればいいよ」

　どこまでも優しい零士君に、好きって気持ちが溢れて止まらなくなる。

「ありがとう。……でも私、もうひとつ零士君に謝らなくちゃいけないことがあるの」

　ひと呼吸置いて続けた。

「ここ最近、心配かけちゃっていたでしょ？　それは決して家事が大変でも、疲れていたからでもないの。零士君と笹野さんの関係が気になって、ずっと考えちゃっていたの。だから家事も抜けることが多くて……迷惑をかけちゃってごめんね」

「そうだったのか」

　納得したように頷くと、零士君はどこか意地悪な顔で聞いてきた。

「それで、どうして凛々子は俺と綾子の関係が気になったんだ？」

「それはっ……」

「それは？」

　私の顔を覗き込んできた零士君は、私の気持ちを知っているよう。……いや、この顔。絶対にバレているよね。

「零士君、私の気持ちに気付いているでしょ？」

　気付かれない方がおかしいのかも。だって私の調子が悪くなったのは笹野さんと食事をしてからだもの。この時点でバレバレだった可能性がある。

「え？　なに？　凛々子の気持ちって。わからないから、ちゃんと凛々子の口から聞かせてよ」

　その言い方は絶対に気付いている。

　でも、もう零士君に自分の気持ちをすべて伝えるって決めたんだ。

　ニヤニヤしている彼を真っ直ぐに見つめた。

「零士君が好き。私以外の女性を呼び捨てにしないでほしい。こうやって笹野さんに醜く嫉妬しちゃうくらい大好きなの」

　想いを告げると、零士君は目を細めた。

「わかった。もう凛々子以外の女性を呼び捨てにしたりしない。……なぁ、凛々子。本当に俺の気持ちが凛々子に届いたって信じてもいい？」

「うん」

　信じてほしい。私の零士君に対する想いを。

「もっと早くに言えなくてごめんね。……私、怖かったの」

「怖かったって、なにが？」

　キョトンとする零士君に胸の内を打ち明けた。

「だって私、簡単に心変わりしちゃったでしょ？　それで怖くなったの。人の気持ちって簡単に変わるものなら、零士君だって私のことを嫌いになるかもしれないもの」

　そう話した途端、零士君はすぐさま言った。

「それだけは絶対にあり得ない。俺が凛々子を嫌いになることはないから。現に俺は何度も凛々子を好きでいることをやめようと思ったけど、できなかった。俺の凛々子に対する気持ちは、生涯変わらないよ」

　力強い声で言われ、不安だった気持ちが前向きに変わっていく。そして気付かされる。

　どうなるかわからない未来を心配して、不安になっても仕方がないと。

　だって零士君は私と同じ気持ちでいてくれている。今はそれだけで十分だ。

「ありがとう、零士君。私、零士君に嫌われないように努力するね。零士君となら、変わらない気持ちもあると信じたい」

「あぁ、俺もそう信じているよ。……こっちこそありがとう、ちゃんと不安に思っていることを話してくれて」

　そう言うと零士君はそっと私の身体を引き寄せた。

「俺だって正直、不安だよ。やっと凛々子と想いが通じ合ったけど、同じ時間を過ごす中で嫌われたらどうしようって。俺も凛々子と同じ。いや、世の中の恋人や夫婦は、誰しも同じ不安や悩みを抱えているんじゃないか？」

　私の背中や髪を撫でながら、零士君は優しい声色で続ける。

「そのたびに今の俺たちのように本音をぶつけ合って、お互いを理解し、絆を深めていくんだと思う。だからさ、凛々子。これからも俺には思っていること、感じたことをなんでも話してほしい」

「うん、わかった」

　顔を上げて零士君を見つめた。

「零士君も私にはなんでも話してね」

「わかったよ。凛々子には、どんな情けないことも恥ずかしいことも全部話す」

「約束ね」

　お互いの額をくっつけて、クスクスと笑い合う。

　すべての想いを告げた今は、どうしてあんなに告白することにも、本音を打ち明けることにも躊躇していたのかと思う。

　零士君なら最後まで私の話を聞き、こうやって寄り添ってくれるのに。

　しばし笑い合った後、零士君はそっと私に口づけをした。

　突然のキスにびっくりして目を見開く。触れるだけのキスを落として唇を離すと、零士君は私を見て微笑んだ。

「改めて言わせて。……凛々子のことが好きだよ。世界で一番愛してる」

　優しい顔で放たれた愛の言葉に、胸が熱くなる。

「凛々子が不安に思うことがないよう、これからも全力で好きだと伝え続けるよ。だからずっと俺のそばにいてほしい」

「……うん！」

　私もずっと零士君のそばにいたい。

　そのためにも、零士君にはありのままの自分の姿を見せ、自分の気持ちを正直に伝え続けていこう。

　返事をすると零士君は再び私の唇を塞ぐ。触れるだけのキスは、次第に深さを増す。

　どちらからともなく息は上がり、苦しくなる。

「んっ……零士君」

　キスの合間に彼の名前を呼べば、やっとキスを止めてくれた。

　呼吸を整えている間にも、零士君は頬や首筋にキスを落としていく。そして彼は私の耳元に顔を寄せて囁いた。

「凛々子、一緒にお風呂に入ろうか」

「えっ？」

　一瞬フリーズしてしまうも、我に返る。

　それって私と零士君が同時にお風呂に入るってことだよね？

「無理だよ」

　想像しただけで恥ずかしい。

「どうして？　俺、凛々子の身体ならもう隅々まで見ちゃったけど」

　からかい口調で言う零士君は、とても意地悪な顔をしている。

　想いが通じ合っても、こうして意地悪なところは変わらないようだ。

「もう、そういう恥ずかしいことを言わないで」

「言うよ。恥ずかしがる凛々子はかわいいし、その姿を何度だって見たいから」

　またこっちが耳を塞ぎたくなるような甘い言葉を、いとも簡単に言う。

「だから一緒にお風呂に入りたいところだけど……」

　そこまで言いかけると、零士君はリップ音を立てて唇を塞いだ。

「んっ」

　思わず声を漏らすと、零士君は甘い吐息を漏らす。

「はぁ……。ダメだ、今は早く凛々子に触れたくてたまらない」

　そう言うと零士君は私の身体を抱き上げた。

　突然宙に浮いた身体に悲鳴をあげて、彼にしがみつく。その間も零士君は寝室に向かって足を進めていく。

　さっき、今と同じように零士君は笹野さんを抱いていたんだよね。そう思うとおもしろくない。

「ねぇ、零士君」

「ん？　どうした？」

　甘い声で聞いてきた零士君に、思ったことを素直に伝えた。

「こうして抱っこするのは私だけにしてね。……他の人にしたりしないで」

　彼の逞たくましさと温もりを感じ、幸せな気持ちでいっぱいになる。この気持ちを自分以外の人に知られたくないもの。

　その思いで言うと、零士君は廊下で足を止めて深いため息を漏らした。そして恨めしそうに私を見る。

「勘弁してくれ。そんなかわいいことを言われたら、優しくしたいのに自信がなくなる」

　大股で移動して寝室のドアを開けると、私をベッドに上に下ろした。そのまま覆い被さってきた彼の首に腕を回す。

「零士君はいつだって優しいよ。それに私、零士君にならどうされたってかまわない」

　大好きな人に求められて、嫌になるわけがないもの。

「凛々子……」

　私の名前を呟くと、早急に唇が塞がれ、余裕ない手つきで服を脱がされていく。

　直に触れる大きな手に、ビクッと身体が反応してしまう。

　二度身体を重ねただけなのに、零士君は私が感じるところをすでに熟知している。

「やっ……だ、零士君。そこばっかり」

　同じ箇所を責められ、おかしくなりそう。だけど零士君はやめてくれない。

「どうして？　気持ちいいだろ？　それに凛々子が言ったんだからな。俺になら、どうされたってかまわないって」

「そう、だけど……」

　私の反応を見て途中で止めたりされ、焦らされて身体がムズムズする。

「やっと凛々子の心も身体も手に入れたんだ。もっと凛々子を味わいたい」

「そんなっ」

　その後も零士君は何度も愛撫を繰り返し、私の弱いところばっかり責めてきた。

　そしてトロトロに融かされた後、ゆっくりと繋がった身体。

「大丈夫か？　凛々子」

「うん」

　私を気遣いながら、深く、深く繋がっていく。

　唇を塞がれ、くぐもった声が漏れるばかり。

「凛々子……凛々子」

　愛しそうに自分の名前を囁かれるたびに、彼に対する愛情が溢れ出す。

「おいで、凛々子」

　言われるがまましがみつくと、繋がったまま起こされた。彼を奥まで感じて声にならない。

「待って、零士君。これ、ダメ」

「どうして？」

　私の表情を窺いながら身体を揺すられては、しゃべりたくてもしゃべれない。

「顔はダメって思っていないようだけど？」

　クスリと笑い、言われたひと言に、かあっと身体中が熱くなる。

「零士君の意地悪」

　グーで肩を叩いても、零士君は嬉しそうに笑った。

「ごめんね。凛々子が好きだから意地悪したくなるんだ。もちろん意地悪するのはこれから先もずっと凛々子、ただひとりだけだから」

　零士君が得意げに言うものだから、つい笑ってしまう。

「じゃあ約束ね。……こうして優しく触れるのも、意地悪するのも私だけだよ？」

「あぁ、約束する」

　この日の夜、私たちは好きという気持ちを伝え合うように、何度も身体を重ねた。

　愛する人に触れる幸せを噛みしめながら。










心も身体も、あなたに奪われた




　一定のリズムに合わせ、音を立てて揺れるベッド。

「零士君、私、もう……」

「もう、なに？　悪いけどまだ寝かせてあげないよ。全然足りない」

　零士君はそう言うけど、もう三回目。体力も限界に近づいている。

「凛々子、好きって言って」

　頬に手を添えて目が合うと、零士君はとびっきり甘い顔でお願いしてきた。

　想いが通じ合ってから一カ月が過ぎた。そのほとんどの夜、こうして彼に抱かれている。

　そしてここ最近は、毎回私に『好きって言って』とお願いしてくる。最初は恥ずかしくてなかなか言えなかったけれど、言うまで零士君は責めることをやめてくれない。

「ほら、凛々子」

　促してくる零士君に、たまらず私は言った。

「好き。……零士君が大好き」

　すると毎回彼は嬉しそうに微笑む。

「うん、俺も大好き。だからもっと凛々子を感じさせて」

　結局この日の夜も、途中で意識を手放すほど零士君に愛された。




　目覚ましのアラーム音が聞こえてきて目を開けると、目と鼻の先に零士君の整った顔があって一気に目が覚めた。

「おはよう、凛々子」

「お、おはよう」

　もしかして寝顔を見られていたの？　もしそうなら、すごく恥ずかしいんだけど。

「零士君、いつから起きていたの？」

「んー……一時間くらい前かな？」

　一時間!?　じゃあ一時間もずっと寝顔を見られていたってこと？

　目を見開いて口をパクパクする私に、零士君はにっこり微笑んだ。

「大丈夫、よだれを垂らしていても、いびきをかいても凛々子ならかわいいから」

「嘘！　私、よだれを垂らして、いびきもかいてたの？」

　ギョッとなる私を見て、零士君は声をあげて笑った。

「アハハッ！　冗談だよ。スヤスヤと寝息を立てて寝ていただけ」

「もう、ひどい」

「ごめんって。でも俺は気にしないけどな。無防備な姿を見せてもらえて嬉しいし」

　ムッとなっても、こうやって簡単にほだされる。零士君は本当にずるいと思う。

「今日だよな？　千鶴が遊びにくるの」

「うん、お昼過ぎくらいに来るって言ってたよ。零士君も今日は早く帰ってこられるんだよね？」

「あぁ」

　千鶴ちゃんは今日、夜までいる予定。三人で夕食をとる約束もしている。

「そっか。じゃあ今日は早く帰ってきてね。千鶴ちゃんも零士君と会いたいって言っていたから。美味しいご飯を作ってふたりで待ってるから」

「わかったよ」

　零士君は「約束」と言って、口づけをする。そして深いため息を漏らして私の身体を抱き寄せた。

「毎朝思うことだけど、本当に仕事に行きたくない。こうして一日中凛々子に触れていたいよ」

　それは私も同じ。毎日が休日だったらいいのにと思うもの。

　ギュッと私も彼に抱きつく。そしてお互いの温もりを感じた後、零士君は名残惜しそうに私から離れた。

「そろそろ起きないとな」

「うん、朝ご飯の準備するね」

「ありがとう」

　もう一度キスを交わして、私たちはベッドから出た。

　それから私が朝食の準備をしている間に、零士君は出勤の準備に取りかかる。もう何度も見ているのに、スーツを着て髪も綺麗にセットされた仕事仕様の零士君は、本当にカッコいい。

　今日も用意した朝ご飯を完食して、零士君は出かけていった。

「さて、千鶴ちゃんが来るまでに家事を片づけちゃわないと」

　早くに夕食の準備も済ませておきたいし、千鶴ちゃんのためになにかお菓子も作りたいな。

　そう思うと時間はいくらあっても足りないくらいだ。

　まずは洗濯や掃除を済ませ、軽く昼食をとり、そして夕食の下準備とお菓子作りに取りかかる。

　お菓子はどうしようかな、千鶴ちゃんが好きなチーズケーキにチャレンジしてみようかな。

　両親の教えもあって、幼い頃から料理をしてきた。嫌いじゃなかった料理が大好きになったのは、零士君と結婚してからだ。

　誰かのために作る料理はすごく楽しい。それを美味しそうに食べてくれる人がいると余計に。

　今日は千鶴ちゃんにも喜んでほしくて、チーズケーキを焼き上げた。

　部屋中にチーズケーキの匂いが漂い、焼き上がった頃にちょうど千鶴ちゃんがやって来た。

「いらっしゃい」

「今日はありがとう。ん？　なんかすごく美味しそうな匂いがする！」

　出迎えるなり、玄関先で鼻をクンクンさせた千鶴ちゃんに笑ってしまう。

「チーズケーキを焼いたんだ。よかったら食べて？」

「わぁ～嬉しい！　もしかして私が好きだから焼いてくれたの？」

「うん。千鶴ちゃんには、本当にたくさんお世話になったから」

　廊下を進みながら言うと、千鶴ちゃんは背後から私に抱きついてきた。

「もう凛々子ちゃん大好き！」

「ありがとう。私も千鶴ちゃんのこと大好き」

　お互い好きと伝え合っては笑い合う。

　千鶴ちゃんに抱きつかれたままリビングに移動して、ふたりで仲良くお茶の準備をしていく。

「お兄ちゃんがひとりで暮らしていた頃は珈琲しかなかったことが、今は信じられないね。調理家電はもちろん、調味料もたくさんあるし」

「調味料は集め始めたら止まらなくなっちゃって」

　チーズケーキを切り分けている間に、千鶴ちゃんが珈琲を淹れてくれた。

「んー、美味しい！　凛々子ちゃん天才だよ。お店に出せる味！」

「大袈裟だよ。でもありがとう」

　美味しそうにパクパク食べる千鶴ちゃんの姿を見ると嬉しくなる。

「でも本当にホッとしたよー。凛々子ちゃんとお兄ちゃんが本物の夫婦になってくれて。最初に綾子が家に押しかけてきたってところから説明された時は、不安になっちゃったけど」

　千鶴ちゃんには、零士君と想いが通じ合った次の日にさっそく報告した。

　笹野さんのことから伝えると、ヒヤヒヤした様子だったけれど、最後まで話を聞いた千鶴ちゃんは「お兄ちゃん、グッジョブ！」と電話越しに大きな声で言っていたよね。

「お兄ちゃんのこじれた初恋が実って、本当によかったよ。凛々子ちゃん、あんなお兄ちゃんだけど、末永くよろしくね」

　深々と頭を下げた千鶴ちゃんに、私も頭を下げた。

「こっちこそだよ。よろしくお願いします」

　お互い言い合った後に、なんだか可笑しくて笑ってしまった。

　その後は他愛ない話で盛り上がり、時間はあっという間に過ぎていく。気付けば十七時になろうとしていた。

「嘘、もうこんな時間？　急いでご飯の準備をしなくちゃ」

「本当だ。気付かなかったね。私も手伝うよ」

　千鶴ちゃんにお皿やカップを片づけてもらい、私は料理の準備に取りかかる。

　エプロンをつけて、髪を高い位置でまとめた。

「ごめん、千鶴ちゃん。手を洗わせて」

「どうぞ」

　洗い物をしてくれていた千鶴ちゃんは横にズレてくれた。ていねいに洗っていると、なぜか感じる視線。

「えっと、千鶴ちゃん？」

　ジッと無言で見つめられると心配になる。なにか私、変なところがあるのかな？

　手を洗い終えてタオルで拭いていると、千鶴ちゃんの顔はみるみるうちに赤く染まっていく。

　そして気まずそうに自分の首の後ろを指差した。

「凛々子ちゃん、気付いていないでしょ？」

「え？　なにが？」

　首の後ろがどうしたんだろう。ケガしているとか？

　だけど自分では見えない場所でわからない。すると千鶴ちゃんは恥ずかしそうに言った。

「お兄ちゃんによーく言っておいた方がいいよ。見えるところには、痕を付けないでって」

「痕って……」

　キョトンとなるものの、すぐに理解する。首の後ろには零士君が付けたキスマークがあるのだと。

　今さら遅いとわかっていても、手で隠したくなる。

「お兄ちゃんってば、独占欲強すぎ。絶対わざとだよ、それを付けたの」

　これに対してはなんて答えたらいいのやら。ただ、笑うことしかできない。

　でも見つかったのが千鶴ちゃんでよかった。たまに髪をまとめて買い物に行く時もあるし、零士君にちゃんと言わないと。

　それから千鶴ちゃんにも手伝ってもらい、次々と料理を完成させていく。

　しっかりした味を付けて焼いたローストビーフに、冷製パスタ。それと零士君が好きだと言ってくれたポテトサラダにトマトのスープ。

　零士君から会社を出る時に連絡があり、帰ってくる時間に合わせて料理を皿に盛りつける。

「うわぁ、全部美味しそう。本当に凛々子ちゃんってば天才」

「ううん、そんなことないよ」

　褒められて嬉しいけど、料理の腕はまだまだだ。

「凛々子ちゃん、料理が好きなんだね。さっきも楽しそうに作っていたもの」

「そうだね、作るのは好きかな。自分の作った料理を美味しそうに食べてくれると、作り甲斐があるし。もっと学びたいとも思ってる」

　そう漏らすと、千鶴ちゃんはある提案をした。

「それなら凛々子ちゃん、料理について勉強してみたら？」

「えっ、勉強？」

　思いがけない提案に目を瞬かせる。

「そう勉強！　今は色々な資格があるんだよ。私の友達でも取っている人がいるんだ」

「そうなんだ」

　千鶴ちゃんはスマホを取り出して検索し、どんな資格があるのかを見せてくれた。

　その中には興味深いものもたくさんある。

「すごい、スパイス＆ハーブコンサルタントに、食育栄養コンサルタントなんて資格もあるんだ。スーパーフードスペシャリストも気になる」

「凛々子ちゃん、今後に備えてベビーフードコンサルタントっていうのもあるよ。近い未来、子供も授かるだろうし、こういう資格を取るのもいいんじゃない？」

　千鶴ちゃんに言われ、気持ちが前向きになる。

　大学を卒業し、平日は家事をやって過ごすだけ。その合間に勉強する時間はいくらでもある。

　それにどれも取りたい資格ばかり。

「挑戦してみようかな」

「うんうん、そうしてみなよ」

　今夜にでも零士君に相談してみよう。

　それから少しして零士君が帰宅。ふたりで出迎えると、零士君はどこか嬉しそうだった。

　そして、着替えを済ませた彼と三人での食事が始まった。

「凛々子ちゃんの料理、本当にどれも美味しい。お兄ちゃんは幸せだね、毎日凛々子ちゃんの手料理を食べられるんだから」

「そうだろ？　凛々子の作る弁当も美味しいんだ。栄養バランスもいいし、外食なんてしたくなくなるよ」

　ふたりとも褒め倒すものだから、どんな顔をしたらいいのやら。

　だけどいい機会だと思い、さっき千鶴ちゃんに教えてもらった資格のことを零士君に相談してみた。

「俺は凛々子がやりたいことには、いっさい反対しないよ」

「本当？　いいの？」

「もちろん。勉強が大変なら協力もするから頑張ってみたら？」

「ありがとう」

　よかった、零士君も賛成してくれて。

「よかったね、凛々子ちゃん。さすがお兄ちゃん！　凛々子ちゃん命のお兄ちゃんなら、そう言うと思ってたよ」

　からかう千鶴ちゃんに零士君は「バカにしているだろ？」と突っ込みを入れる。

「していないよ。ただ、凛々子ちゃんに激甘なお兄ちゃんを見ているとおもしろいだけ」

「それがバカにしているっていうんだよ」

　軽快なやり取りは昔と変わらない。ふたりは本当に仲が良い兄妹だと思う。

　すると千鶴ちゃんはお茶を飲むと、並んで座る私と零士君を交互に見た。

「あのね、お兄ちゃんには前にそれとなく匂わせていたんだけど、実は私！　好きな人ができました！」

「好きな人って……えっ？　嘘、本当に？」

　突然の報告にびっくりする私とは違い、零士君は「そっちか」と言って安堵している様子。

「お兄ちゃん、私に恋人ができたと思っていたでしょ？　残念ながら、まだそこまでの関係にはなれていないんだー。でも絶対にその人を落としてみせるから！」

　気合い充分の千鶴ちゃんは私に笑顔を向けた。

「好きな人ができたこと、凛々子ちゃんとお兄ちゃんに一番に伝えたかったんだ。私、頑張るからいろいろと相談にのってくれる？」

「もちろんだよ。頑張って千鶴ちゃん」

「ありがとう、凛々子ちゃん」

　だって千鶴ちゃんから恋バナを聞くのは、これが初めてだもの。それに千鶴ちゃんはいつも私を助けてくれて、力になってくれた。

　そんな千鶴ちゃんの恋が実るためなら、なんだって協力する。

「それで千鶴、相手は？　どこの誰なんだ？」

　まるで父親のように心配する零士君に、千鶴ちゃんは人差し指を立てた。

「安心して。お兄ちゃんのようなヤバイやつじゃないから」

「おい、それはどういう意味だ？」

「えぇー、だから初恋をこじらせた面倒な男ではないってこと」

　さすがの零士君も、千鶴ちゃんには勝てないようだ。

「うまくいったら報告するからね。楽しみにしてて」

「うん」

　その後も千鶴ちゃんは恋している相手について、嬉しそうに話してくれた。

　どうやらとても運命的な出会いを果たしたようで、結婚するなら彼しかいないとまで言っている。

　隣で聞いていた零士君は、ずっと口を閉じたままでおもしろくなさそうだった。




　千鶴ちゃんが帰った後、ふたりで手分けをして片づけを済ませると、順番に入浴。

　そしてベッドに入るや否や、零士君は眉間に皺を刻んだ。

「なぁ、凛々子。どう思う？　千鶴のこと」

「どう思うって……頑張ってほしいと思うよ？」

　思っていることを言うと、零士君の眉間の皺はますます深くなる。

「心配にならないか？　千鶴は恋とは無縁だったし、初めての恋に浮かれて周りが見えなくなりそうな気がして」

　本気で心配する零士君。でも、あれ？　それってまるで文也に恋していた頃の私みたいじゃない？

「大丈夫だよ、千鶴ちゃんは私と違って人を見る目はしっかりしていると思うもの」

　そう言うと零士君はハッとなり、狼狽え出した。

「いや、違うんだ凛々子。決して凛々子がそうだったと言ったわけじゃなくてだな」

　必死に弁解する姿が可笑しくて、笑ってしまう。

「フフフ、大丈夫ちゃんとわかってるよ」

　零士君がわざと言ったわけではないって。

　すると零士君はホッと胸を撫で下ろした。

「でも本当に千鶴ちゃんはしっかりしているもの。きっと好きな人も素敵な人だと思うな。お兄ちゃんならそう信じてあげなくちゃ」

「そう、だな。そうだけど……でも、なぁ」

　私に言われても納得できていないようで、難しい顔で唸うなる零士君。

　妹の千鶴ちゃんに好きな人ができただけでこれなんだもの。もし将来、娘を授かったらどうなっちゃうんだろう。

　彼氏ができたなんてことになったら、大騒ぎしちゃいそう。

　まだ見ぬ未来を想像していると、零士君に頬を指でツンツンと突かれた。

「なにニヤニヤしてるの？」

「えっ？　ニヤニヤしてた？」

「うん、してた。なにを考えていたの？」

　頬を突かれたまま零士君に聞かれ、さっき想像したことを伝えた。

「千鶴ちゃんの心配をする零士君を見て、もし子供ができて、その子が女の子だったら、必ず彼氏ができたって言われる未来がくるでしょ？　その時になったら零士君、大騒ぎしちゃいそうだなって思って」

　クスクスと笑いながら言うと、零士君は不満げ。

「大騒ぎって失礼な。……だけど、まぁ……凛々子の言う通り、想像しただけでおもしろくないな」

　零士君がムスッとした顔で言うものだから、思わず笑ってしまった。

「笑うことないだろ？　それよりも凛々子は、そんな未来のことまで考えているんだな。まだ子供も生まれていないっていうのに」

　仕返しとばかりにからかい口調で言う零士君。

「それじゃ凛々子のご希望に応えて、今から子供を作ろうか」

「え？　きゃっ」

　あっという間に組み敷かれてしまう。零士君は私を見下ろしたままにっこり微笑んだ。

「凛々子から誘ってきたんだからな」

「そんなつもりはっ……」

「今さら無理はナシ」

　零士君は器用にプチプチとボタンを外しながら、私にキスを落とす。

　弱いところを責められ、甘い愛撫が繰り返されると抗うことなどできなくなる。

　そして行為の途中、零士君はふと呟いた。

「きっと女の子なら凛々子に似て、かわいいだろうな」

「それを言ったら男の子なら零士君に似て、絶対にカッコよくなるよ。……でも、どっちが生まれてもかわいいよね」

　大好きな人との間に授かる命だもの。男の子でも女の子でも宝物だ。

「そうだな。もう少し凛々子とふたりの時間を過ごしたいと思っていたけど、早くに子供を授かるのもいいかも」

「そうだね」

　未来の話をしては笑い合う。でもこうしてふたりで話している未来が、きっと近い将来訪れるはず。

　この日も私たちは何度も愛し合った。




　幸せな日々は穏やかに過ぎていった。

　零士君は年明けに営業部から執行部へ異動し、本格的にお義父さんから経営のノウハウを学んでいる。

　よりいっそう仕事は忙しくなり、出張で数日間留守にすることもしばしば。長い時は数週間にも及ぶこともある。

　零士君がいないと寂しくもあるけど、彼が頑張っているからこそ私も頑張ろうと思える。

　本格的に料理の勉強を始め、まずは食育栄養コンサルタントの資格を取得した。

　ますます勉強に熱が入り、他の資格にも挑戦してみたいと思っている。

　それと料理教室にも通い始めた。やはりプロから学べることは多い。これからも勉強共々続けていきたい。

　千鶴ちゃんはというと、好きな人に猛アタック中のようだ。会うたびに逐一進展を聞かせてくれている。

　お義父さんとお義母さんも千鶴ちゃんの恋を応援してくれているようで、本当に好きになった相手と幸せになってほしいと願っているみたい。

　そして肝心の相手は、大学の同級生のようだ。千鶴ちゃんは優しくて美人で、すっごく素敵な子なのに、向こうはまったく相手にしてくれないとか。

　信じられないけど、でも千鶴ちゃんは相手のことがすごく好きみたいで、諦めずに今後も頑張ると言っている。

　そして笹野さんに関して、この前零士君と参加したパーティーで人伝いに聞いたことがある。

　なんでも海外の資産家との婚約が決まったらしい。近いうちに入籍をし、笹野さんは海外で彼と生活をスタートさせるとのこと。

　それを聞き、ホッとした自分がいた。海外に住むのなら、こうした社交の場で笹野さんと会うことはないだろうから。

　こんな風に様々なことを考えてしまうのは、今日が零士君と結婚して一年記念日だからかもしれない。

　平日の今日、零士君は当然仕事。だけど記念日はふたりでお祝いしようと言ってくれて、彼の仕事終わりに待ち合わせをして食事する予定になっている。

　今はその待ち合わせ場所に向かう途中。この一年に起きたことを思い返していた。

　文也と付き合っていた頃の自分には、想像もつかなかったな。零士君のことを好きになって、こんなにも愛され、そして幸せな毎日を送ることになるなんて。

　彼と出かけるとなれば、とびっきりオシャレをするようになった。零士君に少しでもかわいいと思われたくて、メイクや髪型も頑張っている。

　本当に昔の自分には、考えられないことだ。

　待ち合わせは、零士君の会社の最寄り駅。帰宅ラッシュの時間ということもあって、多くのビジネスマンやＯＬが行き交っている。

　まだ零士君は来ていないようで、姿が見当たらない。

「変じゃないかな？」

　ひとりごちながら、近くにあるコンビニの外壁のガラスに映る自分の姿を確認する。

　結婚記念日だから、この近くにあるホテルのレストランを予約してくれたって言っていた。

　それなりにドレスアップしてきたつもりだけど、これで大丈夫だよね。

　クルクル回って自分の姿を見ていると、ガラス越しに目が合った人物。

　一瞬見られていたことが恥ずかしくてすぐに俯いたけれど、見覚えのある姿に振り返った。

「やっぱり凛々子だ」

　そう言って恨めしい目を向けたのは、久しぶりに会う文也だった。

「文也……」

　会うのは、水族館に一緒に行った日以来だ。お互いあの頃はバイトを辞めていたし、大学でも会うことはなかったから。

　付き合っていた頃はまだ就職先が決まっていなかったけど、スーツを着ているところをみると、無事に内定が出たのだろう。

　だけどどこかやつれ、疲れているように見える。

　私が彼の姿をまじまじと見ているように、文也もまた私を上から下まで見た後、嫌悪感を露わにした。

「いいよな、主婦と言う名の永久就職ができて。随分と着飾っているけど、それもどうせ旦那の金だろ？」

　皮肉めいたことを言うと、文也は声を荒らげた。

「凛々子のせいで、俺がどれだけ苦しくて、つらい目にあったかお前は知らないだろ？」

「えっ？　どういうこと？」

　私のせいってなに？　むしろ傷つけられたのは私の方なのに。

「お前のせいで俺はことごとく就職活動に失敗した。お前の旦那のせいでな！」

　旦那って零士君のことだよね？　だけどなぜ零士君のせいなの？　なにも関係ないじゃない。

　腑に落ちなくてその理由を聞くよりも先に、文也が早口で捲し立てた。

「お前の旦那が顔の利く企業に圧力をかけたんだよ。俺を採用するなってな。おかしいだろ、何社受けても内定をもらえないんだから」

　嘘、本当に零士君がそんなことをしたの？　ううん、零士君は絶対にそんなことをするような人じゃない。

　しかし文也は声を荒らげて続ける。

「おかげで今も定職に就くことができず、派遣社員として働くはめになっている」

「俺の人生、こんなはずじゃなかったのに」と吐き捨てるように言うと、文也は私に鋭い眼差しを向けた。

「全部凛々子のせいだ。凛々子が俺の人生を台無しにしたんだ」

「そんなっ……」

「どうせ旦那とは政略結婚だろ？　俺と同じで旦那も凛々子のことなど愛していないさ。だって凛々子にそんな魅力ひとつもないから」

　嘲笑いながら言われたひと言に、胸が苦しくなる。

　もう文也のことを吹っ切れたはずなのに、嫌でも思い出してしまうよ。振られた日のことを。

「俺に圧力をかけたのだって、プライドが働いてだろ？　決して凛々子のためじゃない。本当、いい迷惑だ。こうなるなら最初から関わるんじゃなかった」

　怒りが収まらないのか、文也は「家柄がなきゃ、凛々子に近づかなかった」「お前を本気で愛する男なんて、この世にいない」など、ひどい言葉を次々と言う。

　苦しくてつらくて、怒りもこみ上げる。でもここで言い返したら、火に油を注ぐだけ。

　そう自分に言い聞かせて我慢していたけれど、その我慢もそろそろ限界。

「旦那なんて所詮、親の七光りの出来損ないだろ？　いいよな、社長の息子に生まれたってだけで将来が約束されているなんて」

　今度は零士君のことをバカにし始めた文也に、たまらず声をあげた。

「零士君は親の七光りなんかじゃない！　努力家で仕事に真摯に向き合っているもの。誰かのせいにしかできない文也に零士君のことを言う資格はないから」

　突然言い返した私に文也は狼狽え出す。だけど私の怒りは収まらない。

「それに私と零士君はちゃんと愛し合っているから。零士君は文也とは違う。本当の私を見て好きになってくれたの。文也こそどうなの？　自分にとって利益があるかないかでしか、相手を見ることができないのなら、いつまで経っても本当の恋なんてできないよ？」

　文也は私のことなど好きじゃなかったとしても、私は文也のことを好きだった。

　一度は好きになった人に、不幸になってほしいとは願っていない。

「就職活動だってそう。どうして諦めちゃったの？　零士君が圧力をかけるはずがないし、諦めずに頑張れば、文也の人柄を見て採用してくれるところはあったんじゃない？」

　きちんと向き合えば、文也を評価してくれる会社は必ずあるはず。

「誰かに頼ったり、誰かのせいにしたりしないで自分の力で頑張ってみればいいじゃない」

　わかってほしくて言ったものの、文也は「うるさい！」と怒鳴った。

　通行人たちは、何事かと足を止めて私たちを見ている。だけどそんな人の目に気付かないほど、文也は怒りで震えていた。

「わかったようなことを言うな！　凛々子のせいだ、凛々子が全部悪い。それなのにお前、何様だよっ！」

　私に向かって文也は大きく手を振り上げた。

　殴られる。そう覚悟を決めて目を瞑った瞬間、荷物が地面に落ちる音がした。痛みは襲ってこない。

　ゆっくりと目を開けると、文也の腕を掴み、私を庇かばうように立っていたのは零士君だった。

「零士君……」

「ごめん、凛々子。遅くなって」

　文也の腕を離して苦しそうに顔を歪めると、零士君は前を見据え、文也と対峙した。

「凛々子になにをした？」

　低くて怒りを含んだ声に、さっきまで興奮していた文也は困惑しているのか、声を震わせた。

「なにって……凛々子が生意気なことを言うから」

　そう言うと再び文也は声を荒らげる。

「お前が凛々子の旦那だな。よくも俺の人生をめちゃくちゃにしてくれたな。卑怯だぞ、自分の権力を振りかざして俺を採用しないように圧力をかけるなんて」

　そんな文也に対して、零士君は冷静に言った。

「俺は決して自分の立場を利用し、誰かの人生を狂わせるようなことはしない」

「口ではなんとでも言える。本当は圧力をかけたんだろっ!?」

　一触即発の空気に緊張がはしる。

　だけど零士君は私を庇うように立ち、文也に冷静に続けた。

「お前に圧力をかける時間があるほど俺は暇じゃない。それに凛々子に取り入って、あわよくば社長の座に就こうなどと安易なことを考えるやつなんて、誰も必要としていない。それを面接官たちは見抜いたまでだ。そうやって誰かのせいにしている時点で、誰もお前を採用などしないさ」

「……っ」

　言い返せないのか、押し黙った文也に零士君は厳しい口調で言った。

「二度と凛々子に近づくな。凛々子がお前にどれだけ傷つけられたか……。次また凛々子を傷つけようものなら、俺が許さない。どんな手段を使ってでも、お前を見つけて凛々子よりもつらい思いをさせてやる」

　怖いことを言う零士君に怖じ気付いたのか、文也は「誰がこんな女に近づくか」と捨てゼリフを吐いて、逃げるように去っていった。

　するとすぐに零士君は心配そうに私の様子を窺った。

「大丈夫か？　凛々子」

「うん。……ごめんね、迷惑をかけて」

　謝ると、零士君は首を横に振る。

「迷惑に思うわけがないだろ？　よかった、凛々子にケガがなくて」

　心底安心した声で言って零士君は優しく私を抱きしめた。

「ありがとう、零士君」

　私のためを思って言ってくれた言葉が、どれほど嬉しかったか。

「愛しい妻を守るのは当然だろ？　凛々子に危害を加えたら、誰であろうと許さない」

　力強い声で放たれた言葉に、胸がギュッと締めつけられる。

「ありがとう」

　胸が苦しくて声が震えてしまう。

　どれくらいの時間、抱き合っていただろうか。少しして零士君はなにかを思い出したように「あっ」と声を漏らした。

「凛々子、急ごう」

「えっ？」

　私の身体を離すと、地面に落ちているカバンや紙袋を拾い上げた。だけど紙袋から落ちたと思われる、綺麗にラッピングされた小さな箱を取り忘れている。

「零士君、これ」

　代わりに拾うと、零士君は慌てて私から奪った。

「ありがとう。……見ちゃったよな？」

　恐る恐る聞いてきた零士君に、目をパチクリさせてしまう。

「えっと……うん」

　明らかにプレゼントだよね？　え、もしかして私に？

　すると零士君は深いため息を漏らした。

「やっちゃったな。せっかくサプライズにしようと思ったのに。あ、それよりも時間！　凛々子、急ぐぞ」

「う、うん」

　状況が飲み込めない私の手を引き、零士君は走り出した。

　サプライズってなんだろう。もしかして結婚記念日だから？　それなのにどうしよう。私、零士君にプレゼントなんてなにも用意していない。

　焦る中、零士君に腕を引かれてやってきたのはクルージングの乗船場。

「零士君、これに乗るの？」

「あぁ」

　乗船したのは小型のクルーズ船。だけど私たち以外の乗客はいないようだ。

　キョロキョロしていると、零士君は「今夜は俺たちの貸切」と言った。

「せっかくの結婚記念日だし、たまにはこういうのもいいだろ？　東京湾を眺めながら、ゆっくりと凛々子とふたりで食事をしたいと思って」

「零士君……」

　嬉しいサプライズに目頭が熱くなる。

「おいで、行こう」

「うん」

　彼に手を引かれ、船の先端へ移動すると、ゆっくりと船は動き出した。

　船上から眺める東京の夜景はとっても綺麗で、目が釘付けになる。

　しばし夜景を堪能していると、零士君は私と向き合った。

「凛々子」

「ん？」

　名前を呼ばれ、私も零士君の方を向く。すると彼は、急に跪ひざまずいた。

「えっ？　零士君？」

　突然のことに困惑してしまう。零士君はそんな私の手を取って真っ直ぐに私を見つめた。

「結婚しておきながら、ちゃんとしたプロポーズはまだだっただろ？　だから結婚記念日の今日にさせてほしい」

　そう言うと零士君は愛しそうに目を細めた。

「好きだよ、凛々子。毎日凛々子が、世界で一番幸せだと感じるくらい愛していきたい。これから先の長い将来、俺とともに歩んでくれないか？」

　そんなの、返事はただひとつしかない。

「……はい！」

　力強い声で言い、私は彼に抱きついた。そんな私を抱き留め、力いっぱい抱きしめ返してくれた零士君が、愛しくてたまらない。

「絶対に幸せにするから」

　零士君はそう言うけれど、幸せはひとりだけで築けるものではないはず。

「ううん、零士君。ふたりで幸せになろう。……私も零士君のことを幸せにしたい」

「凛々子……」

　自分の想いを伝えたら、零士君は私を抱きしめる腕の力を強めた。

「そうだな、ふたりで幸せになろう。いつか近い将来、新しい家族を迎えて」

「うん」

　お互いの温もりを確かめるように抱き合っていると、突然空に咲いた大輪の花火。

「え？　今日ってなにかお祭りでもあったのかな？」

　次々と上がる花火を見て驚いていると、零士君は「言っただろ？　サプライズだって」と驚くべきことを言った。

「一生に一度のプロポーズだ。凛々子を喜ばせたくてさ。……それとこれも」

　零士君が私に差し出したのは、さっき見た綺麗にラッピングされた小さな箱。

「受け取って、凛々子」

「ありがとう。中、開けてもいい？」

「もちろん」

　零士君の前で包みを解いて箱を開けると、ピンクダイヤモンドが光り輝く指輪があった。

「初めてプレゼントしたネックレスと合わせてみた。どうかな？」

「すごくかわいい、ありがとう！」

　嬉しくてお礼を言うと、零士君はその指輪を私の左手薬指にはめてくれた。結婚指輪とともに、ふたつの指輪が月の明かりに照らされて輝いている。

　サプライズの数々に嬉しい反面、申し訳ない気持ちになる。

「ごめんね、零士君。私、プレゼントなにも用意していなくて」

「いいよ、プレゼントなんて。凛々子がそばにいてくれるなら、なにもいらない。……あ、でもひとつだけ欲しいものがあるかも」

「え？　なに？」

　私にもプレゼントできるものなら、喜んで渡したい。

　彼の言葉を待っていると、零士君はニヤリと笑った。

「凛々子からキスしてよ」

「私から？」

「うん、凛々子からキスしてほしい」

　無理だよ、恥ずかしい。……でも。

　零士君を見れば、期待した顔で待っている。

　それにサプライズ、とっても嬉しかった。この想いを零士君に伝えたい。

　羞恥心を捨てて、背伸びした。そして触れるだけのキスをして、目を開けると零士君は嬉しそうに私を見ている。

「ど、どうでしょうか？」

　伺うと、零士君はにっこり微笑んだ。

「うん、プルプル震えて懸命にキスしてくれた姿はかわいかったけど、ちょっと物足りないかな」

　そう言うと零士君は私の頬を包み込み、唇を塞いだ。

「んっ……」

　私のキスがお子様のキスだと思うくらい、大人で深いキス。

　舌を絡ませ息が上がるほど濃厚なキスに、次第に身体の力が入らなくなる。

　そして息が絶え絶えになる頃、零士君はそっと囁いた。

「あいつから心も身体も奪い、やっと手に入れたんだ。絶対に離さないからな」

　再び塞がれた唇。

　零士君と離れたくない、離さないでほしい。

　彼の背中に腕を回すと、よりいっそう深いキスに変わる。

　初めて彼と結ばれた日の夜、零士君は言っていた。『あいつに奪われた心も身体も、全部俺が奪うから』と。

　宣言通り、私の心も身体も零士君に奪われた。きっとこの先、一生誰にも奪われることはないだろう。

　零士君以上に好きになれる人など、絶対にいないもの。
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神様からのプレゼント




　零士君と結婚して一年半が過ぎた、ある平日の昼下がり。私は久しぶりに彼の実家をひとりで訪れていた。

「見て、凛々子ちゃん。友達の孫なんだけどかわいいと思わない？」

「……はい、とっても」

　お義母さんにお呼ばれをして、昼食をともにし、食後の紅茶をいただいている時だった。唐突に友達の孫だという赤ちゃんの写真を見せられたのは。

　お義母さんはスマホを操作して、次々と愛らしい赤ちゃんの写真をスライドさせていく。

「女の子なんだけど、目がクリッとしているから、将来は美人になりそうよね」

「そうですね」

　話を合わせながら、なんとなくお義母さんが私に言いたいことに察しがつき、顔が引きつる。

　多くの写真を見せてくれた後、お義母さんはスマホをテーブルに置いて私に微笑んだ。

「友達に孫の自慢をされるたびにね、いつもこう言っているの。うちの息子夫婦に子供が生まれたら、世界で一番かわいいはずよって。だって凛々子ちゃんはとってもかわいいし、零士も息子ながらなかなか男前だと思うもの。ふたりの子供となれば、男の子はイケメンに、女の子はとびっきりの美少女になるはずよ」

　未来の孫の話をするお義母さんに、なんて返せばいいのやら。

　だけどこの手の話をされるのは、これが初めてではない。うちの両親には結婚して一年が過ぎた頃から、会うたびに聞かれてきたことだった。

　そろそろ子供を持つことを、考えてもいいんじゃない？って。

　なにも言えずにいると、お義母さんは慌てて言った。

「あ、もちろんこれはふたりの問題だもの。私たちがどうこう言えたことじゃないってことは重々承知しているわ。ただ、凛々子ちゃんがもし子供を授かることに対して不安に思っていることがあるなら、その不安を拭ってあげたいと思っているの」

　そう言うとお義母さんは、私の様子を窺いながら続ける。

「ほら、凛々子ちゃん料理の勉強をしているでしょ？　子供が欲しくても、勉強との両立に不安があるのかと思ったの。もしそうなら、私たちが全面的にサポートするわ。子育てをしながら、勉強できるように」

「お義母さん……」

　両親にも同じようなことを言われた。私が一生懸命取り組んでいる料理の勉強を続けられるよう、しっかりサポートするって。

　料理の勉強を始めてからというもの、私はすっかりのめり込んでしまった。そして今では、ある夢を抱いている。

　いつか自分の料理教室を開きたいと。その夢を零士君もお互いの両親も応援してくれている。

「もちろんずっと継続していくわよ。凛々子ちゃんが夢を叶えて教室を開くことになったら、きっと忙しくなるでしょ？　その時は私たちがしっかり孫の面倒をみてあげる。……だから零士と凛々子ちゃんが、子供を欲しいと思っているなら不安にならず、前向きに考えてみて」

　お義母さんの優しさをひしひしと感じ、目頭が熱くなる。

　零士君は次期社長。当然後継者が必要となる。本来ならもっと強く子供を要求されても文句など言えないのに。

　零士君と結婚できて幸せだ。彼だけじゃない、家族にもこんなに愛されているのだから。

「ありがとうございます。私も零士君も近い将来、赤ちゃんを授かりたいと思っているので、その時はよろしくお願いします」

　涙をこらえて言うと、お義母さんは嬉しそうに目を細めた。

「もちろんよ。妊娠した瞬間から私たちが全力でサポートするからね」

　周りからこうして赤ちゃんを期待されるのは嫌じゃない。むしろ私もそろそろ子供が欲しいと思っているから。

　でも欲しいからといって、すぐに授かれるものじゃない。こればかりは、どうしようもないことだった。




「今月もダメだったか」

　数日後。トイレから出た私は深いため息を漏らしてしまう。

　鈍いお腹の痛みに襲われながらリビングに戻り、力なくソファに腰かけた。

　私と零士君は、結婚して一年が過ぎた頃から子供が欲しいと思い始めていた。だからこの半年は避妊しないでしている。

　でも一向に神様は、私と零士君に子供を授けてくれない。

「いつになったら、私たちのもとにコウノトリが来てくれるのかな？」

　痛むお腹を擦りながら、ひとりごちる。

　最初は避妊しなければ、すぐに授かれると安易に考えていた。だけど現実は違っていて、半年経った今も妊娠できていない。

　こうなると私になにか問題があるのかとさえ思えてくる。だって中には避妊していても、子供ができちゃう人だっているんでしょ？　それなのに私はできないのだから。

「早く零士君との子供、欲しいな」

　結婚前はいずれ授かるにしても、すぐには考えられなかった。親になる覚悟もなかったし、なにより零士君が苦手だったから。

　でも今は違う。彼を好きになり、一年以上ともに生活をする中でもっと好きになった。

　そしてこれから先の未来もずっと一緒にいたい。

　その思いが強くなると、もっと欲張りになっていったの。彼との間に愛の証を授かりたい。子供とともに家族になっていきたいと。

　お義母さんじゃないけど、零士君の子供だもの。絶対にかわいいに決まっている。男の子でも女の子でも。

　結婚して初めてデートした場所で、大雅君をあやす零士君の姿を見て、彼は子煩悩なパパになると思った。

　一度その姿を想像すると、早くそんな日がきてほしくなったの。

　私自身も自分の夢を見つけ、少しは成長できたと思う。もちろん母親になる不安はある。ひとりの人間に対しての全責任を負うのだから。

　でもそれ以上に零士君との子供に会いたいと思ったの。自分と彼の間に生まれた子供を、大切に育てていきたい。

　新たに抱いた夢。だけどこの夢は叶わないのかな。

　センチメンタルな気持ちになっていると、玄関のドアが開く音が聞こえてきた。

「ただいま」

　そして次に聞こえてきたのは零士君の声。

「嘘、もうそんな時間？」

　急いで立ち上がって時計を見れば、十八時になろうとしていた。だいぶ長い時間、ボーッとしていたようだ。

　すぐに玄関に続く廊下に出ると、そこには零士君がいた。

「ただいま、凛々子」

「おかえりなさい」

　言葉を交わすと、なぜか零士君はジッと私を見つめる。

「零士君？」

　彼に見つめられたら、いまだに恥ずかしくなる。たまらず声をあげると零士君は私の顔を覗き込んだ。

「元気ないようだけど、なにかあったのか？」

「えっ？」

　私、そんなに顔に出てた？　いつものように出迎えたつもりなんだけどな。

　咄嗟に手で頬に触れれば、零士君は困ったように笑った。

「些細な変化にもすぐ気付くよ。もちろん凛々子限定だけどな。……なにがあったか、リビングで聞かせて」

　零士君はそっと私の背中に腕を回して、リビングに入る。そして私にソファに座るよう促すと、彼はジャケットを脱いで、キッチンで珈琲を淹れてくれた。

　お揃いのカップに注いで、ひとつを私に渡す。

「はい、どうぞ」

「ありがとう」

　私が受け取ると、零士君は隣に腰を下ろした。

　零士君が淹れてくれた珈琲は、ほんのり甘い香りがしてとても美味しい。同じ豆を使用しているのに、彼が淹れると毎回美味しく感じる。

　少しずつ飲み進めていると、零士君が口を開いた。

「それでなにがあったんだ？　もしかしてまた母さんに呼び出されて、子供をせがまれた？」

「ううん、違うよ。そうじゃなくて、その……生理がきちゃって」

「そうだったのか」

　すると零士君はポンと私の頭を優しく撫でた。

「身体、平気？　いつもつらそうだもんな。夕食の準備はまだだろ？　だったら久しぶりにデリバリーでも頼もう」

　そう言って零士君は立ち上がると、ジャケットに入れてあるスマホを取りにいき、電話をかけ始めた。

　零士君はすごく優しい。彼だって落胆したよね。私と同じように子供を欲しがっているもの。

　それなのにいっさいそんな素振りは見せず、私の体調を気遣ってくれる。でもね、零士君。私……優しくされるたびに申し訳ない気持ちでいっぱいになるの。

　カップをテーブルに置いて立ち上がり、電話中の彼の背中に抱きついた。

「はい、それじゃお願いします」

　電話を終えると、零士君は「どうしたんだ？」と聞きながら抱きつく私の手に触れた。

「ごめんね、また今月もダメで」

「謝るなよ。こればかりは自然に任せるしかないんだから」

「そうだけど……。こんなにできないと、不安になっちゃって。もしかしたら、私に問題があるから赤ちゃんができないのかもって」

　思い悩んでいたことを吐露すると、零士君はすぐに「そんなことない」と言い返した。

「それを言ったら、俺に問題がある可能性もある。……そうだよな、今まで自然に任せようと思っていたけど、この機会に一度病院で調べてもらうのもいいのかもしれない」

　そう言うと零士君は身体の向きを変えて、真っ直ぐに私を見つめた。

「今度、ふたりで病院に行ってみよう」

「そうだね。うん、行こう」

　もしなにかお互いの身体に原因があるなら、早く知った方がいいし解決策があるはずだもの。

「それと子供ができないからって、凛々子が責任を感じることなんて、なにもないんだからな？　あまり気負わないこと。凛々子につらい思いをさせたくない、だからなにかあったら、どんな些細なことでもいい。さっきみたいに俺に言ってくれ」

「うん、わかった」

　返事をすると零士君の表情が和らいだ。

「約束だからな？」

　そう言って零士君は自分の額を私の額にグリグリと押しつけてくるものだから、思わず笑ってしまった。

　私は本当に幸せ者だ。零士君を好きになってよかった。

「ありがとう、零士君。零士君だって子供ができなくてガッカリしたはずなのに、私を責めないでくれて。いつも気遣ってくれて、それがどれほど嬉しいか……」

　改めて感謝の想いを伝えると、零士君がギュッと私を抱きしめた。

「礼を言うのは俺の方。俺との子供を欲しいと言ってくれて嬉しかったよ。でも俺、凛々子さえいてくれたらそれだけで十分なんだ。だから本当に気負わないでほしい」

「うん」

　でもやっぱり私、零士君との子供が欲しいよ。検査をして子供を授かる道が開けるといいな。




　零士君とともに初めて病院を訪れたのは、それから十日後のことだった。

　まずは問診から始まり、様々な質問をされた。それは零士君も同じ。基本検査なども行い、これで結果が出ると思っていたけど、女性の場合は生理周期に合わせて不妊検査を進めるため、すべての検査を終えるまで、一カ月から二カ月ほどかかると言われた。

　スケジュールを立てて、順調に検査を進めていき、やっと検査結果が出る日。私と零士君はふたりで結果を聞きに病院を訪れた。

　そこで医師に告げられたのは、『とくに異常は見つからなかった』だった。

　零士君が運転する帰りの車の中で、検査結果が入っている封筒を見つめてしまう。

　なにも異常がなかったのはいいことだけど、でもそれじゃどうしてなかなか赤ちゃんを授かることができないんだろう。

　お医者さんには『まだ若いですし、焦らず自然に任せてみましょう。それでもダメだったら、別の方法を一緒に考えてみましょう』と言われた。

　それはきっと、人工授精や体外受精といった方法のことだよね。少しだけ説明を受けたけど、体力的にも金銭的にも大変だとも言われた。

　できるなら自然に妊娠して子供を産みたいと思っていた。ううん、それが当たり前だと思っていたのに。

　封筒を持つ手に力が入る。

　検査結果を聞いて零士君はどう思ったんだろう。ただ彼は「帰ろう」と言っただけ。それ以外言葉を発していない。

　やっぱり零士君も戸惑っているのかな。だって検査をしても、なにも原因は見つからなかったんだもの。

　お医者さんに、検査をしても十パーセントから二十パーセントの確率で、異常が見つからないケースがあると聞かされても、やりきれないよね。二カ月もの時間をかけたからこそ余計に。

　零士君の顔を見ることができず、ただ窓越しに流れる景色を眺めていると、彼が口を開いた。

「ちょっと寄り道していこうか」

「寄り道？」

「あぁ」

　そう言うと零士君は首都高に乗った。

「え？　零士君どこに行くの？」

「着いてからのお楽しみ」

　行き先は教えてもらえず、車に揺られること約一時間。着いた先は初めて零士君とデートをした水族館だった。

「ここ……」

　車から降りて茫然と水族館を見つめていると、零士君は私の手を取った。

「覚えてる？　俺たちが初デートをしたところだって」

「うん」

　もちろん覚えているよ。ここで私は、零士君の意外な一面をたくさん見ることができたのだから。

　私の手を引き、零士君は入口へと向かう。

　時刻は十六時過ぎ。時間的に大丈夫だろうか。入れない可能性もある。だけどギリギリ間に合い、入館することができた。

　すると彼が真っ直ぐに向かった先は、くらげの展示スペースだった。

「ここで会った老夫婦のことも覚えている？」

「うん、覚えてる。とっても素敵なふたりだったよね」

　あのふたりのような夫婦になりたいと思ったことも覚えている。

　閉館まであと一時間弱。人影もまばらな中、大きな水槽の中で優雅に泳ぐくらげを眺めながら、零士君は続けた。

「きっと将来、どちらかが体調を崩す時がくるかもしれない。もしかしたら、あの夫人のように歩けなくなる可能性もある。でもたとえそうなったとしても、俺はあのふたりのように、凛々子といつまでも寄り添い、笑い合いながら過ごしていきたいと思ったんだ」

　繋いだ手を強く握られ、彼を見る。すると零士君はゆっくりと水槽から私に目を向けた。

「正直、検査の結果を聞いてショックだったよ。異常がないなら、なにが原因で子供ができないんだって思った」

　苦しそうに本音を打ち明けてくれた零士君に、胸が痛む。

　やっぱり零士君も同じことを思ったんだね。

「そっか」

　力ない声で返すと、零士君は真剣な瞳を私に向けた。

「それと同時にこう思ったんだ。子供を授かるだけが、すべてじゃないって」

「えっ？」

　どういうこと？　零士君はいいの？　もしこの先、子供を授かることができなくても。

　目を白黒させる私に零士君は優しい笑みをこぼした。

「ふたりっきりで生きていくのもいい。子供ができたら凛々子を独占できなくなるからな。……いつまでもふたりで楽しんで人生を送るのも、またそれもいい」

「零士君……」

　本当にいいの？　だってこれは私たちだけの問題ではないはず。

「子供は必要でしょ？」

「どういうことだ？」

「だって零士君には、後継ぎが必要じゃない。それをお義父さんたちも望んでいるはず」

　そうだよ、ただ子供が欲しいだけではダメだ。

　思ったことを伝えると、零士君は目を丸くさせた。

「凛々子お前……そんなことを気にしていたのか」

「当たり前じゃない。零士君の立場くらい、私でもわかるから」

　すると彼はそっと私の身体を引き寄せた。

「バカだな、凛々子が気にすることじゃないのに」

「でも……」

　言葉を詰まらせた私に、零士君は力強い声で言った。

「確かに後継ぎは必要だ。でもそれが直系に限定されることはないだろ？　千鶴だっていずれ結婚して、子供を授かるかもしれない。その子が会社を継ぎたいと言ったらその子に継がせればいい。それかうちの会社を大切にしてくれる優秀な者に任せてもいい。だから凛々子は、そんなこと気にしなくていいんだ」

「零士君……」

　どこまで彼は優しいのだろう。こんなに素敵な人と結婚できて私は世界一の幸せ者だよ。

「俺は凛々子につらい思いをさせてまで子供を望まない。だから医者の言うように、自然に任せよう。それで授かれなくてもいいじゃないか。ふたりで一緒に生きていけばいい」

「う、ん……うん」

　ポロッとこぼれ落ちた涙は、とめどなく溢れて止まらなくなる。

　そうだよね、結婚したからといって絶対に子供を産まなくてはいけないというわけではない。

　世の中には子供のいない夫婦だってたくさんいる。大切なのは、愛する人と幸せに人生を過ごすということだ。

「また今度、ゆっくり水族館に来よう。今度はお弁当を持ってさ」

「そうだね、零士君が好きなおかず、いっぱい作るからね」

「それは楽しみだな」

　顔を上げると零士君と目が合う。その瞬間、ふたりで笑ってしまった。

　零士君のおかげで気持ちが軽くなったよ。それと、なにがあっても零士君を幸せにしたいと心から思った。

　それから閉館時間ギリギリまで水族館を見て回り、帰りに惣菜店でお弁当を買って帰宅。

「たまにはいいね、こういうお弁当も。栄養バランスも考えられているし」

「そうだけど、俺はやっぱり凛々子の手料理が一番好きだよ」

「ありがとう」

　零士君にそう言ってもらえるのが一番嬉しい。

　食事後は零士君がお風呂を洗ってくれた。そしてお風呂が沸くと、有無を言わさず零士君は私を浴室に連行する。

　恥ずかしくて抵抗する私をおもしろがる零士君によって、次々と洋服を脱がされてしまった。

「おいで、凛々子。身体洗ってあげる」

「え、いいよ。自分で洗えるから」

「いいから、ほら」

　私を椅子に座らせると、零士君はボディソープを泡立てて背後から私の身体を洗っていく。

　すごく恥ずかしくてたまらない。

「あの、零士君やっぱり自分で洗うよ」

「どうして？」

「どうしてって、恥ずかしいから」

　それに零士君に身体を触られると、妙な気分になる。そうなっていることをバレたくない。

「今日は疲れただろ？　だから俺が洗う」

　零士君はそう言うけど、さっきから胸ばかり洗われている気がする。

　次第に彼の大きな手は下に向かい、一番敏感な部分に触れた。

「あっ……」

　そこは潤っていて、卑猥な音が耳に届き羞恥心でいっぱいになる。

「どうしたんだ？　凛々子。俺はただ身体を洗っているだけなのに」

「それはっ……！　零士君が触るから」

　顔が熱くなるのを感じながら言うと、零士君は意地悪な顔で続ける。

「俺が触っただけでこうなるの？」

「……うん、零士君だからだよ」

　恥ずかしさでいっぱいになり、身体の向きを変えて彼に抱きついた。

　今の顔を見られたくない。

「凛々子」

　艶っぽい声で名前を呼ばれ、ゾクリとする。

「凛々子、こっち向いて」

「無理。だって私の顔、絶対変だもの」

「変じゃないよ」

　無理やり引き離すと、零士君は私の頬を両手で包み込んだ。

「やっぱりかわいい顔してる。……感じている凛々子の顔は、最高にかわいいよ」

「……っ」

　耳を塞ぎたくなるような甘い言葉を囁くと、零士君は荒々しく私の唇を塞いだ。

　痺しびれるようなキスに身体中が熱くなる。

「凛々子」

　キスを落としながら零士君の手は、再び私の一番敏感な場所に触れた。

「あっ……んんっ」

　ほぐすように指を出し入れされ、声を抑えることができない。

　浴室に響く卑猥な音と吐息。湯船の湯気にもあてられてのぼせそう。

「ごめん、凛々子。もう限界」

「えっ？　あっ」

　余裕ない零士君に立たされると、壁に手をつかせられた。そして後ろから早急に彼が入ってきた。

「あぁっ」

　激しく身体を突かれ声が止まらない。

「凛々子っ」

　彼の手は私の胸や背中に触れ、名前を呼ばれるたびに胸がギュッと締めつけられる。

「零士、君」

　彼を見ると唇を奪われた。

　苦しくて、だけどやめてほしくなくて。矛盾する気持ちに悩まされながらも、零士君に与えられる甘い刺激に抗うことができない。

　次第に立っていられなくなると、零士君は唇を離し、擦れた声で囁いた。

「一度温まったらベッドに行こう。そこでもっと愛させて」

「う、ん」

　私もまだ足りない。もっと零士君の温もりに触れたい。

　湯船に浸かって温まっている間も、私たちは口づけを交わし続けた。そしてベッドに移動し、何度も何度も愛し合った。

　絶頂を迎えてもまた求められ。それを繰り返し、どれくらいの時間が過ぎただろうか。私の息は上がり、絶え絶えになっていた。

「大丈夫か？　凛々子」

「ん」

　返事もままならず、必死に呼吸を整える。そんな私の頬や鼻、額へと零士君は次々とキスを落とす。

「本当はまだ足りないけど、休憩」

　そう言って零士君は私から身体を離し、優しく抱き寄せた。

「少し休んだら、もう一度愛させて」

「えっ？」

　びっくりすると、零士君は唇の端を上げた。

「まだまだ足りないから。もっと凛々子を感じたい。……それはこれからもずっとだ。だから覚悟して、凛々子」

　意地悪な顔で触れるキスを落とす零士君。

「子供がいなくたって、凛々子には寂しい思いなど絶対にさせないから。俺が生涯かけて凛々子を愛するよ」

「零士君……」

　再び唇を塞ぐと、深さが増す。舌を搦め、強く吸われ。次第に息もままならなくなるほどに。

「好きだよ、凛々子。……世界で一番愛してる」

　愛の言葉に自然と涙がこぼれ落ちる。

　私も零士君が好き。

　その気持ちを伝えるように、必死にキスに応える。

　こうして零士君と一緒にいられるだけで幸せ。その幸せを改めて身体中で感じた夜だった。




　それから三年の月日が流れた。零士君はつい先日、副社長の職に就き、ますます忙しくなった。それでも私との時間を大切にしてくれている。

　そして私は自分の夢に向かって突き進んでいた。

「凛々子は今日も学校だったよな」

「うん、だから夕食はちょっと遅くなってもいいかな？」

「もちろん」

　子供を授かることだけがすべてじゃない。零士君とともに生きていく道もあると思えてから、自分の人生についても考えるようになった。

　たった一度きりの人生、好きなことをしたい。そこで三年間で調理師と栄養士の資格が取得できる専門学校に入った。

　勉強はとっても楽しくて、あっという間に三年間が過ぎていった。あと一カ月で卒業を迎える。

　卒業後は本格的に料理教室を開く準備に取りかかる予定だ。

　出勤する彼を玄関まで見送ると、零士君は心配そうに私を見つめた。

「卒業間近で忙しいのはわかるけど、ここ最近、食欲がないようだしあまり無理をするなよ？」

「うん、わかってる」

　そうなんだよね、一週間ほど前から食欲がないのはもちろん、なんだか身体もだるい。微熱もあるし風邪を引いたのかも。

「それじゃ凛々子、いってくる」

「うん、いってらっしゃい」

　日課となっている『いってきますのキス』を交わし、零士君は出ていった。

「さて、私も準備をして学校に行かないと」

　家事を済ませ、急いで家を後にした。




　学校が終わり、帰宅途中に零士君から連絡がきた。突然会食の予定が入り、夕食はいらないと。

　ちょうどよかった、思った以上に今日は疲れちゃったから。

　コンビニで買ってきたお弁当を温めて、さっそく食べようとしたものの、おかずの匂いに吐き気が襲ってきた。

「気持ち悪い」

　それは我慢できないもので、たまらずトイレに駆け込む。

　まだなにも食べていないのに、戻してしまった。それでも気持ち悪さは治まらない。

　結局買ったお弁当に手をつけず、ソファに横になる。

「どうしたんだろう、急に」

　こんなに気持ち悪いのは初めてだ。まさか食中毒とかじゃないよね？　同じ朝食を食べた零士君は大丈夫？

　心配になり連絡を取ろうにも、少し離れたテーブルにあるスマホを取りにいく気力もない。

「少しだけ休もう」

　目を閉じると、そのまま眠りに就いてしまった。




　目を覚ましたのは、零士君の声によってだった。

「んっ……」

　名前を呼ばれ目を開けると、零士君が心配そうに私を見つめていた。

「あれ？　零士君？　もう帰ってきたの？」

「もうって、今は二十二時だぞ？」

「嘘、本当に？」

　すぐに時計で時間を確認すると、彼の言う通り二十二時を回っていた。

　たくさん寝たはずなのにまだ気持ち悪い。

「どうしたんだ？　こんなところで寝て。夕食も食べていないようだし、どこか具合いが悪いのか？」

「うん、なんか帰ってきてからずっと気持ち悪くて、それでその、戻しちゃったの」

　今の状態を説明すると、零士君は途端にオロオロし出した。

「連絡してくれたらよかったのに。悪かった、ひとりにさせて」

「ううん、大丈夫。ただ疲れているだけだと思うから。ひと晩寝れば治ると思う」

　これ以上零士君を心配させたくなくて起き上がった。だけどやっぱり気持ち悪くて、口元を手で覆う。

「大丈夫か？　もしかしたらどこか悪いのかもしれない。一度病院へ行こう」

「そんな、大袈裟だよ」

「用心に越したことはないだろ？　待ってろ、診てくれるところを探すから」

　私の制止を押し切り、零士君は夜間診療している病院へ連絡をしてしまった。そして私の症状を説明すると、診てくれることになった。

　彼の運転する車で向かい、診察してもらうとなぜか尿検査をすることになった。

「おめでとうございます、ご懐妊ですね」

「えっ？　ご懐妊って……妻がですか？」

　医師が口にした意外な診断結果に、私も零士君も驚きを隠せない。

「奥様の症状は妊娠からくるつわりでしょう。間違いないと思いますが明日、産婦人科を受診して調べてもらってください」

　妊娠って……嘘、本当に？　あれほどできなかった赤ちゃんが、私のお腹の中にいるの？

「つわりがひどいことも明日、産婦人科の医師にご相談ください」

「は、はい。わかりました」

「お大事に」

　医師に頭を下げて病室を出た私たちは、お互い放心状態。

　廊下の椅子に座り、会計を待つ。

「凛々子、今は夢じゃないんだよな？」

「うん、夢じゃないよ」

「俺の聞き間違いでもないよな？　凛々子も聞いただろ？　妊娠しているって」

「うん」

　顔を見合わせると、零士君の瞳からは涙がこぼれ落ちた。

「夢みたいだ、凛々子のお腹の中に俺の子供がいるなんて」

「零士君……」

　初めて見る彼の涙に、熱いものが込み上がる。

「ハハッ、悪い、泣いたりして。まだはっきりと妊娠しているってわけじゃないのにな。明日もう一度来てちゃんと検査してもらおう」

　そう話す零士君の手を私は強く握った。

「凛々子？」

　不思議そうに見る零士君に、素直な想いを伝えた。

「私も夢みたいだよ、お腹の中に赤ちゃんがいるなんて。正直、授かることをもう諦めていたから。でもさすが零士君と私の赤ちゃんだよね、零士君は副社長に就いた。私はあと一カ月で卒業するこのタイミングで私たちのもとに来てくれるなんて」

「確かにそうだな。親思いの子だ」

「うん」

　三年前授かれなかったのは、もしかしたら神様が私にまずは自分の夢を叶える準備の時間をくれたからかもしれない。

「明日、本当に妊娠しているってわかったら、ふたりでお祝いしようね」

「あぁ、しよう」

　どちらからともなく寄り添い、私たちは喜びを噛みしめた。

　そして次の日、零士君は会社を休んで付き添ってくれた。朝一番に産婦人科を受診すると、やっぱり妊娠していると告げられた。

「見て、零士君。これが母子手帳だって」

「これをもらうと、本当に凛々子が妊娠しているって実感するな」

「うん」

　この日のうちに市役所に立ち寄り、母子手帳を交付してもらってきた。そして零士君は本屋に寄り、大量の本を購入。妊娠から出産までのものはもちろん、育児に関するものまで買ってきたようだ。

「凛々子、安定期に入るまでは安静第一だからな。つわりもあるんだし、無理しないこと」

「はーい」

　この気持ち悪さはしばらく続くそう。でもそれは妊娠によるものだとわかると、不思議とつらく感じなくなる。

　すると零士君は、そっと私のお腹に触れた。

「この子のことを、ふたりで大切に育てよう。俺たちのもとに生まれて幸せだと思えるくらいに」

「うん」

　やっと授かった赤ちゃんだもの。めいっぱい愛情を注ぎ、彼と大切に育てていこう。

　この日の夜、さっそくお互いの両親に報告。四人とも大喜びしていた。それは千鶴ちゃんもしかり。

　みんなに祝福してもらえて、本当に嬉しい。

　妊娠を機に、両親たちが代わる代わる家にやってくるようになった。私の身体を心配し、家事を請け負ってくれている。

　申し訳ないけど、おかげで助かった。

　そして初めての妊婦検診。零士君に付き添ってもらい、先生に赤ちゃんのエコー写真を見せてもらうと、なんと双子だということが発覚。

　これには私と零士君はもちろん、両親たちも大はしゃぎ。お母さんに至っては、「私たちが孫の取り合いにならないように、ふたりで生まれてきてくれるのよ」なんて言うものだから、みんなで笑ってしまった。

　無事に専門学校を卒業し、零士君をはじめ、みんなのサポートを受けて妊娠期間を経て、迎えた出産の時。

　産声をあげたふたつの命の誕生を目の当たりにして、私と零士君は泣いてしまった。

　生まれたのは、元気な男の子と女の子。

「ありがとう、凛々子。お疲れ様」

「こちらこそずっとそばにいてくれてありがとう。……これからよろしくね、パパ」

　パパと呼べば、零士君は照れくさそうにする。

「そっか、パパか。なんか不思議な気分だな。こちらこそよろしくな、ママ」

　スヤスヤと眠るふたりの赤ちゃん。

　きっとこれから、幸せで楽しいことばかりじゃないと思う。大変なこともつらいこともあると思う。

　でもそれらもすべて歳を重ねた遠い未来に、いい思い出だねと話せたらいいな。

　生まれたばかりのこの子たちが大きくなった未来に……。










新しい日常　零士ＳＩＤＥ




　双子の玲れ央お、茉ま央おが生まれて二カ月。俺の生活は一変した。

　毎日どうやって仕事を定時で終わらせるか考え、できる限り早く家に帰りたくてたまらなかった。

　それはもちろん、愛する家族に会うためだ。

　この日も定時で仕事を終え、運転手にマンションまで送ってもらう。はやる気持ちを抑えて静かに玄関のドアを開けた。

　家の中の明かりは灯っているが、シンと静まり返っている。玲央と茉央は寝ているのかもしれない。

　足音を立てぬように廊下を突き進み、寝室に入る。するとベッドで双子とともに眠る凛々子の姿があった。

　そっとベッドに腰かけて、凛々子の顔にかかっている髪を掬った。

「お疲れさま、凛々子」

　毎日両親たちが交代で手伝いに来てくれているものの、双子の子育ては想像以上に大変なものだった。

　俺がそう感じているんだ、凛々子はもっと苦労しているよな。

　できるなら俺も育児休暇をとって、毎日凛々子と双子の面倒をみたいところだが、副社長に就任したばかりでそれは叶わない。

　その分、夕方には両親たちが帰るから、少しでも早く帰ってくることしかできなかった。

　するとさっきまで気持ちよさそうに寝ていた玲央が突然目を覚まして、ぐずり出した。

「おいで、玲央」

　凛々子が目を覚まさないように立って、すぐに抱き上げる。あやしていると玲央は落ち着いてきたものの、今度は茉央がぐずり出した。

「はいはい、今度は茉央な」

　玲央をベッドに下ろして茉央を抱く。しかしそうすると、玲央も泣き出した。こうなるとさすがの凛々子も目を覚ます。

「んっ……あ、ごめんねふたりとも。いつの間にか寝ちゃって」

　すぐさま玲央を抱っこすると、凛々子は俺が帰ってきていたことに驚いた。

「びっくりした、零士君いつの間に？　ごめん、気付かなくて」

「いや、大丈夫だよ」

　茉央を抱っこしたまま凛々子の隣に腰かけた。

「大丈夫か？」

「うん、もちろん。……とはいえ、やっぱりふたりともなると子育ては大変だけど、こうして零士君やお母さんたちが手伝ってくれるから大丈夫」

「そっか」

　ふたりとも機嫌がいいようで、俺たちの腕の中で手を動かしている。

「風呂はまだだよな？　機嫌がいいうちに入れちゃおうか」

「そうだね、助かる。ごめんね、いつも仕事で疲れているのに」

「なに言ってるんだよ。父親なんだから当然だろ？」

　できる限りふたりの面倒を見て、そして家のことを手伝うようにしている。少しでも凛々子の助けになるように。

　なにより双子をお風呂に入れることで、自分も本当に父親になったんだと実感できるんだ。

「ふふ、玲央も茉央も寝ちゃったね」

「あぁ。不思議だよな、寝る時も起きる時も、いつもふたり一緒だなんて」

　お風呂から出ると、ふたり仲良く眠ってしまった。ベビーベッドの上で気持ちよさそうに眠る玲央と茉央を眺めては、俺も凛々子も笑みがこぼれる。

「双子だからじゃない？　きっとなにか通じるものがあるんだよ」

「そうかもな」

　そっと寝室を後にして、遅い夕食をとる中、凛々子は思い出したように言った。

「そうだ、明日は千鶴ちゃんが手伝いにきてくれるんだって。仕事が休みみたいで」

「そうなのか、後でお礼を言わないとな」

「うん」

　千鶴は俺の会社で働いている。そしていまだに好きな相手に片想い中。なかなか振り向いてくれないらしい。

『一途にひとりに想いを寄せるところは、さすがは兄妹だよね』なんて冗談交じりに言っていたけど、俺も凛々子もいつか千鶴の想いが相手に届くことを願っている。

「それで千鶴ちゃん、夜までいてくれるみたい。久しぶりに三人でご飯が食べられるね」

「じゃあ明日も早く帰ってくるよ」

「ありがとう、楽しみだな」

　凛々子が笑うと俺も嬉しくなる。

　玲央と茉央が生まれてからというもの、些細なことで幸せを感じ、涙脆くなった。

　ふたりのちょっとした成長に目頭が熱くなるし、四人で過ごす時間が幸せで怖くなることもある。

　そしてなによりふたりが生まれたことで、よりいっそう責任感が芽生えた。玲央と茉央が大人になるまで責任をもって育てなくてはいけないのだから。

「玲央と茉央がもう少し大きくなったら、庭付きの一軒家に引っ越そうか」

「え、なに突然」

　寝る準備を終えると、見計らったように目を覚ましたふたり。お腹が空いたようでそれぞれミルクを飲ませている時に、ふと思ったことだった。

「いや、歩くようになったら思いっきり遊ばせてやりたいと思ってさ。それに両親たちも呼んで、庭でバーベキューとかやりたくない？」

「やりたい」

　俺の提案に凛々子は目を輝かせた。

「広い庭なら花壇も作りたいな。玲央と茉央と一緒に植物を育てたい」

「いいじゃん、それ」

「でしょ？」

　まだ先の未来の話をしては、夢が膨らむ。

「一軒家なら凛々子の料理教室も開くことができるだろ？　教室専用のキッチンと部屋を作ってもいい」

「本当に？」

「あぁ」

　凛々子の夢をずっと応援してきた。それを早く叶えてやりたい。

　その思いで言うと、凛々子は目を潤ませた。

「ありがとう、すごく嬉しい。じゃあますますふたりの子育てを頑張らないとね。早く玲央と茉央とも料理がしたいな」

「きっとあっという間だよ、そんな日がくるのは」

「そうだね」

　生まれたばかりだと思ったら、もう二カ月が過ぎたのだから。子供の成長は早いと聞くが、本当にその通りだと思う。

「ふたりの一瞬一瞬を見逃さないようにしないと」

「うん、そうだね」

　そのためにカメラもビデオカメラも新調した。ふたりの成長を記録として残すために。

　お腹がいっぱいになったふたりの背中を叩き、げっぷを出させる。

　そして俺と凛々子の間にふたりを寝かせた。

「このまま今夜はたくさん寝てくれるといいな」

「起きたら俺もあやすよ」

「ありがとう」

　玲央と茉央が成長するにつれて、俺たちの日常もまた変化していくだろう。そのたびにつらいことや苦しいこと、反対に嬉しいことや楽しいこともたくさんあるはず。

　すべて凛々子と共有し合い、支え合って乗り越えていきたい。

　玲央と茉央とともに眠る凛々子の寝顔を眺めて、強くそう思った。




ＥＮＤ










あとがき




　この度は『政略結婚から始まる蜜愛夫婦～俺様御曹司は許嫁への一途な愛を惜しまない～』をお手にとってくださり、ありがとうございました。

　不器用で言葉足らずの零士とのラブストーリー、少しでもお楽しみいただけましたでしょうか？

　気持ちってしっかりと口にして相手に言わないと、なにも伝わらないですよね。誰しもそのような経験があると思います。

　私もあります。とくに友達や家族相手だと、言わなくても理解してほしいと思ってしまうんですよね。

　それによってすれ違ったり、喧嘩をしたり。些細なことがきっかけだったりします。

　その些細なことが大きくなっていき、気持ちのすれ違いが起きる。まさに零士と凛々子がそうでした。

　自分の気持ちを凛々子に伝えてからの零士の想いや、失恋したばかりなのに真っ直ぐに気持ちをぶつけてくる零士に心が揺れる凛々子など、少しずつふたりの思いが重なっていく物語をお楽しみいただけましたら幸いです。




　今作でもたくさんの方々にお力添えいただきました。担当の篠原様をはじめ、編集を担当してくださった鈴木様、スターツ出版、出版に携わってくださった皆様。大変お世話になりました。

　カバーイラストを描いてくださった、さばるどろ様。何度も美麗なふたりを眺めて、編集作業を頑張れました。ありがとうございました。

　そしていつも作品を読んでくださる読者の皆様。数多くある作品の中からお手にとってくださり、本当にありがとうございます。

　今後もよりいっそう精進し、読んでくださった皆様に少しでもお楽しみいただけるような恋愛小説を書いていけたらと思っています。

　それではまたこのような素敵な機会を通して、皆様とお会いできることを祈って。




田た崎さきくるみ
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